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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　【Intro.Phase　雨の日のお散歩。ついでに殺さつ戮りく】







　東京、渋しぶ谷や。

　駅前交差点に立つ人々は、まるで群生生物のように身を寄せ合い、不快な湿しつ気けに苛いら々いらしつつ、青信号を待っている。その群衆の焦しよう燥そうを煽あおるように、厚く垂れ込めた灰色の雨雲から、ぽつり、ぽつり……やがてざあーっと音を立てて雨あま粒つぶが襲おそいかかった。梅雨つゆに備えていた者たちが雨あま傘がさを次々に開くと、群衆に身を隠かくしていた白銀の髪かみの少女も……




「雨は嫌きらいです」

《親和少女アフイニテイ》真ま木き島しまリオンも、降り始めた雨う滴てきを避さけるために赤い雨傘を開いた。

「梅雨なんて無ければいいのにと毎年思います。湿気で気分は滅め入いるし、髪も上手く決まらない。それに人混みも苦手だし、特にこの街の雑ざつ踏とうは大だい嫌きらいなんです」

「つまり君は今、一番嫌いな季節の一番嫌いな街にいるってワケだ」

　横に並ぶ青い髪の美少年、《月光騎ムーングロウ》も皮肉な笑みを浮うかべて、自らの黒い傘かさをさした。

「でもまあ、たまには嫌いな街の散歩もいいじゃないか。最近、君は探たん索さくに根を詰つめすぎだし、気分転てん換かんも必要だと思ってさ」

「だからって《月光騎》さん、何も渋谷に誘さそわなくても」

「いやいや、よくサスペンスドラマの刑けい事じが言うだろう。現場百ひやつ遍ぺんってさ。最初に事件が起きた場所に戻もどれば、僕らが探る謎なぞ解ときのヒントが見つかるかもしれない」

「私、ドラマって観みないんです。と言うよりテレビも滅めつ多たに」

「それは失礼。だけど君、あれが嫌いや、これが苦手と言うけど、それじゃ生まれてから一六年間、何を楽しみに過ごしてきたの？」

「さあ……時々思うんですよ。あの謎を解くよりも、自分の生いき甲が斐いを見つける方が難しいんじゃないかって」

　この二人……ゴシック調の服に身を固めた《親和少女》も、黒いレインコートの《月光騎》も雨の雑踏ではさして目立たず、立ち話を続けるカップルにしか見えない。

　だが彼らこそ、人間が生まれながらに持つ力、領域因子ポテンシアを生いけ贄にえに捧ささげ、異世界の能力を手に入れた者に他ならない。虚力ネガスペルと称しようされるその力は、気にくわない人間を殺し、欲しい物を奪うばうぐらい簡単に為なせるため、人類世界では強ごう欲よくの象しよう徴ちようとして忌いみ嫌われている。そして虚力を使いこなせなければ、その力に心身を乗っ取られ、怨痕者アンガーなる虚うつろな存在に堕おちてしまうと言う。

　それでも虚力欲しさに人間を捨て、虚力にも取り込まれず、虚力を操る彼らを、世界は蔑さげすむように介罪人クリミナルと呼び、彼ら自身は虚力使いネガ・ウイザードと名乗っている。

　そして二人の虚力使いは、駅前交差点の信号が青に変わっても動き出さず、行き交う人々も無視して、その場所を凝ぎよう視ししていた。途と切ぎれもせず蠢うごめく人波に、《親和少女》が悔くやしげにつぶやく。

「やっぱり、ここには何もありませんよ」

「だろうね。僕が連れてきといてアレだけどさ」

「ええ。だって彼、こんな人混みで事件を起こしたんですよ。これだけの目もく撃げき者がいながら事件そのものを消去した以上、痕こん跡せきなんて残すはずがない。まったく、敵ながら見事すぎて嫌になります」

《親和少女》は、彼女が追う事件の不ふ透とう明めいさに苛立ちをつのらせ、唇くちびるを尖とがらせた。しかし本当は何よりも、事件を引き起こした少年本人が気になっているのだ。彼に会い、別れ際に言われた一言は、今も《親和少女》の胸で脈打っている。




『結局、君は自分の信じたいものしか信じないんだろ？』




《親和少女》は、あの勝手な評価が気にくわなかった。私の事なんか何も知らないくせに……その思いを抱かかえて《親和少女》は、別べつ離り以来、ムキになって少年の謎を解き明かそうと試みた。けれど手がかりは皆かい無む。その不満は決して表に出さなかったのに、いつものファミレスで会った途と端たん、仲間たちに見み透すかされ、こうして《月光騎》に散歩に連れ出されたと言うわけだ。そんな自分の正直さも嫌になる。

《月光騎》は、解消できない彼女の不満も見み抜ぬいたのか、疲つかれたように笑った。

「まあ気長に行くんだね。相手が相手だ。一朝一夕に勝てる相手ではない」

「分かってます、私にもそれぐらい」

「言うようになったなあ。僕らの闘派セクトじゃあ一番の新参なのに」

「あ、すみません」

「いいさ。しかし確かに僕らの探索も、そろそろ手詰まりだね。これがミステリードラマなら、洒落しやれを気取った犯人があえて証しよう拠こをひとつ残してくれていて、『あれに気づいたとはさすがだね、名めい探たん偵ていくん』なんて展開になるんだけどな」

「だから私、ドラマは観ないって……もしかして《月光騎》さんって案外テレビっ子なんですか？」

《親和少女》は問いかけて、胡う散さん臭くさそうに仲間を見上げる。

　だが《月光騎》はそれに応こたえず、いつの間にか周囲に視線を巡めぐらせていた。しかも彼の双そう眸ぼうは、凍こごえるような冷たい殺気を孕はらんでいる。《親和少女》も悟さとって、身を固くした。

「《月光騎》さん、もしや……」

「しつこい奴やつらに見つかっちゃったね」

《月光騎》は微び笑しようをわずかに強こわばらせ、雑踏の中に踏ふみ込んでいく。《親和少女》も黙もくしたまま、彼の傍そばに付き従った。少女は、探索用・時間操作型虚力使いタイムライン・ネガ・ウイザードらしく、それとなく周囲に流れる時間を巻き戻し、辺りに潜ひそむ領域因子を多量に持つ者を探り当て、彼らが発する思念を抽ちゆう出しゆつし、再生した。すると……




『いたぞ、あの二人だ』

『間ま違ちがいありません。《月光騎》と《親和少女》です』

『今度こそ絶対逃のがすな』

『直ちに捕ほ縛ばくしろ。無理なら誅ちゆう殺さつしてもかまわん。許可は出ている』




　その思念を交わす者たちこそ、少女の敵。少女たちを介罪人と名付け、執しつ拗ように追い詰めて、誅殺と云いう名の処しよ刑けいを執しつ行こうする自じ称しよう・人類の守護者。彼らの血走った視線を浴びつつ、《月光騎》が低くささやいた。

「僕から離はなれないで」

「分かってます」

「しかしこの雑踏で仕し掛かけてくるかどうか」

　群衆に紛まぎれて、人類の守護者たちはひたひたと《親和少女》たちに迫せまり、二人の周囲を包囲した。だが即そく座ざに捕縛に移る気配はない。恐おそらく二人が雑踏を抜ける瞬しゆん間かんを狙ねらっているのだ。今すぐ襲えば、《親和少女》たちも抵てい抗こうして凄せい惨さんな戦せん闘とうが始まり、多くの人々が巻まき添ぞえになる。善良なる彼らは、それを危き惧ぐしているのだ。

「一六人です、《月光騎》さん」

《親和少女》は、自分たちを包囲する敵の数を正確に見抜いて報告した。

「うち一人……五時の方角にいる領域因子容量ポテンシヤル六○前後の相手が一番厄やつ介かいです。恐らく許容度スロツト一二か一三……」

「つまり位階一二の僕と同程度の奴か。巡じゆん回かい中の捜そう査さ官かんにしては高位だな。じゃあこの信号が青になったら、こちらから攻せめよう」

《月光騎》は周囲の敵を気にする素そ振ぶりも見せず、歩道上の赤信号で停止する。周囲にはいまだ無数の歩行者。その陰かげに隠れて、《月光騎》は左右の掌てのひらを開き、閉じ、また開いて腕うでをほぐす。

「信号が青になったら、一番厄介な奴に僕が斬きりかかる。その隙すきに君は逃にげるんだ」

「でも《月光騎》さん……」

「大だい丈じよう夫ぶ。僕らは何度も生き延のびてきたじゃないか。確かにこれほどの人数に囲まれたのは初めてだ。無傷では済まないだろうが、逃げ延びてみせるさ」

《親和少女》は黙だまってうなずくしかなかった。探索用の虚力使いである彼女は、戦闘に向いた虚力は知らず、こんな場合は足手まといでしかないと自覚している。仲間を置いて逃とう走そうするのは不本意だが、今は《月光騎》の無事を祈いのるのみだ。

「逃げた後は……いつものファミレスで待ってます。必ず戻ってきてください」

「分かってる。僕もここで誅殺される気はない。じゃあそろそろ……始めるよ」

　二人は視線を揃そろえて、信号を見つめた。信号が切り替かわる残り時間を示す表示が、まるで秒読みのように小刻みに動く。だが二人の緊きん張ちようを読み取ったように、周囲の一六人も包囲の輪を狭せばめた。




『気づかれたか？』

『分かりません、しかしあの二人……』

『絶対に逃がすな。今すぐ……！』




　そして信号が青に変わる……直前。




「え…………」

《親和少女》は、周囲の殺気がひとつ残らず消えた事に気づいた。無論《月光騎》も、急激な変化に驚おどろきを隠かくせない。やがて信号が青に変わり、人々がまた歩き始めても、二人を捕縛せんとする者は現れず、渋谷の街はいつもの平和な喧けん噪そうを維い持じしていた。

　だがその雑踏の中から……




「ずいぶん長い散歩だね」

　透すけたビニール傘がさをさした人物が二人に歩み寄り、にこやかに微笑ほほえんでみせた。

「いつまでも戻ってこないから心配して探しに来たよ。《ものまね鳥モツキンバード》は放ほうっておけって言ったけど、やっぱり来て良かった。無事で何より」

「え、あの……」

《親和少女》は唐とう突とつに現れた仲間……いや闘派指導者セクト・リーダーに言葉を詰つまらせた。だが《月光騎》は、何が起こったかすぐに理解したようで、ビニール傘の人物に微笑んだ。

「相変わらず、お見事な腕うで前まえですね。一人残らず、ですか？」

「ああ、まあね」

　その人物は、傘を持っていない左の掌をふと見下ろし、べったりこびりついた鮮せん血けつを見つけて恥はずかしそうに握にぎって隠すと、上着のポケットにしまいこんだ。

「今日は朝からファミレスでぐだぐだしてたからね。運動不足の解消にはちょうど良かったかもしれないな」

「一六人を向こうに回して腹ごなしですか」

「問題は数じゃないだろ。僕らも彼らも」

《親和少女》もようやく納得した。雑踏のあちこちで、傘をさしたまま微び動どうだにせず立っている者たちがいる。その数、一六人。いずれもサラリーマンや学生を装っているが、みな追つい跡せき者たちだ。そして全員が、断だん末まつ魔まの叫びも上げられず、傍を行き過ぎる人々に気づかれもせず、倒たおれる事すらできずに立ったまま絶命していた。外傷も認められない神業めいた手口に、《親和少女》も思わず総毛立った。

　その殺さつ戮りくを瞬しゆん時じに成し遂とげたビニール傘の人物は、渋谷の街を嘲あざけるように睥へい睨げいする。

「恐らく、九軍帥ストラテゴ・ナインの手の者だよ。しかしこれで諦あきらめるような連中じゃない。また僕らの居所を突つき止とめ、誅殺するまで追い回すだろう。それが僕らの定めだとしても、少し鬱うつ陶とうしいね。僕らには、あの少年の謎なぞを解く使命もあるし」

「何か手を打つんですか、《冥界神エル・デイアブロ》さん？」

《親和少女》に名前を呼ばれて、闘派指導者セクト・リーダーは軽く肩かたをすくめてみせた。

「そうだね。防戦一方じゃあこちらも分が悪すぎる。君の探たん索さくも手詰まりのようだし、ここらで作戦を第三段階に移そうか」

「第三……ですか？」

「ああ。《錆びた釘ラステイネイル》と君はあの少年の記き憶おくに挑いどんだ。それが第一段階。でもそれと並行して、《ものまね鳥》があの少年の傍で探索に当たってるだろ？　彼が第二段階だよ。でも彼も潜せん伏ぷくしたまま、今以上の成果を上げるのは難しいと言ってるし、潮時だと思うんだ」

　首しゆ魁かいの言葉に、《月光騎》も眉まゆをぴくりと動かした。

「ではいよいよ《ものまね鳥》の……」

「出番だね。たとえ《ものまね鳥》が正体を現して行動しても、それと引き替えに謎がつかめれば御おんの字じさ。本人もそれを強く望んでるし、僕も矛ほこ先さきを変えるのに賛成だ」

「矛先？　今度はどこを攻めるんですか？　まさかあの少年の実家？　それともまさか九軍帥？」

《親和少女》が疑ぎ問もんを連発すると、《冥界神》は冷れい徹てつな笑みを見せた。

「違ちがうよ、実家も九軍帥も手強すぎる。でも僕の推測では、きっと謎を知っているはずなんだ。あの少年が通う領域士イグザルタスの学校もね……」

　やがて三人の虚力使いは、静かに渋谷から姿を消した。それでもなお、一六人の追っ手……領域士たちの屍しかばねは誰だれにも気づかれず、六月の雨に打たれたままであった。







　　　【Phase.1　それぞれの疑問】







「今日は雨が降ってるから、体育の授業は屋内プールで行います。一時間たっぷり自由に泳いで結構よ」

　担任教師、伊い坐ざ凪なぎレイラ先生がそう告げた時、俺おれたち一年Ａ組はちょっとだけ浮うかれてしまった。なにしろ憂ゆう鬱うつな梅雨つゆの季節。ずーっと雨ばかり降って気分も滅め入いるし、勉強もしたくないって時に屋内プールで遊ばせてくれるなんて先生イイとこあるじゃんと感謝しながら、水着に着き替がえたってワケだ。

　けど俺たちが『まだちょっと寒いよな』『いやそのための温水プール』『浮き輪持ってくれば良かった』『早く女子来ないかなー。スク水姿、超ちよう楽しみ』とか何とか言いつつ、プールサイドに集まった時。

「あ、あの、伊坐凪先生……」

　俺、西にし浜はま学園高校一年生、自称・いたいけな一五歳の少年、宇う牙が神じんリョウトは恐きよう怖ふに硬こう直ちよくし、わなわなと指を震ふるわせながら温水プールの水面を指さした。

「た、大変申し上げにくいのですが、すでにプールを使っている人……いや生き物がいるので俺らは教室に戻もどって授業をするべきではないかと思うのですが……いえ是ぜ非ひ、教室に戻らせてください！　お願いですから！」

　俺の嘆たん願がんに、一年Ａ組男子全員もうんうんうん！　と同意して全力でうなずく。だが伊坐凪先生は、豊満な肉体をジャージに包み、女体が絡からみ合う術杖スタツフを抱かかえながら、にんまりと冷血な微び笑しようを浮かべてみせた。

「あら、あの子なら気にしないで。あなたたちと一いつ緒しよにどーしても授業がしたいって言うから、今日は仲良く泳いであげなさい」

「あいつ、授業がしたいなんて喋しやべるようには見えませんけど！　仲良く泳ぐのもかなり無理っぽいんですけど！」

　温水プールは縦五○メートル、横よこ幅はば二○メートル。俺たちが通う私立西浜学園の巨きよ大だいな体育館内に設けられ、透とう明めいな温水を満々とたたえている。

　だがさっきからその水面を、三角形の背びれが悠ゆう然ぜんと、ぐるぐると獲え物ものを求めて泳ぎ回っている。水中を遊ゆう弋よくするその全長、およそ八メートル。俺は、不気味な巨体をもう一度指さして叫さけんだ。

「なんで学校のプールにホオジロザメがいるんですか！　こんな奴やつと一緒に泳いだら全員、喰くわれちまいますよ！」

「いや待って、宇牙神くん」

　学級委員の片かた岡おか光みつ也や、通つう称しようミィさんが、俺の背中に隠れてごくりと唾つばを飲み込んだ。

「ホオジロザメは、せいぜい全長六メートル……でもこのプールにいるサメはあまりにも大きすぎるよ。それに温水を泳いでるってのも変じゃない？」

「い、言われてみれば……」

　すると伊坐凪先生が、右手の甲こうを唇くちびるに当て、のけぞるように哄こう笑しようした。

「ほほほ……さすが片岡くんね。あのサメこそ我が校が開発した水中戦用訓練体！　ホオジロザメを素体とし、化石から採取した古代巨きよ大だい鮫ざめメガロドンのＤＮＡを組み合わせた獰どう猛もうかつ貪どん欲よくな捕食者プレデターよ！　クジラをも喰い殺すその鋭えい利りな牙きばを、とくと味わうがいいわ！」

　先生が、子供番組の悪の女王様じみた笑いを響ひびかせると、一年Ａ組からもいつもの罵ば声せいが飛び出した。

「ひでぇーっ！」

「先生の鬼おに！　悪あく魔ま！　超乳！」

「それが教師のセリフですか！　こんな責め苦を喜ぶのはドＭのミィさんだけだ！」
















「待て待て、相手はたかがサメ！　プールに入らなければどうと云いう事もない！」

　だが先生は、黒くろ髪かみをなびかせつつ俺たち一年Ａ組男子をねめつけた。

「あら、プールに入らなければそれは授業放ほう棄きとみなすわよ。あなたたちもメガロドンぐらい三枚に下ろせなければ、異相ネガスフイアには到とう底てい勝てないわ！　九領域イグザルト・ナインの気き概がい、見せてごらんなさい！」




　確かに、俺たちは九領域の使い手。

　生まれながらにして人より多くの領域因子ポテンシアを持ち、それを用いて様々な術を使い、異相と呼ばれる異世界からの侵しん略りやくと戦う者。紀元前一○世紀のイスラエル王国で完成された一○万以上にも及およぶ術大系は、九つの領域イグザルトに大別されるため九領域と呼ばれる。すなわち……




《滅めつ殺さつ》。攻こう撃げきを司つかさどり、異相を破は壊かいする術。

《鎮ちん守じゆ》。防ぼう御ぎよを司り、異相を撃げき退たいする術。

《神しん智ち》。知識を司り、情報を収集・解かい析せきする術。

《心しん魂こん》。精神を司り、思考と感情を操る術。

《霊れい命めい》。生死を司り、傷病を治ち癒ゆする術。

《創そう成せい》。物質を司り、武具を製作する術。

《苦く行ぎよう》。肉体を司り、強化・変容する術。

《流りゆう刻こく》。時空を司り、時間と空間を遊泳する術。

《星せい練れん》。惑わく星せいを司り、元素と自然を操る術。




　そしてこの西浜学園こそ、九領域の使い手を育てる養成機関に他ほかならない。だがほとんどの生徒は、最も低位の第一難度の術のみ知る修練士デイサイプルだ。より高位の術を会え得とくした一人前の使い手、領域士イグザルタスと呼ばれる者は数少ない。

　だが一年Ａ組にも領域士はいた。それは誰あろう……




「宇牙神リョウト！」

　俺は、やたら尊大な声で呼ばれた。水着姿で背後に立っていたのは、赤い短たん髪ぱつの傲ごう岸がん不ふ遜そんな級友、矢や野のエルヒコである。エルヒコは無意味に偉えらそうな表情を浮かべ、ぽんと俺の肩に手を置いた。

「今の先生の話を聞いたな？　つまり俺たちはあのサメ野や郎ろうを倒さないとプールで遊べないし、授業の単位ももらえない」

「ああ、それぐらい分かってる」

「だったら話は早い！　我が一年Ａ組最強の使い手はお前だ、宇牙神！　その腕うでをさらに磨みがくために、さっさとプールに潜もぐってあのサメ退治してこいや！」

　エルヒコの命令と共に、一年Ａ組男子から一いつ斉せいに歓かん声せいが沸わき起こる。

「そうだ、宇牙神、頼たのんだぞ！」

「お前だけが頼たよりだ！」

「俺たちの捨て石になってくれ！」

「安心しろ、骨は拾ってやるぜ！」

　普ふ段だん、勝手気ままなクラスのくせに、こういう場合だけは恐おそろしく結束が堅かたい。それが一年Ａ組！　だが俺も、クラスメイトたちに必死に抗こう議ぎした。

「あのな、いっつも突とつ破ぱ役は俺じゃねえか！　昨日は機き関かん銃じゆう陣じん地ちに突つっ込こまされて蜂はちの巣すにされかけたし、一昨日おとといは地じ雷らい原を先頭きって歩かされたんだぞ！　俺はどこかの国の懲ちよう罰ばつ部隊か！」

　いや本当は、懲罰部隊さながらの授業をする伊坐凪先生が問題なのだが、『一流の領域士になりたいなら実戦訓練が一番』が先生のスローガンだし、学校側もそれでよしとしている事が恐ろしい。だがさすがに西浜学園最悪のスパルタ教師、伊坐凪先生も一年Ａ組の魂こん胆たんを見み透すかしていた。

「だめよ、あなたたち！　また宇牙神くんに任せて自分たちは楽をするつもりね！　そんな事では立派な領域士になれないわ！　今日は宇牙神くん抜ぬきで戦いなさい！」

「えーっ、そんなあ！」

「宇牙神一人の犠ぎ牲せいでまるく収まるのにー」

　みんなは不満たらたらだが、俺はホッと安あん堵どして級友たちに言った。

「そうだよ、みんな。たまには自分の力で危地を切り抜ける修行をだな……」

「おーっと、足が滑すべった！」

　突とつ然ぜん、わざとらしい叫び。エルヒコが安心しきった俺の足にスライディングを仕し掛かけてきた。俺は素早く避さけようとしたけど避けきれず、おっ・とっ・とおおおっっ！　とバランスを崩くずしてプールに落ちていった。

「エルヒコ、てめえーっ！」

「さらば、宇牙神！　健けん闘とうを祈いのる！」

　嘲ちよう笑しようを聞きながら、俺は水すい没ぼつ。その瞬しゆん間かん、獲物を待ちわびていた巨大ザメがばっくりと口を開けて猛もう進しんしてくる。水中で見えた牙の列は、鋼鉄でも嚙かみちぎりそうな鋭するどさ。俺は覚かく悟ごを決めて、サメに立ち向かった。

（仕方ねえ、やってやる！）

　▼領域因子、活性化完かん了りよう！

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動！

　▼▼〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉自動発動！

　体内に満ちる領域因子が、第一難度の術二つを起動した瞬間、俺の肉体と感覚は人間を遥はるかに凌りよう駕がした。同時に俺の腕から漆しつ黒こくの閃せん光こうが瞬またたく。それは《滅殺》の領域色シエイド。第三難度の範はん囲い封ふう撃げき術〈マルサスの断罪の円えん環かん〉が黒い電光となって水中へほとばしり、迫せまる巨大ザメを左右から挟きよう撃げきする。電光に撃うたれたサメは、その場で身み悶もだえ、凄すさまじい勢いで暴れ回ったが、やがて力ちから尽つき、目を回して弱々しく水面に浮かんだ。

　勿もち論ろん、殺しちゃいない。俺も水面に顔を出すと、サメに近づき、すっかりおとなしくなったその頭を撫なでてやった。

「よーし、これで身体からだが痺しびれてしばらく動けないはずだ。おーい、みんな、もう安心してプールで泳げ……」

　そこまで言いかけて級友たちを振ふり返った時……俺は呆あきれかえった。いや心底、絶望としたと言っても過言ではない！　なぜなら一年Ａ組の男子たちは……

「お、奥おく園ぞのさん、その水着、似合ってるね」

「やだ、あんまり見ないで」

「星ほし村むらさん、良かったら一いつ緒しよに泳がない？」

「え、ど、どうしよ……でもプールにはサメがいるんでしょ？」

「平気、平気。どーせ宇牙神の奴が何とかしてくれるって」

「えー、でも宇牙神くんが可哀かわい想そう」

「いいんだよ。あいつ真ま面じ目めに戦うしか能が無いんだから。それに基本、あいつ女の子に興味なさそうだし」

　ちょっと待てこらーっっ!!

　プールサイドにはいつの間にか、着き替がえ終わったＡ組女子も現れ、初めて見せる水着姿にもじもじしているではないか！　当然、男子はそのスクール水着姿に釘くぎ付づけとなり、口説きモードに突とつ入にゆうしているではないか！　この俺を完全に無視して！

　俺は怒いかりに燃え、プールサイドに向かって激げつ昂こうした。

「おいこらエルヒコーっ！　お前ら、俺をサメの生いけ贄にえに捧ささげて、女子とおしゃべりとはどういう料りよう簡けんだ！　少しは感謝を……」

「うるせーな、宇牙神。今いいとこなんだから少し黙だまってろよ。でさあ、遠えん藤どうさん、夏休みになったら一緒に海に行こうよ。俺が水着選んであげるからさぁ」

　エルヒコは俺に面めん倒どう臭くさそうな顔を向けると、すぐまた女子に笑顔を振りまいた。

　ぬ・ぬ・ぬ・ぬおおっっ……俺の激げき怒どは臨界点に達した。確かに俺は戦うしか能が無いかもしれないし、授業中にナンパするタイプでもない。そして単独行動を好むため、《独どく断だん戦せん巧こう》と呼ばれる孤こ高こうの領域士だ。

　しかしこうまで無視されては、俺の沽こ券けんに関かかわる！　そんなプライドに駆かられたように、俺は〈サロスの勁悍なる四肢〉によって強化された腕で、ずばばばばばっ！　と水を搔かき、一気にプールサイドへ突進した。

「ええい、こうなりゃ男子全員、プールの底に沈しずめてやるっ！　覚悟しろ、エルヒコ！」

　だが俺が、水中から飛び出した瞬間、横合いから凄まじい速度で、俺の進路に飛び出す者があった。進路に立ち塞ふさがったそいつは、いつものように凜りんとした声で裂れつ帛ぱくを放つ。

「なりません、若さまっ！」

　流れるような金きん髪ぱつをなびかせ、立ちはだかったのは一人の少女。スクール水着に身を包んだ一年Ａ組の同級生である。だがその手には、《苦行》の真っ赤な術光オーラを帯びた、三つの刃はを持つ領域兵器アームズ、紅煉獄三叉剣トライブレードが握にぎられているではないか。そして少女は遠えん慮りよも容よう赦しやもなく、その刃を風車の如ごとく回転させ、俺の脳天に振り下ろした。

「小こ春はる、邪じや魔まするなっっ！」

　俺は少女……松まつ下した小春が振るった刃をはっし！　と掌てのひらで受け止めた。術で強化され、怒りに燃える今の俺には、真しん剣けん白しら刃は取どりぐらいお手の物だ。だが《苦行》で俺を上回る小春は、武器を取られてなお、女の子とは思えない膂りよ力りよくで、ぐいぐい刃を押おし込んできた。

「いいえ、ここから先へは一歩も行かせるワケにはまいりません！　それに宇牙神家の若さまともあろう御お方かたが、たかがプール授業でご乱心とは情けのうございます！」

　確かに、俺は江え戸ど時代から代々続く領域士の家、いわゆる領派クランの嫡ちやく男なんだ。いつかは実家を継つぐかもしれないし、そのために後見役……つまりかしずきとして派は遣けんされたのが、この小春だ。当然、俺が遊び呆ほうけないよう厳しく、いや厳しすぎる監かん視しを続けている。しかも俺のマンションに同居してまで！　勿もち論ろん、自由を愛する俺にとっては、ウザい事このうえない！　俺は迫る刃を押し退のけつつ、小春と睨にらみ合った。

「ぬぬぬ……俺はただ男子連中に天てん誅ちゆうを下したいだけなのだ！　決して乱心ではない！」

「いいえ！　私には分かります！　今の若さまは、水着姿の女子の皆みなさまに心を奪うばわれ、煩ぼん悩のうに支配されているご様子！　宇牙神家を継ぐ修行の間は、女色を断つと御お約束なされたではありませんか！」

「そんな約束してねーだろ！　つーかその約束は、勝手にお前が決めただけだろ！」

「勝手でも何でも、御家のしきたりに従うのが若さまのお務めにございます……むむ、それにしても、腕を上げられましたね！」

「当たり前だ！　毎日毎日、朝から晩まで鍛きたえられれば術力も伸のびるわ！　その努力に免めんじてそこをどけ！」

「いいえ、それとこれとは無関係！　とにかく女子の水着姿を一目たりとも見てはなりません！　いいですね、絶対に見てはなりませんよ！」

　小春は、そう叫さけぶのだが……

　ちょっと待て。今、俺の目の前にいる小春だって水着じゃねーか。しかも小春は一五歳にしては発育が良く、水着の胸元がぷるんぷるんと、いや正確に表記するならばぶるんぶるんと揺ゆれている。そのけしからん姿に、クラス男子からも驚きよう愕がくのどよめきが上がった。

「う、噓うそだろ……あれが松下さんの真の姿！」

「今まで気づかなかったが……なんと頼もしき胸元高性能パイ・スペツク！」

「着やせするにもほどがある！」

「迂う闊かつだった！　あの威い力りよくを悟さとれなかった俺のバカ！」

　さらに女子からも絶望の声が聞こえる。

「か、完パイ……いえ完敗だわ……」

「同い年とは思えない……なぜあんな見事な発育を……」

「そして宇牙神くんは、あのおっぱいと同どう棲せい中……」

「きっと宇牙神くん、もう虜とりこなのよ、あの胸の！」

「でも二人がつき合ってるなんて噂うわさは、聞いた事ないわ！」

「あれに興味が無いなんて、まさか宇牙神くん、そっちの趣しゆ味みなんじゃ……」

　Ａ組女子が疑ぎ惑わくの視線を俺に向け、ドン引きしたように後ずさっていく。俺は慌あわてて、そっちに視線を向けた。

「違ちがう、俺は決して……」

「若さま、隙すきありっっ！」

　注意が一いつ瞬しゆん逸それた時、小春は鋭い前まえ蹴げりを放って俺を吹ふっ飛とばした。鉄板をぶち抜くその拳けん撃げきに耐たえられず、俺はもう一度プールへ叩たたき込まれ、勢い余って水底に激げき突とつし……やがてぷかーんと水面に浮うかぶのであった。はあ……




「痛てててて……」

「しょうがないわね、リョウちゃんてば」

　同級生にして幼おさな馴な染じみの弥勒みろく寺じユリは呆あきれながらも、手に白い術光……つまり《霊れい命めい》の治ち癒ゆ術を灯ともし、俺の額に当ててくれた。すると俺のおでこに出来た瘤こぶが、見る見るうちに凹へこんでいく。

「はい、これで大だい丈じよう夫ぶ。それにしても毎日、怪け我がが絶えないわね、リョウちゃん」

「そりゃそうだろ。授業では良いようにこき使われたうえ、さらに小春のスパルタ指導だぞ。俺はナイーヴな少年なんだから、みんなもう少し優しく扱あつかってほしいよ」

　俺たちは並んでプールサイドに座り、温水プールではしゃぐ級友たちを眺ながめていた。《心しん魂こん》の修練士、上こう月づきたちは巨きよ大だいザメに精神操作術をかけ、おとなしくなったサメの背中にまたがって遊んでる。だったら俺をプールに突つき飛ばさず、最初からその手を使えば良かったんじゃねえの？　と思う俺に、やはりプールサイドに座る小春が、こほんと咳せき払ばらいをひとつした。

「いいえ、若さまには常に厳しく当たれとの統とう帥すいからのご命令がございます。私はそれに従っているまでの事……そしてユリ様、申し訳ございませんが、治ち療りようが済み次第、若さまからお離はなれください。若さまの煩悩がまた疼うずきだしては困りますので」

「ちょっと小春ちゃん、それじゃまるで私が煩悩の元げん凶きようみたいじゃない！」

「そうは申しませんが、ユリ様も今は水着。若さまには刺し激げきが強すぎますので。さ、若さま、早くこちらへ」

　小春は、強く俺の腕うでを引っ張った。だがその拍ひよう子しに俺の肘ひじは、小春の柔やわらかな胸にぽよんとめり込んでいる。お前の方がよっぽど刺激的なんだよ、この鈍どん感かん女！

　俺は、少し未練があったが小春からも離れて、プールサイドのパイプ椅い子すに座る伊坐凪先生の方を指さした。

「それよりさっき先生が呼んでたぞ、小春。どうやら次の授業で俺たちをどう鍛えるか、お前のアイデアが欲しいらしい」

「左様でしたか」

「頼たのむからスパルタ過ぎるアイデアは出すなよ。俺たちは学校に修行に来ているのであって、決して死にに来ているワケではない。そこんとこ、わきまえるように」

「死を覚かく悟ごしての修行こそ強くなれる、と宇牙神家の掟おきてにもありますが……」

「いいから行きなさい、早く」

　俺が目眩めまいをこらえるうち、小春は先生の所へ去っていった。すると突とつ然ぜん、目の前の水面にごぼごぼと泡あわが立ち、プールの中からエルヒコの頭が浮ふ上じようしてきた。

「……それにしても見事なものだぜ」

「うわ、びっくりした！　おどかすなよ、エルヒコ！」

「ふっ、驚おどろいたのは俺たちの方だ。まさか松下さんがあんなナイスバディの持ち主だったとはな。今や一年Ａ組男子の話題は、それで持ちきり。しかし宇牙神、お前あの着やせっぷりを隠かくしておくとは隅すみに置けねーな」

「いちいち報告するか、そんな事！　特にお前には！　て言うかさっきの借りを今、返してやる！　覚悟しやがれっ！」

　俺はプールに飛び込み、逃にげるエルヒコを必死に追いかけた。

　でも俺は、後で知って悔くやんだ。その場を離れてしまった事を。何故なぜなら自分がいなくなった後、親友たちは大切な会話を交わしていたのだから……俺にとって本当に大切な会話を……
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　泳ぎ去るリョウトの姿を目で追いながら、弥勒寺ユリは小さくぼやいた。

「なによリョウちゃんてば。私がせっかく怪我を治してあげたのに、この水着姿に見とれないなんて見る目無さ過ぎだわ。いや待ってユリ、所しよ詮せんこれは無個性なスクール水着。夏休みに海とか行って、もっと大だい胆たんな水着を着れば、リョウちゃんも注目してくれて、私たちひと夏の経験を……そうよそうよその手よユリ、その手よー」

　するとまた水中から、こぽこぽと小さな泡と一いつ緒しよに栗くり色いろの髪かみも浮上してきた。

「あ、あの、弥勒寺さん……」

「あら、森もり北きたさんも潜もぐってたの？」

　小こ柄がらでおとなしい女子代表、森北美み空くが恥はずかしそうに水面に現れ、プールサイドに腰こし掛かけるユリを見上げた。

「うん。実はその……私、前から松下さんの事が気になってて……」

「森北さんが小春ちゃんを？　ま、まさか森北さん、あなた禁断の……！」

「そ、そうじゃなくて！　先月、みんなで学年キャンプに行ったでしょ？　私、その時、松下さんと一緒にお風ふ呂ろに入ったの。それで凄すごくスタイルがいいなあって思って……」

「やだ、比ひ較かくしなくても大丈夫よ。森北さんはいたいけな体型だけど、そこが良い！　って思う人もいるだろうし、気にせず……」

「違うの、違うの！」

　森北美空は、ぷるぷると顔を横に振ふって拳こぶしを握りしめた。

「私が言いたいのはそういう事じゃなくて……間ま違ちがってるかもしれないんだけど……もしかして弥勒寺さんなら知ってるかなと思って訊きくんだけど……」

　美空は少し躊ちゆう躇ちよしたものの、やがて思いきったように問いかけた。

「……もしかして、松下さんってハーフなんじゃない？」

「え？」

　ユリは視線を変え、遠くで伊坐凪先生と打ち合わせる小春を見やった。そして急にけらけらと笑い出す。

「やーね、森北さんたら急に何言い出すかと思ったら。だって外国人にいる？　マツシタなんて苗みよう字じ？　小春ちゃんって名前だって純日本風じゃなーい」

「そ、それはそうだけど……でも一緒にお風呂入って、お互たがいに髪も洗いっこして気づいたの。松下さんの金きん髪ぱつね、地毛なの」

「え、あれ染めてるんじゃないの!?」

「ううん、生まれつき金髪だと思う。それに体型だって日本人離ばなれしてるでしょ。だから私、もしかして松下さんの親おや御ごさんって……」

　美空の疑問は、単なる好こう奇き心しんでない事は確かだった。そして小春がハーフだとすれば、そこにどんな答えがあるか、ユリも……

「ちょっと……待って……」

　ユリはあらためて、小春を凝ぎよう視しする。小春の背に流れる金髪は淡あわく輝かがやき、言われてみればごく自然な髪色に見える。

　そして今いま頃ごろになって、ユリにとっても見覚えのある色に思えた。
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「やれやれ、今日も終わったか」

　終礼を済ませた教室から、クラスメイトたちが帰路につく。外はまだ雨だが、みんな連れだって寄り道の相談をしたり、週末に遊ぶ約束を交わしてる。

　俺は、教室の窓際、一番後ろの席にしばらく座り、背せ伸のびした。

「なんか雨ばっかり降って嫌いやになるな。妙みように蒸し暑いし。今日は久しぶりに『ラピスラズリ』に寄って、沙さ織おりさんのアイスコーヒーでも飲んで帰ろうか。いいかな、森北さん？」

「あ、うん……」

　森北さんがうなずくと、小春が飲みかけの抹まつ茶ちやラテを手にして眉まゆ根ねを寄せた。

「それは結構ですが、若さま、雨が降ろうが槍やりが降ろうが、宇牙神家の修行に休みはございません。森北さんのお店でアイスコーヒーをいただいたら、すぐ海かい浜ひん公園に行って組み手三〇〇本と参りましょう」

「え、昨日まで二〇〇本だっただろ？　どうして俺に何の断りも無く、勝手にメニューを五割増しにするんだよ？」

「しかし若さまにお任せすると勝手にメニューを八割引きにされますし、術力も上がった以上、メニューを増やすのも当然です」

「術力が上がったんだから、ご褒ほう美びに修行を休んでもいいと思うなあ」

　俺は、いつもながらの小春の実直さにため息を吐ついた。まったくこの娘むすめと来たら、宇牙神流のスパルタ修行に染まりきっており、それを嫌きらう俺にも無む理り矢や理り押しつけるから疲つかれる事このうえない。

　だが小春のおかげで、俺の術力が伸のびた事も否めない。最近、俺は第四難度の《滅めつ殺さつ》術、第二難度の《苦く行ぎよう》術、第四難度の《創そう成せい》術を会得した。小春と過ごした三ヶ月間で、三つの領域を一難度ずつ高めた事になる。許容度スロツトも三上じよう昇しようして一○に、領域因子容量ポテンシヤルは五○に達した。我ながら、成長は早いと思う。並の領域士イグザルタスなら、一年修行して許容度が一上がる程度だが、これも小春の指導のタマモノだろう。

　そして小春自身も、この三ヶ月で第五難度の《苦行》術、第三難度の《滅殺》術を会得し、許容度を八に伸ばしている。俺を鍛きたえつつ、自分の力も伸ばすなんてたいしたものだ。しかしいったいどうやって小春は、こんなストイックな領域士に育ったんだか……

　そう思った時、ふと俺の脳裏に疑問が浮かんだ。それはもっと以前、たとえば小春と出会った頃ころにひらめいても良さそうな謎なぞ。どうして今頃になって思いついたのか、自分でも不思議なほどだ。俺は、帰り支度をする小春に何気なく訊いてみた。

「あのさ、小春」

「何でしょう、若さま？」

「お前も、桜さくら野のの宇牙神道場に通ったんだよな、子供の頃は？」

「……はい……」

「だったらさ、どうして俺とお前は顔見知りじゃないんだ？　だってそうだろ。俺たちは同い年なんだから、一緒に幼少年部で修行してたはずじゃないか」

　俺の実家……九領域イグザルト・ナインの領派クランである宇牙神家は、桜野市に道場を構えている。俺も子供の頃は、その道場で術の基本を習い覚えた。だが同じ幼少年部の生徒に、小春がいた記き憶おくなんて微み塵じんもない。そんな根本的な謎に、小春は無表情で応こたえた。

「それは……若さまはすでにご幼少の頃から海外へ修行へ行かれ、私たち幼少年部とは疎そ遠えんだったからでしょう」

「うん、まあ、それもそうだけど……だからって一回も会った事ないってのは変すぎるだろ。お前、本当にうちに来てた？」

「……はい……」

「ふぅん、そっか。でもお前、《苦行》がメインの領域士って事は、千ち里さとあたりから術を習ったのか？」

「はい。それから相そう馬ま最高師し範はんからも直々に……」

「へえ、相馬のおっさんがね。あの人、見込みがある奴やつにしか教えないからな。お前、よっぽど才能があるんだな」

「いえ、そのような……」

「そういやお前……」

　そこまで言って、俺は言葉を中断した。

　喉のど元もとに引っかかった台詞せりふは、『そういやお前、お父さんも領域士だったんだろ？　血筋なのかな、やっぱり』。

　小春は……いや小春の弟の陽よう太たは以前、俺に言った。父さんも領域士だったと。そして異相ネガスフイアとの戦いで死んでしまったと。その娘の小春が宇牙神家に仕えているなら、当然、父親も宇牙神家の者と考えるのが筋だ。だが小春の父親と思おぼしき人物……つまり『松下』なんて名前の領域士は、宇牙神家の中で聞いた事がない。

　勿もち論ろん、俺が知らないだけかもしれない。何しろ俺は、一二歳からの三年間、宇牙神家を留守にしていた。三年前に起きた事件……俺が白昼の渋しぶ谷やで何かをしでかし、その結果、前任のかしずき、アクスフォードが死んだ……あの事件で俺が南極監かん獄ごくに閉じこめられている間、小春の父親は亡くなってしまったのだろうか。

　そこまで考えて、俺は詮せん索さくするのを止やめてしまった。よく見れば小春の様子も、いつもと違ちがう。少しうつむいて、俺から顔を背けてる。家族の事は、あまり訊かれたくないらしい。うん、そうだよな。小春は気き丈じように振ふる舞まっているけど、まだお父さんを亡くした悲しみから立ち直っていないのかもしれない。

　俺は、今いま更さらそんな事に気づいて恥ずかしくなったけど、何か小春に言おうと思って、ぎごちなく唇くちびるを動かした。

「あ、あのさ、小春、俺……」

　だが俺の言葉は、不意に鳴なり響ひびいたサイレンによってかき消された。この西浜学園に入学して二度目に聞く、緊きん急きゆう警報であった。
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「何事だ？」

　警報が鳴った時、西浜学園第一統とう轄かつ学がく斗と隊隊長、聖しよう護ご院いんアッシュも授業を終え、自らが指揮する部屋に入室したばかりであった。

　第一統轄学斗隊とは、学内に一○○以上存在する学斗隊の頂点に立ち、全校生徒を統合指揮するエリート集団である。その統轄本部は、校内中央に位置する本校舎の最上階、九階に位置していた。室内の壁かべには、校内の警備状じよう況きようをすべて把は握あくできるよう、何百ものモニターで埋うめ尽つくされ、情報処理を得意とする《神しん智ち》領域士の生徒たちがその監かん視しを一手に担っていた。

　無論これは、《神智》と《鎮ちん守じゆ》を得意とする聖護院アッシュが組織した校内防衛システムの一いつ端たんであり、学校全体にはさらに何重もの防ぼう御ぎよ術が付帯され、西浜九く稜りよう郭かくの別名にふさわしい、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいとして堅かたく守られている。だが警報は確かに、この学内に侵しん入にゆう者しやの存在を告げていた。

「本校舎、地下一○階セクター六Ａに未認証生体反応あり！」

「該がい当とう地区の監視モニターには、侵入者の映像入っていません！」

「未認証生体が、事前付帯された走査術と接せつ触しよくしました。体内の領域因子量ゼロ！」

《神智》領域士らが素早く卓たく上じようのキーボードを叩たたき、侵入者の情報を読み上げる。するとアッシュと共に入室した、一年Ａ組学級委員の片岡光也は、侵入者の正体に驚きよう愕がくした。

「体内に領域因子ポテンシアが無い？　それは……」

　迷い込んだ野の良ら猫ねこや鼠ねずみ、ではない。つまり介罪人クリミナルの侵入……だが聖護院アッシュは、その事実より、侵入された場所を知って顔を引きつらせた。

「地下一○階……馬ば鹿かな、どこから入り込んだ！　あの階に限って、介罪人の侵入など許すはずがない！」

　その狼ろう狽ばいぶりに、第一統轄の生徒たちも息を吞のむ。生徒の中で、彼らだけが知っているのだ。本校舎地下一○階に何があるかを。侵入者を追う《神智》領域士たちの声も、次第に上ずってきた。

「地下一○階の封ふう鎖さ路、突とつ破ぱされました！」

「未認証生体、地下九階へ向かいます！」

「第一○六警備学斗隊、間もなく現場に到とう着ちやくします！」

　モニターには、校内警備を担う一隊が廊ろう下かを駆かけ抜ぬける様子が映し出されている。だが肝かん心じんの侵入者は、まだどのモニターにも捕ほ捉そくされていない。聖護院アッシュは、焦しよう燥そうを剝むき出しにした。

「本校舎地下の完全封鎖を実行しろ。それから手空きの第一統轄学斗隊員は集合。私が直接、侵入者を捕ほ縛ばくする」

「し、聖護院隊長自らですか？」

　驚おどろく隊員たちに、聖護院アッシュは憤ふん然ぜんとしながらも冷静な分ぶん析せきを口にした。

「どんなやり方か知らんが、相手はこの堅けん固ごな防衛体制を突破し、いきなり地下一○階に現れた介罪人だ。一○六警備だけでは手に余る恐おそれがある。それに奴は、もうあれを奪うばったはずだ」

「聖護院隊長……」

「絶対に逃にがすな。どんな手を使ってでも捕縛しろ！」

　言いながらもうアッシュは駆け出し、第一統轄本部を後にした。
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「学内に介罪人！」

　俺と小春は、携けい帯たい電でん話わを見て驚愕した。西浜学園生徒の携帯電話には、学校の緊急情報が逐ちく一いちメールで送信されるよう設定されている。当然、俺たちの携帯にもこの非常事態の概がい要ようが届いていた。そして校内放送の呼びかけも詳くわしい事までは触ふれず、注意を呼びかけるだけに留まっていた。

『西浜学園、第一級戦せん闘とう配備』

『本校舎に残る修練士デイサイプル生徒は、直ちに校舎内から退去せよ』

『本校舎に残る領域士生徒は、第一統轄の指示を待て』

『繰くり返す、領域士生徒は……』

　俺は、ばちんと携帯電話を閉じた。

　恐らくすでに、校内警備にあたる学斗隊が出動して、侵入者の捕縛に当たっているだろう。この学校は生徒も教員も九領域の使い手だし、彼らに任せておけば大事ないはずだ。

　しかし……俺は、何故なぜかそわそわとする自分に気づいていた。理り屈くつでは説明できないけど、時々こんな感覚に襲おそわれる事がある。特に危険が迫せまっていたり、近くで誰だれかが助けを求めているような時、身体からだがそれを察知して疼うずきだすのだ。勘かんでしかないと言えば、それまでだが、異相との戦いではこの勘働きが物を言う場合もある。

　俺は、ざわつく教室を見み渡わたした。

「遠藤さん、《神智》の術で侵入者がどこにいるか分かる？」

「え？　うん、ちょっと待ってね」

《神智》修練士の遠藤さんは瞑めい目もくすると、灰色の術光オーラを両手に灯ともし、何かを探るようにしばし掌てのひらを動かし始めた。

「だめ……介罪人がどこにいるかなんて私にはまだ……でも大勢の先せん輩ぱいが走ってるのは見えるわ。あれは警備学斗隊の人たち……本校舎の地下に向かって……」

「それだけ分かれば十分だ、ありがと」

　俺は礼を言うや、すぐに教室から駆け出そうとした。途と端たんに森北さんやクラスメイトたちの慌あわてた声が飛んでくる。

「どこ行くの、宇牙神くん！」

「おい、第一統轄の指示はまだ出てねーぞ」

「勝手な行動はだめよ、聖護院先輩にまた怒おこられるわよ！」

　けど俺は、一いつ旦たんききーっと急ブレーキをかけて止まり、心配する級友たちにこくんとうなずいてみせた。

「分かってる。だけど妙みように気になるんだよ。出しゃばらないように様子だけ見てくる」

「しょーがねぇな、相変わらず」

「気をつけてよ、宇牙神くん！」

　声せい援えんに感謝。そして俺の傍そばには、小春が抹まつ茶ちやラテのタンブラーを握にぎったまま、ぴたりと付き従っていた。

「お供いたします。若さまが妙に気になると云いう事は、恐らく容易ならぬ敵が現れたと見るべきでしょう」

「俺の勘、信じるか？」

「勘以外も、信じます」

「だったら行くぞ、油断するな」

　俺と小春は連れだって駆け出し、本校舎の地下を目指した。この学園に入学して以来、まだ一度も足を踏ふみ入れていない区域へ。




　俺の通う私立西浜学園は、別名・九稜郭とも呼ばれている。西浜市の高台に位置し、上空から見ると、九つの突とつ起きを持つ星形の敷しき地ちだと分かる。その突起こそ九稜郭の由来であり、各領域の授業設備を有した第一から第九校舎が放射状に配置されていた。

　だが通常の授業が行われる本校舎は、敷地の中央に位置している。九階建ての地上部分には職員室や学生食堂もあり、西浜学園の中ちゆう枢すうとも言える施し設せつだった。勿論、俺はまだ入学して三ヶ月だし、本校舎を隈くま無なく歩いた事もない。まして地下階には用事もなく、何があるのかも知らなかった。そして地下へ下りる階段に達した時も、まさかそんな表示があるとは思わなかったのだ。

「なんだこれ……許可無く教員及および第一統轄学斗隊以外の生徒の立入を禁ず……？　つまり俺たちは勝手に入れないのか？」

　階段手前の床ゆかには、俺が読み上げた文字が記され、階段そのものにも制止線が張られている。無論、制止線なんて形式的なものでしかないだろう。実際には、不可視の防御術や警けい戒かい術が付帯され、それを乗り越こえると警報が鳴る仕し掛かけのはずだ。

　小春も胡う散さん臭くさそうに階段の下に広がる暗がりに目を凝こらした。

「どうやら地下階は、かなり厳重に守られているようですね。しかし、だとすれば介罪人はどうやって侵入したのでしょう。幾いく重えにも張られた防御術をすり抜けるのは至難の業です。もし強引に解除すれば、それもまた第一統轄の知るところとなる……」

「もしすべての警けい戒かい網もうを突破してきたなら、侵入者はやはりかなりの手て練だれだな。まあいい、先に行こう」

　俺は、無造作に制止線をまたいで越えた。同時に新たな警報が鳴り響くが、そんな事、気にしちゃいられない。

「緊急事態なのに、いちいち許可なんか取ってられるか。後でアッシュに怒られればいいんだろ、俺が」

「お待ちください、私が先に参ります」

　小春も制止線を越え、とんとんと地下階への階段を下り始める。

「若さまの勘通り、恐らく敵は練達の介罪人でしょう。予期せぬ遭そう遇ぐう戦せんに巻き込まれて、若さまに何かあっては一大事です」

「俺だって多少の心得はある。それよりお前が、俺の身代わりになる方が嫌いやだよ」

「私は、若さまのかしずきにございます。敵の先手を受けるのもお務めのうち……」

「だから何度も言うけど、そのお務めを果たされると俺が迷めい惑わくなんだよ」

「ですがこの先には、無数の防御術も付帯されているはず。介罪人ならともかく、学内の警備に引っかかって傷つくのは、若さまも不本意かと……」

「ま、まあな。学内の防御システムは聖護院家の連中が組み立てたって話だし、あいつらの術に引っかかるのも癪しやく……しかしだからってお前が……」

　俺がそこまで言いかけた時、不意に本校舎全体がずしん！　と揺ゆれた。同時に遠くから悲鳴。そして震しん源げんと声は、確かに地下階から聞こえていた。

「始まってるな、しかもかなり派手にやってやがる！」

「お待ちください、若さま！　私が先に……！」

　けど俺は小春の制止も聞かずに、領域士の疾しつ走そうに移った。

　▼領域因子、活性化完かん了りよう！

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動！

　▼▼〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉自動発動！

　階段の踊おどり場ばから踊り場へ跳ちよう躍やくし、一気に本校舎の深しん淵えんへ迫る。その間にも二度目、そして三度目の震動が本校舎を震ふるわせていた。聞き間ま違ちがいようのない戦場音だった。
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「これは……」

　駆けつけた聖護院アッシュと第一統とう轄かつの面々は、状じよう況きようをすぐには把は握あくできなかった。場所は本校舎地下六階。剝き出しのコンクリートに囲まれた殺風景な通路には、まだ爆ばく炎えんのきな臭くささが漂ただよっている。そこに倒たおれる第一○六警備学がく斗と隊の生徒たちは、呻うめきながら地を這はっていた。

　片岡光也、通つう称しようミィさんはその一人を慌てて抱だき起こした。

「しっかりしてください、敵はいったいどんな虚力ネガスペルを撃うったんですか！」

「ち、違う……さっきの爆発は、三発ともこちらが放った《滅めつ殺さつ》の火炎術だ。侵しん入にゆう者は、地下五階に逃げた……と思う……」

「逃げただと？　馬鹿な、我々は地下五階から下りて来たのだ。すれ違ってはいない」

　聖護院アッシュは、不ふ審しんそうな目で周囲を見渡した。通路は広いが、火炎術から逃のがれるための遮しや蔽へい物は無い。まして逃げたかどうかも分からぬほど暗くもない。何が起きたのか分からぬ第一統轄たちに、第一○六警備の一人がようやく答えた。

「分からなくても当然です。我々も侵入者から先に攻こう撃げきをくらって、三人倒されました。しかし相手がどこにいるかまったく分からず、仕方なく当てずっぽうで火炎攻こう撃げき術を撃ったんです。もしかしたら巻まき添ぞえにできると思って……」

「その火炎攻撃術も避さけられたのか？」

「はい……爆発の直後、再度攻撃を受けて全員この有様です……しかしどんな虚力で攻撃されたかも……」

「つまり攻撃を受けてなお、侵入者を目視していないのか？　馬鹿な！」

　毒づきながらもアッシュは、直ちに麾き下かの生徒たちに命令を下した。

「一○六警備の手当てに《霊れい命めい》の者を一人残す。後は私に付いてこい。五階に戻もどるぞ」

　そう言って駆かけ出すアッシュに付いて来た者、一二名。うち六名は複数の領域を学び、第二難度以上の術を修めた領域士である。その六名がアッシュを守るように前衛に立ち、地下階段を疾しつ駆くする。だが地下五階を目前にしてその前衛の一人が……

「がっ……！」

　低い悲鳴を発して倒れ、階段下まで転がり落ちて昏こん倒とうした。だが敵の姿はどこにも無く、虚力が顕けん現げんした様子もない。しかし続けて、二人目の領域士が背後から衝しよう撃げきを浴び、壁へき面めんに激げき突とつして失神した。ようやく聖護院アッシュも敵の力に気づいた。

「気をつけろ、侵入者は不可視だ！」

「目に見えないっ……!?」

　頭脳明めい晰せきな第一統轄の生徒たちは、すぐさま侵入者の力を理解した。確かに肉体を不可視とする虚力を用いれば、監かん視しモニターに映らず、第一○六警備学斗隊が敵を捕ほ捉そくできなかったのも当然だ。アッシュたちとすれ違って気づかれないのも納得できる。

　だがそれだけでは、幾重にも張られた防ぼう御ぎよ術をすり抜ぬけて校内に侵入した理由とはならない。何か別の虚力も使っているはず……と第一統轄の生徒たちが思い至った時、三人目の領域士が腹部に衝撃を浴びて倒れた。恐おそらく鳩尾みぞおちを見えない拳こぶしで殴なぐられたのだろう。聖護院アッシュは、すぐさま両手に灰色の術光を閃ひらめかせた。

「この私まで欺あざむけるものか！」

　聖護院アッシュは、第六難度の《神しん智ち》術と《鎮ちん守じゆ》術を会得した、許容度一二の領域士だ。西浜学園随ずい一いちの使い手である彼は、指先から一いつ斉せいに、何百もの糸に似た光線を周囲に放った。それは第四難度の《神智》索さく敵てき術、〈シメジェスの目め聡ざとき鋼糸〉。古代領域士七二柱の一柱、捜そう索さくの侯こう爵しやくシメジェスが編み出した光の糸は、赤外線ビームセンサーの如ごとくそれに触ふれた者を、たとえ不可視であろうと感知する。まして周囲の空間を埋うめ尽つくすように展開された術は逃れようがない。

　すぐに何本かの糸が、侵入者と接せつ触しよくした印に強い術光を瞬またたかせると、間かん髪ぱつ入れずに第一統轄の生徒たちが攻撃術を放つ。《滅殺》の黒い閃せん光こうと、《星せい練れん》の緑の爆光が目印めがけて飛んでいき、炸さく裂れつした。

　しかしアッシュと第一統轄の生徒たちに手て応ごたえは無く、侵入者の悲鳴すら聞こえてこない。そして彼らは、侵入者のさらなる異常性に気づいた。

「馬鹿な、反応が……！」

　明滅していた光が、数秒も経たたぬうちに消えてしまったのだ。何百もの糸は、一本も反応を見せず、辺りも静まりかえる。

「そんなはずはない。この濃のう密みつな索敵術をすり抜けるなど出来るはずが……」

　アッシュの呻うめきは、決して慢まん心しんから来る発言ではなかった。糸は互たがいに交差し合い、その間かん隔かくは十数センチでしかない。人間が這はい出る隙すき間まなど無いのだ。隙間だけを選んで、その場に立ち続ける事も不可能である。

　だが次の瞬しゆん間かん、アッシュの胸元に……

「が………っっ！」

「聖護院隊長っ！」

　第一統轄の生徒たちは、我が目を疑った。敵を探る事に長たけたアッシュが、見えざる侵入者の一撃を受けて大きく後ろに仰のけ反ぞったのだ。しかもその胸元は斜ななめに切り裂さかれ、学生服の下から鮮せん血けつが飛び散った。

「いつの間にこんな傍そばまで！」

　だがさすがにアッシュも、校内最強の領域士生徒と呼ばれるだけはある。彼は常時、自らの身体からだに第五難度の《鎮守》個体防御術、〈バルバトスの堅かたき皮革〉を付帯させ、それによって一撃の威い力りよくを減じていた。祓ふつ魔まの公爵バルバトスが編み出した防御術によって傷は浅手で済んだものの、アッシュは壁かべ際ぎわまで後退し、第一統轄の生徒たちに叫さけんだ。

「下がれ、こいつはお前たちのかなう相手ではない！」

「でも聖護院隊長！」

「いいから後退しろ！　その代わり、私が防ぐ間に学斗隊隊長クラスの領域士に至急、招しよう集しゆうをかけて、ここへ……」

　命じつつアッシュは、〈バルバトスの堅き皮革〉に威力強化の術修正ブーストをかけた。敵はまだ間近にいる。次の一撃を浴びる前に、どうにか侵入者の居場所を突つき止めないと……

　しかしその時、天てん井じように据すえられた校内放送スピーカーが新たな警告を発した。

『追加警報発令、追加警報発令！』

『本校舎地下に不許可生体、二体、侵入！』

「おのれ、新手か！」

　アッシュは、ぎりっと奥おく歯ばを嚙かむ。だが彼の予想を覆くつがえして、疾しつ風ぷうの如く駆けつけた生徒が聞き慣れた声を発した。

「悪いな、今の警報は俺たちだ」

「貴様……！」

「任せろ、アッシュ。介罪人の相手は、宇牙神家が引き受ける」

　聖護院アッシュにとって、最も不本意な援えん軍ぐんの登場であった。
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　俺は、アッシュをかばう位置で身構え、ふーっと大きく深呼吸した。この現場にたどりつくまでに、地下階に付帯された防御術を幾いくつもぶち破ってきたため、領域因子も消しよう耗もうしている。だがそうまでしても、応援に駆けつけて良かったと思う。まさかアッシュを斬きるほどの難敵とは……

　確かに、侵入者はどこにも見えない。つまり不可視。俺も〈ヴァインの賢しき耳目〉を発動して、視し聴ちよう覚かく機能を高めてはいるが、相手の呼吸も足音もつかめなかった。もっともアッシュが捕捉できなかった相手だ。任せろとは言ったものの、俺の術ではとても……

　そう思った時、小春が素早く前に出た。

「お下がりください、若さま！」

　小春の声に、俺は素直に一歩下がる。いつもの俺なら反はん抗こうして、自らの手で敵を探るのだが、小春の声には確信が込められている。つまり《戦せん略りやく思し考こう》の士し名めいを持つ小春が、敵を破る策を編み出したのだ。

「頼たのむぞ、何とか炙あぶりだしてくれ！」

「お任せを！」

　無論、小春も俺と同じく《苦行》と《滅殺》を修めた攻撃領域士だ。正面きっての打だ撃げき戦には強いが、このようなトリックを崩くずす術には乏とぼしい。頼たよりになるのは、彼女が学んだ介罪心理学クリミナル・サイコロジーとゲーム理論。つまり術に頼らぬ奇き手しゆ奇き策さくだ。その小春が振ふるったのは術ではなく、教室から持ってきた抹まつ茶ちやラテのタンブラーだった。

「むんっ！」

　小春は、飲み残しの抹茶ラテをびゅっ！　と周囲に撒まき散らした。狭せまい階段に隈くま無なく行き渡わたった緑色の滴しずくに、アッシュが張り巡めぐらせた〈シメジェスの目聡き鋼糸〉が反応して、灰色の術光を灯ともす。

　そして同時に、滴を浴びた侵入者も抹茶色に染まり、そのシルエットを如によ実じつに浮うかび上がらせたのだ。現れた人型に、俺はすぐさま《滅殺》の攻撃術を撃とうとして……

「な……なんだ……こいつは……」

　思わず絶句した。いや俺だけではなく、小春もアッシュも第一統轄の連中も、侵入者の姿を見上げて慄りつ然ぜんとしている。

　そいつは確かに人間なのだろう。頭があって腕うでが二本あり、足も二本ある。だがそいつは信じられない事に、アッシュが展開した〈シメジェスの目聡き鋼糸〉の真っ直ただ中なかに、その糸に一本も触れずに立っていたのだ。

　糸の間隔は、わずか十数センチ。侵入者はその間を、やはり管のように細くなった足で立ち、肉体も細く長く伸のばしたうえ、ぐにゃぐにゃと自在に折り曲げて糸をすり抜け、糸が張られていない天井近くに頭を突き出していたのだ。

　俺たちを見下ろす侵入者の顔は真っ暗で、面相も定かではない。けど俺には分かった。こいつは……

「お前……笑ってるな」

　それは介罪人特有の、悪意に満ちた嘲ちよう笑しようだった。虚きよ勢せいではなく、『俺の力はこんなものではない』と暗に示す笑み。

　俺は、相手の力を試すために、〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉で加速した腕を振り抜き、第二難度の《滅殺》遠えん距きよ離り攻こう撃げき術〈アイニの貪むさぼる火か弾だん〉を放った。しかし盛大な炎えん撃げきではない。術には、形態変化の術修正をかけ、一撃を針のように尖とがらせている。さらに分ぶん岐きの術修正もかけて、真っ赤に燃える針を五発、一○発と連射した。

　だが介罪人は、恐るべき反射神経で俺の攻撃を見切り、かつ柔じゆう軟なんな形質を生かして、一撃が当たりそうな部分を右へ、左へ湾わん曲きよくさせて攻撃を回かい避ひしきった。

　介罪人は無言だが、嘲笑は感じる。だがそれで激するほど、俺も迂う闊かつじゃない。俺は冷静さを維い持じして、奇き態たいな介罪人を見み据すえた。

「お前、避よけるのは上手いけど、攻撃はどうなんだ？」

　言った瞬間、介罪人の両腕がぐんっ！　と伸びた。空中をのたくる蛇へびのように、〈シメジェスの目聡き鋼糸〉をすり抜けて、抹茶ラテを浴びた拳が飛んでくる。

　だが俺もすでに〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉に術修正をかけ、介罪人の動きを見切っていた。迫せまる拳を寸前で避け、細い手首をつかみ、満身の力を込めて握にぎり潰つぶそうと試みる。

　しかし介罪人は俺に捕とらわれたと知るや、その腕を、どろっとした粘ねん液えきに変え、俺の拳からしたたり落ちて逃にげた。そして床ゆかに付着した滴は素早く集まり、凄すさまじい速さで床を這はい戻ると、元の肉体に帰き還かんし、吸収されてしまう。

　俺は、気色悪さの残る掌てのひらを開け閉めして、顔を歪ゆがめた。

「目に見えないわ、変形もできるわ、分ぶん裂れつもできるわ……なかなかな手て強ごわいな、お前」

「若さま、ここは私が……」

「手を出すな、小春。今、いいとこなんだからさ。それにこいつを捕つかまえるには、工夫が要る」

「確かに捕ほ縛ばくすべきです、若さま。なぜこの地下階に潜せん入にゆうしたのか、捕らえて聞き出す必要があります」

　その言葉で意を悟さとられたのか、介罪人はわずかに後退した。だが逃とう亡ぼうを許さぬため、俺は再び〈アイニの貪る火弾〉を放つ。

「逃がすかと思うかっ！」

　勿もち論ろん、さっきと同じ攻撃ではない。再び形態変化の術修正をかけたが、今度は針ではなく、円えん錐すい状に炎撃を撒き散らした。介罪人も悟って身体をくねらせたが、すべてを避さける事など不可能だ。そして形質転てん換かんの術修正により、介罪人が浴びたのは炎ではなく……

「…………っっ！」

　初めて、介罪人がくぐもった呻うめきを発した。俺が放ったのは、絶対零れい度どに転換した極低温の攻撃。それを浴びた介罪人の両りよう脚あしが瞬しゆん間かん冷れい凍とうされ、床面に固定された。動く事は勿論、分裂も、液状化もできない。その間かん隙げきに、俺は突とつ入にゆうした。

「手こずらせやがって！」

　俺は、拳こぶしに領域因子を集めた。この状態で直接攻撃術を撃うち込めば、介罪人を倒たおせるはず……

　だが介罪人も、必死の変へん貌ぼうを遂とげた。唐とう突とつに腕を伸ばして天井に手を突き、そこを起点として肉体を巻き上げたのだ。同時に凍こおりついた両脚が、ばきばきっと音を立てて上体から切り離はなされたが、かまう様子もない。

　あっと言う間に人型は天井に逃のがれ、そのすべてがふるふると揺ゆれる、あえて言うなら流体に変じた。その変質に、アッシュが叫ぶ。

「リョウト、そいつを逃がすな！　あの形状ではどこへでも……」

「分かってる！」

　俺も再び、極低温に変えた〈アイニの貪る火弾〉を放った。だが先んじて、流体は天井を勢いよく這い進み、通気口へ飛び込んでしまった。一撃は遅おくれて天井で炸裂し、通気口も瞬時に凍り付く。

　それを見たアッシュは、第一統とう轄かつの生徒たちに怒ど鳴なった。

「統轄本部に連れん絡らく！　直ちに通気口を遮しや断だんしろ！　上下水道もガス管も、奴やつが通れそうな場所はすべて……ぐっ……」

「大だい丈じよう夫ぶですか、隊長！」「聖護院隊長！」

　第一統轄が駆かけ寄よるうち、再び校内放送のスピーカーから呼びかけが聞こえた。

『侵しん入にゆう者の生体反応、本校舎地下から学外へ移動中』

『侵入者は、西浜市内へ逃亡、潜せん伏ぷくの模様』

『市内警備担当の学がく斗と隊はただちに追つい跡せきにかかれ。繰くり返す、市内警備……』

　俺は、術を解いて大きく息を吐はいた。どうやら介罪人は、通気口が遮断される前に逃げちまったらしい。そしてあのような形態に変化できる以上、追跡はほぼ不可能だ。アッシュの言う通り下水管にも逃げ込めるし、水たまりの振りだって出来る。

　俺も追跡を諦あきらめ、第一統轄の《霊れい命めい》領域士から治ち癒ゆ術の手当てを受けるアッシュに向き直った。

「あいつの追跡は、学斗隊じゃ無理だろ。《神しん智ち》の領域士を動員しなきゃ足あし跡あとも見つかりゃしないよ」

「そんな事は、お前に言われんでも分かっている。西浜市を管かん轄かつする我が領派、聖護院家が責任を持って捕縛する。無論、指揮も私が執とる。私が逃がした相手だ。私が捕まえる」

「今度は斬られるなよ。あの介罪人、何だかまだ余よ裕ゆうがあったぜ」

「私の心配など無用だ。それよりリョウト、ここは貴様が勝手に立ち入れる場所ではない。さっさと出て行け」

「分かってる。でもな、勝手ついでに教えてくれよ。この地下階には何がある？　あの介罪人、どこへ忍しのびこんだんだ？　そして何か大事な物を奪うばったのか？」

　俺は、階段の下に連なる真っ暗な深みを覗のぞき込んだ。薄うす暗ぐらい空間が続くだけで、それ以上は何も見えない。しかし思ったより校舎の地下階は深く、堅けん固ごに見えた。

「ここに来るまでにも、俺と小春はかなりの防ぼう御ぎよ術を突とつ破ぱしなけりゃならなかった。そうまでして何を守ってたんだ？」

「第一統轄以外の生徒には口外できん……」

「あのなあ、そんな規則に縛しばられてる場合じゃねえだろ。介罪人が何か奪ったとすれば、そこから奴らの狙ねらいが分かるだろ。つまり俺が知りたいのは、介罪人の……」

「最終戦略です」

　俺の言葉を引き継ついで、小春が言った。

「あの介罪人の最終的な狙い……それが分かれば、次の手が打てます。どうかご教示ください」

　だがアッシュは、俺と小春に鋭するどい視線を突つき刺さした。

「この異相事件ネガクライムは、第一統轄と聖護院家が片付けるのが筋だ。お前たちが手を出す必要はない。そして無関係の生徒に説明する義理もない。分かったな？」

「そんな台詞せりふで、はい分かりましたと言う俺じゃねえよ。まったく、可愛かわいげがねーな」

　俺は、アッシュの強情さに呆あきれつつ、小春と顔を見合わせた。だが事件は、決して俺と無関係ではなかったのだ。いやむしろ……







　　　【Phase.2　学がく斗と隊隊長、拝命】







「立入禁止区域に入った事は認めるよ。学校から怒おこられるのも覚かく悟ごしてる」

　事件から二日後。俺おれは、西にし浜はま学園の廊ろう下かを小こ春はると連れだって歩き、初めて訪れた扉とびらの前で止まった。思わず不満のため息が出る。

「だからってここから呼び出しくらう必要ってあるか？　これじゃ俺、また登校禁止処分だぜ」

「致いたし方かたございません、罪は罪。しかし此こ度たびは私も同罪です。若さまとご一いつ緒しよに処分を受ける覚悟にございますので」

「で、一緒に停学んなったら、俺をずっと修行に専念させるつもりだろ？」

「勿論でございます。さすが若さま、お察しが早い」

「幼よう稚ち園えん生でも分かるつーの、はぁ……」

　俺は肩かたをがっくし落として、もう煮にるなり焼くなり好きにしてくれとばかりに、こんこんとその部屋……西浜学園校長室の扉をノックした。

「一年Ａ組、宇う牙が神じんです」

「同じく、松まつ下したでございます」

　名乗るとすぐに、室内から厳格そうな声が聞こえてきた。

「入室を許可する、入れ」

　失礼しますと言って開いた扉の先には、さほど広くない部屋が広がり、重厚そうな木製の執しつ務む机と、来客用のソファセット（おっと伊い坐ざ凪なぎ先生も座ってるぞ）が鎮ちん座ざしている。窓際には、校章を染め抜ぬいた校旗が立てかけられ、観葉植物も青々と茂しげってた。いかにも校長室って感じの部屋だ。

　だがその室内にいた校長先生は、前々から朝礼などで見かけていたとは言え、やはり一ひと筋すじ縄なわではいかない風ふう貌ぼうで俺たちを出で迎むかえてくれた。

「宇牙神リョウトに松下小春だな。かまわん、ソファにかけろ。楽にしていい」

　言われるまま、ソファに腰こし掛かけたけど、とてもリラックスできる相手じゃない。

　なにしろ校長……来くる栖すサコン先生は、身長一九○センチに達する長身で、まだ三八歳と若く、無骨な顔つきはいかにも武人らしい精せい悍かんさを放っていた。

　無論、領域士イグザルタスである。しかも攻撃の《滅めつ殺さつ》、武具の《創そう成せい》、元素の《星せい練れん》と三領域を修め、許容度スロツト二四、第一二難度の術まで使いこなすと言われた日本有数の領域士だ。国内は勿論、海外遠えん征せいも数多く、特にウラル東部戦線では麾き下かの領域士部隊を率いて、攻せめ寄せる異相ネガスフイア勢力を幾いく度ども撃げき退たいし、戦線の火消しと呼ばれたほどだ。

　その戦せん闘とうの際、右みぎ眼めを失ったため、今は黒い眼帯をかけているが、おかげで外見はさらに凄すごみを増している。《隻せき眼がん騎き士し》……それが俺たちの校長先生の士し名めいであり、南関東屈くつ指しの軍事拠きよ点てん、西浜九く稜りよう郭かくの最高指揮官にふさわしい逸いつ材ざいだった。

　その来栖校長は立ったまま、自分の執務机に腰を預けて腕うで組ぐみし、俺と小春を射い貫ぬくような視線を突き刺した。

「なるほど、さすがは《苦く行ぎよう鋼こう帝てい》の血を継ぐ者だ。少しはマシな面構えをしている」

「は、はぁ……」

「最近、あの男はどうしている？　相変わらず九軍帥ストラテゴ・ナインの仕事が忙いそがしく、道場は相そう馬まに任せきりか？」

「そ、そんな感じです」

「馬ば鹿か者もの。留守ばかりでは桜さくら野の市民も不安に思うではないか。たまには帰れとお前から親父おやじに伝えるのだ。忙しいと言い訳したら、タマを蹴け飛とばしてやれ」

　言い放って来栖先生は、校内で唯ゆい一いつ、禁きん煙えんではないこの部屋で煙草たばこに火を点つけた。伊坐凪先生はソファに座したまま不敵に微笑ほほえみ、マグカップ（きっと中身はバーボンだ）を口に運ぶ。

　俺の身体からだは、この異様な教師陣じんに冷ひや汗あせを搔かきまくってる。いや決して校長先生だから萎い縮しゆくしてるんじゃない。来栖校長が歴戦の領域士で、親父と年も近く、恐おそらく面識もあって、しかも妙みように似たところがあるせいだ。領域士として尊敬できるだけに、なかなか反はん抗こうしづらい。まあ、うちの親父はもっと暑苦しいけど、来栖校長は鋼鉄の冷たさを帯びている。スーツの代わりに、軍服でも着たらさぞ似合うだろうな。

　そして来栖校長は、おもむろに本題を切りだした。

「さて宇牙神リョウト、松下小春。お前たち両名は、許可無く本校の立入禁止区域に侵入し、第一統轄以外が知ってはならぬ情報を見聞きした。お前たちにも理由はあろうが、西浜学園職員会議は昨日、お前たちに厳重な処しよ罰ばつを与あたえる事にした。潔く罰ばつに服するとここに誓ちかえ」

「しかし校長、あの時は介罪人クリミナルが……」

「言い訳は許さん。従うか、従わないのか、どちらだ」

　まるで軍法会議さながらの二に者しや択たく一いつに、俺も背筋を伸のばして頭を下げた。

「分かりました、処分は受けます。停学でも留年でも好きにしてください」

「私も、いかような処罰でも受ける覚悟にございます。どうぞご随ずい意いに」

　小春も殊しゆ勝しように一礼する。だが俺たちの言葉を聞いた来栖校長は、ふーっと紫し煙えんを吐いて顔を歪ゆがめた。

「馬鹿者。お前たちのような有能な領域士を停学にさせる暇ひまなどないわ」

「え……？」

「え、ではない。停学にはせぬと言っているのだ。危急の際にはある程度、軍法を破ってでも自由裁量で戦う必要があると、職員会議でも認められた。また緊きん急きゆうを察知する勘かんや、勝手に出動する判断が下せねば、一人前の領域士になる事は難しい。さすがは宇牙神の息子むすこだと、他の先生方も仰おつしやっていたぞ」

　校長が言うと、伊坐凪先生もにんまり微笑んだ。

「宇牙神くんの士名、《独どく断だん戦せん巧こう》は伊達だてではありませんから」

　俺は、少しホッとした。少なくとも校長先生は、無む闇やみに校則を振ふり回す人ではないらしい。さすが現場を、いや戦場を知っているだけある。

　だが来栖校長は、灰皿に煙草をぎゅっと押おしつけ、また腕組みした。

「しかし違い反はんは違反だ、分かっているな？」

「は、はい」

「では処罰を伝える。逃にげた介罪人を捕ほ縛ばくしろ。何としてでも、だ」

　俺は小春と顔を見合わせ、もう一度来栖校長の顔を見上げた。

「いいんですか、校長先生？」

「お前たちは領域士だ。介罪人を追うのが務めだろう」

「そりゃそうですけど、学内の事件は第一統とう轄かつの管かん轄かつだし、西浜市内は聖しよう護ご院いん家の管轄ですよ。そこに俺たちが割り込んでもいいんですね？」

　俺としては願ったり叶かなったりの処罰だった。元々俺は、逃のがした介罪人を自分の手で捕つかまえたかったが、足あし枷かせになるのは領派クランの縄なわ張ばり問題だ。

　介罪人捕縛は、政府から報ほう奨しよう金が出るため、領派の資金源になっている。それを他家の領域士が横取りすれば、金目当ての縄張り荒あらしと思われ、領派同士のいざこざに発展してしまう。

　だが来栖校長は、再び現場指揮官らしい現実的な判断を下してくれた。

「聖護院家は、本校運営にも深く関かん与よしている領派のひとつだ。その縄張りを荒らす事はできん。しかし……これは大きな声では言えぬが……聖護院家は、領域士の人数こそ多いが、個々人の質は今ひとつ頼たよりにならない。報告によると、二日経たった今でも、逃げた介罪人の居場所すら特定できないそうだ」

「聖護院家らしいな……だから副業に精を出すなと……」

「ん、何か言ったか？」

「いいえ、別に」

「だが九領域イグザルト・ナイン要よう塞さいでもある本校が介罪人の侵しん入にゆうを許し、逃したとあっては沽こ券けんに関かかわる。と言って、あの介罪人を捕とらえられる実力がある学斗隊もわずかだ。そこで一年生きっての術力を持つお前たちを、私直属の特務戦闘学斗隊として編成し、捜そう査さに投じる事にした」

「特務戦闘学斗隊……？」

「そうだ。以前から私直属の学斗隊を創設しようと思っていたのだが、ちょうど良い機会だ。お前たち二人、聖護院家と並行して捜査に当たれ。聖護院家には、後で私から話を通しておく」

「は、はい……」

　うなずきながら俺は、事態の複雑さに眉まゆをひそめた。縄張りに遠えん慮りよせず、介罪人を追えるのだからありがたい話だ。けどこの校長の直属部隊になるってのは、どうも嫌いやな予感がする。何かとんでもない難題を吹ふっかけられそうで、俺はすぐに喜ばず、来栖校長に問いかけた。

「でも聖護院家が納得するでしょうか？　ただでさえ俺はアッシュから睨にらまれてるのに、並行捜査だなんて」

　すると伊坐凪先生が、マグカップを静かにテーブルに置いた。

「そう思うのも無理はないわね。でも安心して、宇牙神くん。あなたはちゃんと捜査に加われるわ。と言うより、あなた抜きで捜査する方が不自然なのよ」

「どういう意味でしょうか、先生？」

　俺より先に、小春が訝いぶかしむ。伊坐凪先生は一いつ瞬しゆん、来栖校長に視線を向けた。すると校長は顎あごを小さく上下させ、自ら語り始めた。

「今から見せる物は、他言無用だ」

「はい」

「では行こう。本校舎の地下へ」

　言って校長先生は、先に立って部屋から出て行った。俺と小春が知りたがっていた、介罪人の最終戦略を見せるために。




　俺と小春は校長先生に引率され、本校舎地下へエレベーターで降りていった。無論、教員専用だが、乗降階を示すボタンは地下一○階のみである。それを不思議に思う俺に、伊坐凪先生が微笑んだ。

「地下九階までは、防衛用のダミー階よ。たとえ侵入者が来ても、地下九層の多重防衛システムでくい止める造りだったの」

「じゃあ実際、地下一○階に行くルートってのは……」

「これも含ふくめて、ごく限られてるわね。しかし侵入者は、恐らくミクロン単位の形状になって、多重防衛システムの盲もう点てん……通信ケーブル内などを伝って地下一○階に侵入し、ある物を奪うばった。しかし目当ての物を奪う際に、人間大の形状に戻もどったため、地下一○階の警報装置に引っかかった」

「やっぱり何か奪ったんですね、いったい何を……」

「今から見せるわ。さ、着いたわよ」

　そしてエレベーターの扉とびらが開いた時、俺と小春は一瞬怯ひるんだ。目の前に広がる光景は、瞬時に理解できるものではなかったのだ。

「これは……」

　俺は、恐る恐る地下一○階へ踏ふみ出した。辺りは真っ暗で、どれほどの広さかも判別できない。だが響ひびく靴くつ音おとからして、かなり広大な部屋だろう。

　その部屋一いつ杯ぱいに、何千もの無数の光球が浮うかんでいた。光球の大きさはまちまちで、色は赤、青、灰、緑……つまり九領域の領域色シエイドに色別され、しかも単色だけでなく、二つの色が混在している光球もある。また幾いくつかの光球は、光の線で結ばれ、まるで九色の星座のように空中を漂ただよっていた。その様子を見上げ、小春がすぐに得心した。

「これは……《神しん智ち》の情報管理術によってデータベース化された領域士の個人情報ですね。色は各領域士が修めた領域イグザルトを表し、大きさは許容度でしょうか。これだけあると云いう事は、西浜学園の全生徒……いえ、それ以上の領域士のデータがあると思われます」

「さすが松下さんね、察しが早い」

　伊坐凪先生が軽く拍はく手しゆすると、来栖校長もおもむろに九色の星空を見上げた。

「その通りだ。ここは南関東の全領域士のデータバンクが備えられている。勿もち論ろん、日本全国の総合データバンクは、三み宅やけ坂ざかの統合領派本部に備えられているが、有事に備えて分散配置されてもいる。介罪人が狙ねらったのは、このデータなのだ」

　俺も間近にある光球のひとつに、ちょんと指先で触ふれ、熱くも冷たくもない感かん触しよくを確かめた。

「そうか……これを全部手に入れれば、南関東の領域士がどんな術を使うか、すべて分かるって事ですね。介罪人なら喉のどから手が出るほど欲しいだろうな。これを把は握あくすれば、異相犯罪ネガクライムもやりやすくなる。道理でアッシュの奴やつが焦あせるはずだ。これが全部、奪われたら大変な事に……」

　俺が言うと、来栖校長が首を横に振った。

「いや、その心配はない。個々のデータにも《神智》の防ぼう御ぎよ術が付帯され、侵入者が触れた形けい跡せきのあるデータはごく一部に過ぎないと判明した」

「じゃああの介罪人は、最初からその一部のデータ欲しさにここに侵入したんですか？」

「そういう事だ。そして介罪人が奪ったと思われるデータはこれだ」

　言うと来栖校長は、軽く右手を挙げた。その掌てのひらに吸い寄せられるように、光線で繫つながれた星座がひとつ近づいてくる。連なる光球の数は、四○個ほど。こうまで多いと、星座と言うより分子模型みたいだ。ほとんどが小さく単色の光球だが、ひときわ大きく輝かがやくのは赤と黒と黄金の光球だ……と、気づいた時、俺は思わず硬こう直ちよくした。

「校長先生、それはまさか……」

「やっと分かったか。そうだ、この大きな光球は《滅めつ殺さつ》と《苦く行ぎよう》と《創そう成せい》を修めた領域士、……つまりお前だ、宇牙神リョウト。そしてこれこそ一年Ａ組のデータなのだ」

「つまりあの介罪人は……」

「一年Ａ組、いや宇牙神リョウト、お前のデータを奪って逃とう走そうしたと職員会議は結論づけた。私の予測も同じだ」

　来栖校長の言葉に、俺はしばし黙もくした。小春の顔も青ざめているが、動どう揺ようしている暇はない。俺は懸けん命めいに頭を働かせ、今、自分に起きている事を整理し、自分の光球を指さしてずばり校長に問いかけた。

「先生、ここに……俺がなくした二秒はあるんですか？」

　それこそが、介罪人がここに来た理由のはず。俺自身が知らなくても、西浜学園がそれを把握している可能性もある。介罪人は、そう予測したのだ。

　けど、もしこの光球の中に俺がなくした記き憶おくがあるなら……俺もこの光球の中を覗のぞいてみたかった。すべての謎なぞを解くために。あの日、俺が何をしたのか。どうしてアクスフォードが死んだのか知るために……

　しかし来栖校長は、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「お前の記憶などここにはない。そして言っておくが、私もお前がなくした記憶など知らん。ただ私が承知しているのは、お前が三年前に何らかの事件を起こし、その罪で三年間、南極監かん獄ごくに送られたと云う事実だけだ」

「そう……だったんですか」

「馬ば鹿か者もの、落らく胆たんするな。私とて、お前が入学するに際し、情報開示を九軍帥に求めたのだ。しかしすべては、箝かん口こう事件の名の下もとに却きやつ下かされた。まったく……詳くわしい事も教えず、とにかくお前を預かれと言ったお前の父親にも呆あきれたものだ」

「すみません、ご迷めい惑わくをかけて」

「気にするな。だがこれでお前を捜査に投じる理由が分かっただろう。狙いはお前だ。自分に降りかかった火の粉は、自分で始末してみせろ。それが領域士と云う生き物だ」

　俺はもう一度、一年Ａ組のデータを見上げた。白と紫むらさきに輝く光球はユリ、緑に瞬またたくのは森もり北きたさん……俺のせいでみんなのデータまで奪われたに違ちがいない。迷惑をかけた以上、俺の手で取り戻すのが筋だと思う。

「分かりました、必ず介罪人を捕縛してみせます」

「よし。ならば今日からこれを持て」

　来栖校長が、何か小さな金属片を俺に放ってよこした。受け取ったのは、西浜学園の校章を基調にした小さなピンバッジ。小さく「０」の文字も入っている。

「校長先生、これは……」

「学がく斗と隊隊長の証あかしだ。捜査にあたって聖護院家といざこざが起きたら、これを見せて解決を図れ。私の直属部隊だ。聖護院家も決して無む下げにはすまい」

「隊長って……まだ俺と小春だけじゃないですか？」

「馬鹿者、二人でも隊長は隊長だ。人手が足りなければ、お前が見込んだ者を加えればよい。人選は任せる」

　そして校長先生は、咳せき払ばらいをひとつした。

「では我が校を侵おかした敵を存分に叩たたきのめし、自らの危難を排はい除じよしてこい……第０特務戦せん闘とう学斗隊隊長、宇牙神リョウト」

　それが、後に第０特戦と称しようされる、俺の学斗隊が誕生した瞬しゆん間かんだった。




「聞いたわよ、宇牙神くん！　校長先生直属の学斗隊隊長になったんですってね！　一年生なのに学斗隊隊長なんてすごーい＆おめでとー！　と言うワケで私も入れて、その学斗隊に！」

　翌日の昼休み、教室で弁当食ってた俺は、突とつ然ぜん押おしかけてきた他クラスの連中、特に先頭きって突つっ込こんできた一年Ｂ組の風ふう間ま千ち鶴づるに思わず怯ひるんだ。

「な、何故なぜそれを知っている！　昨日の今日で！」

「ふふふ、本校一のクノイチ領域士・風間千鶴の情報収集能力を甘あまくみないでほしーわ。あなたが校長先生から、介罪人捜査を命じられた事もとっくにお見通し！　でもそのためには、有能な部下が必要でしょ？　だからね、私も宇牙神くんの学斗隊に入れて、入れて、入れてーん」

　風間千鶴は、不必要なほど身体からだをくねらせるが、そこへ割り込んできたのがエルヒコだ。

「入れて入れてと連呼するな、このエロクノイチ！　ええい、そこをどけい！」

「きゃー、何すんのよー！」

　エルヒコは、風間千鶴を突き飛ばしておきながら謝りもせず、俺に向かってニカっと白い歯を輝かせ、拳こぶしから親指を突き出した。

「遂ついにこの日が来たな、宇牙神！　俺はお前が学斗隊を立ち上げる日を待っていた！　これで今まで数多あまたの勧かん誘ゆうを断り続けてきた甲か斐いがあるぜ！」

「いやエルヒコ、お前、どこからも誘さそわれてないんじゃ……」

「唯ゆい一いつの不満は、隊長が俺ではなく宇牙神と云う点だが、あえてそれは許す！　今日から俺とお前は、一心同体学斗隊！　たとえ生まれた日は違っても、いつか同じ日に死のうではないか！」

「三国志か、俺たちは！　つーか気色悪いんだよ、いろんな意味で！」

　だが俺が、エルヒコの頭をしぱーんと丸めた教科書で殴なぐっても奴は平然としており、さらに周囲に集まった生徒たちも俺めがけて殺さつ到とうしてきた。

「宇牙神くん、僕も君の学斗隊に是ぜ非ひ、入れてくれ！」

「いいえ、私こそ宇牙神くんの部下に適任って星ほし占うらないに出てたし！」

「騙だまされるな、宇牙神！　俺を選ぶのが絶対に正解！　そして出来れば校長先生に、俺のできる男っぷりを報告してくれ！」

　俺は揉もみくちゃにされつつ、ああまたこの流れ復活かよと脱だつ力りよくしていた。どうやらみんな、校長直属の学斗隊に入れば、先生方の覚えもめでたくなり、内申点も上がって卒業する時には良い領派に就職できると思ってるらしい。そんな話、どっから出たんだよ、まったく……

　と、その時、イチゴ牛乳をちゅるちゅる吸っていた弥勒みろく寺じユリが不意に立ち上がり、両手に灯ともした紫の術光オーラを辺りに撒まき散らした。

「ああもう、お昼休みくらい静かにしてよね、まったくぅ！」

　そう言って放ったのは、《心しん魂こん》第二難度の範はん囲い操心術〈ゼパールの忽こつ然ぜんたる睡すい臥が〉。俺につきまとう生徒たちは、一いつ瞬しゆんにしてその催さい眠みん術じゆつに吞のまれ、ばたばたとその場に倒たおれるや寝ね息いきを立て始めた。ユリは両手をはたき、また席についてイチゴ牛乳を飲み始めた。

「これで良しと。それでリョウちゃん、本当に校長先生の下で働くのね？」

「仕方ねーだろ。俺自身にも関係してるし……あ、森北さん、コーヒーもらえる？」

「う、うん」

　俺はようやくみんなから解放され、気付け代わりに森北さんのポットから、とくとくとコーヒーを注いでもらい一口飲んだ。
















「それにあの介罪人、まだ必ず近くにいる。恐おそらく次の機会を狙ってるはずだ。もう一度動き出す前に、何とか捕とらえないと」

「近くって西浜市内？」

　森北さんに問われ、俺は首を横に振ふった。

「いや……あの介罪人、まだ校内にいるんじゃないかと思ってさ」

「まさか……」「噓うそでしょ、リョウちゃん？」

　森北さんとユリは目を丸くするが、やはり小春だけは冷静に抹まつ茶ちやラテをすすり、タンブラーを静かに置いた。

「若さまも、そうお考えでしたか」

「まあな。そもそも地下一○階に機密施し設せつ（おっとこれは他言無用だっけ）があるなんて、一ひと握にぎりの学校関係者しか知らないんだぜ。それをどうやって、介罪人は知ったんだ？　侵しん入にゆう路ろだって、簡単に見つけたとは思えない」

　俺は、またコーヒーを一口すすった。

「多分あいつは、長い間この校内に潜ひそんでいたんだ。そしてあの形状と特性を生かして、学校を隅すみ々ずみまで探たん索さくしたに違いない。そして地下一○階の存在に気づき、そこへ潜せん入にゆうできるルートをじっくり選定したんだ」

「そして恐らく、若さまの事も監かん視ししていたと考えるべきでしょう」

　小春も、この数日で組み立てたであろう推論を口にした。

「若さまがどんな生活を送り、どのような交友関係を持っているか……すべて把は握あくしたうえで攻せめに転じると思われます。まして一年Ａ組のデータを持ち出した以上、私たちがどんな術を使うかも察し、それを封ふうじる手を打ってくるはず」

「でもな、攻めに出るったって、俺の記憶はどこにも無いんだぜ？」

　俺は自じ嘲ちよう気味に、自分の頭を指さした。

「どんなに敵が工夫しようが、二秒の記憶だけは引き出せない。《親和少女アフイニテイ》だって無理だったんだ。もっとも俺たちが予想もしていない手を打つのかもしれないが……」

　俺は、一月前の戦いを思い出した。介罪人《親和少女》が再現した過去と、俺自身がうっすら記憶している過去は、異なっていた。どちらが正しいのか、自分でも分からない。ただ俺は、介罪人が映した過去なんて信じたくなかった。確かめる術は無いけど……

　すると小春が、さらに唇くちびるを引き結んだ。

「それから若さま、これはまだ私の推測に過ぎないのですが……」

「うん？」

「あの介罪人単独で、事を成したとも思えません。もしや……」

　そこまで言いかけた小春を、俺は目の動きだけで制した。ユリや森北さんには分からない程の、ほんのわずかな意思伝達。すぐに小春も発言を止めると、俺はわざとらしく、ぐたーっと机に突っ伏ぷしてみせた。

「もういいよ、その話は。それよりちょっと寝かせてくれ。ここんとこ小春の修行も厳しいし、Ａ組女子の水着姿でも思い出しつつ、俺は昼寝したいのだ」

「ちょっとリョウちゃん、Ａ組の誰だれを思い出すつもり！　星ほし村むらさん!?　それとも奥おく園ぞのさん!?　思い出すなら私にしなさい、私に！」

「うーん、ユリは却きやつ下か。お前の水着姿と言えば、幼よう稚ち園えんの頃ころしか思い浮うかばないし、それを妄もう想そうするのは明らかに犯罪」

「私は今が旬しゆんなのよ旬！　ねえ、ある程度の妄想は許してあげるから私を……あ、ちょっと本当に寝ないでよリョウちゃん！　リョウちゃんてば！」

　けど俺は、ユリの抗こう議ぎも聞かず眠ねむる振りをした。小春だけに分かるように。




　学校からの帰り道。西浜の街へ続く下り坂は今日も雨で、東とう京きよう湾わんまで灰色の空に覆おおわれている。俺は小春と並んで傘かさをさし、下校する生徒の群れから少し離はなれて歩いていた。

「若さま、先ほどの続きですが……」

「ああ」

「何故なぜ、私の発言を止められたのです？」

「みんなに聞かせたくなかったからだよ」

　俺は、水たまりを避さけながら前に進んだ。

「お前の推測は、俺も分かってるつもりだ。あの介罪人、単独ではなく、他に協力者がいた可能性が高い……違うか？」

「左様です。それが何か？」

「あのな、校内に協力者がいるかもしれないんだぞ。しかもうちの学校は生徒も先生も九領域の使い手……その中に異相側への内通者がいるって事だ。つまりそいつは……堕落者ロストネームじゃないか」

　堕落者。士名を失った者。そう呼ばれる存在がある。

　介罪人になるには、人間なら誰もが持つ領域因子ポテンシアを生いけ贄にえに捧ささげる必要がある。そして差し出した領域因子が多ければ多いほど、強力な虚力ネガスペルが得られるそうだ。

　この理り屈くつに従うなら、実は領域士こそ最も強力な介罪人になれる人材なのだ。領域士は修行で領域因子を増した人間だ。それが何らかの理由で、異相側に寝返った場合、恐るべき敵になり、故に堕落者と呼ばれる。

　だが実際、九領域の長い歴史の中でどれほどの堕落者が存在したか、定かではない。もし居たとしても、恐らく九領域の権けん威いを守るため、九軍帥の手によって闇やみから闇へ葬ほうむられたはず……そんな噂うわさまである。なにしろ九領域は、人類の守護者として認知されているのだ。堕落者が出たとしても、公にできるはずがなかった。

　俺は、周囲に聞こえぬよう声を低めた。

「この学校に通う生徒、そして先生、その全員を堕落者として疑う必要があるんだぞ。そんな話をクラスでできるか？」

「そこまで……お考えでしたか」

「校長の命令を受けたのはいいけど、友達を疑うのは気が進まないよ。けど俺が介罪人だったら、第一統とう轄かつの人間を堕落者にするだろうな。地下階の情報を握にぎってるのは、アッシュたちだし……そして狙ねらいが俺なら、一年Ａ組に堕落者を作るだろう。ああ、我ながらなんて嫌いやな捜そう査さ方針だ。身近な友達を容疑者扱あつかいするなんてさ……」

　俺が靴くつのつま先で石を蹴けると、小春は静かにつぶやいた。

「ですが考え方を変えれば……若さまが介罪人を捕らえれば、他の皆みなさまの嫌けん疑ぎも晴れましょう。皆さまのためにも、一日も早く介罪人を捕らえ、もしいるならば堕落者も突き止めるべきです」

「正論だけど、詭き弁べんにも聞こえるな。みんなだって、俺に疑われてると知ったら良い気分はしない」

「お考えすぎです、若さま……」

「かもな。でも無む頓とん着ちやくよりましだろ」

「それは勿もち論ろん……しかし今は、敵に集中すべきです。まだこの街に、あるいは私たちの学校に潜んでいるかもしれませんし」

　俺は、雨にけぶる西浜の街を見下ろし、それから周囲を歩く生徒たちを一いち瞥べつした。このどこかに、俺を狙う者がいる。しかも九領域から異相に寝返った堕落者かもしれない。その理由を探るうち、俺は……

「……山中の敵を破るは易やすく、心中の敵を破るは難がたし……か」

「若さま、それは……」

「誰の言葉だっけな。昔、アクスフォードに教えてもらったんだよ。他人に勝つより、自分の心に芽生えた誘ゆう惑わくに勝つ方が難しいって意味らしい。堕落者になった奴やつも何か理由があって、異相の誘惑に負けたんだろ」

「しかし、許されない事です。私たち領域士が異相に寝返るなど」

「まあな。そんな奴に騙されてるのも良い気分はしないし……噓うそをつくのも、噓をつかれるのも好きじゃないよ。だろ、小春？」

　俺は何気なく問いかけたけど、不意に走ってきた自動車を避けるのに気を取られ、小春の返事を聞き逃のがしてしまった。もっとも小春は、唇を嚙かんで黙だまっていたのだが……




「ご報告いたします、若」

　午後八時。西浜駅前の俺のマンション。

　俺と小春が夕食を食べ終えた頃、突とつ然ぜんやって来た戦せん崎ざきツカサは、そう切りだした。宇牙神家筆頭領域士は、いつものスーツに身を固め、夜だってのにサングラスを外さず、居間のソファに着座した。

「先日、西浜学園に侵入した介罪人が判明しました」

「本当か？　何者だ、あいつ？」

「奴らの言い方でご説明するなら……位階一二、潜入用・変容型虚力使いアルタード・ネガ・ウイザード、名式コード……《ものまね鳥モツキンバード》」

「《ものまね鳥》……」

　俺は、戦崎にも飲ませてやろうと、森北さんの店で挽ひいてもらった豆をコーヒーメイカーに入れ、ヤカンで水を注いだ。

「俺は聞いた事ないけど、有名なのかその介罪人？」

「Ａ級国際指名手配中です。こちらをご覧ください」

　そう言って戦崎は、右の掌てのひらを上に向けてみせた。ぼおっと灰色の術光を帯びた掌に、あの奇き怪かいな介罪人の映像が映し出される。《神しん智ち》第三難度の情報検けん索さく術〈マラックスの鋭えい敏びんなる指〉が、九領域が共通管理する介罪人データベースに接続し、そこに蓄ちく積せきされた情報を再生しているのだ。無論、誰でもアクセスはできず、領域士の位や術力によって閲えつ覧らんできる情報も制限されている。映像の周囲には、素早く文字情報も羅ら列れつされた。

「へえ……本名不明。虚力を用いて自在に形態を変化させ、不可視ともなる。主に暗殺を請うけ負おい、東南アジア各国で罪閥シンジケートの用心棒を務め、九領域関係者の殺害事件四○件以上に関かん与よした疑い……ここ数年は、第二種小規模罪閥・ウロボロス一三に参加している模様……おい、ウロボロス一三って何だ？」

　その名が、自分の尾おを自ら吞のみ込む蛇へび、から来ている事は俺にも分かる。戦崎は、サングラスの位置を指で直した。

「闘派セクトに分類される連中です。通常の罪閥のように多数の介罪人を集めるのではなく、ごく少数で活動し、大がかりな経済活動もせず、自分たちの目的を達するために行動する輩やからです」

「罪閥がマフィアなら、闘派はストリートギャングみたいなもんか？」

「ええ、まあ。ただし過激なテロリスト的側面も十分に持ち合わせています。罪閥は、社会に寄生して、多額の金銭を稼かせいでいますが、社会が崩ほう壊かいすると自分たちの生活基き盤ばんも崩くずれてしまいます。そのため意外と大がかりな破壊活動は行いません。ですが闘派は違ちがいます。目的のためなら手段を選ばず、破壊や殺さつ戮りくを行い、他の介罪人や罪閥と抗こう争そうに発展する場合もあるのです」

「厄やつ介かいな連中だな」

　俺は、こぽこぽと湯気を立てるコーヒーメイカーから出来たてのコーヒーをカップに注ぎ、戦崎に差し出す。戦崎は、それを一口飲むと、さらに口調を厳しくした。

「問題は、そのウロボロス一三です。参加している介罪人はごく少ないのですが、構成員をご覧ください」

　すると戦崎は、表示された「ウロボロス一三」と云いう単語を指先で軽くつついて、新たな文字情報を引き出した。そこに現れた数名の介罪人の名前を見て、洗い物を終えた小春が驚きよう愕がくする。

「この介罪人は……！」

　俺も思わず声を上げそうになった。ウロボロス一三に連なる名前は、《錆びた釘ラステイネイル》、《月光騎ムーングロウ》、そして《親和少女》……いずれも俺の記き憶おくを狙って現れた介罪人ばかりだ。

「つまりこの三ヶ月、俺を襲おそってきた奴らはすべてこのウロボロス一三のメンバーで、《ものまね鳥》もその一員って事か」

「はい、ご報告が遅おくれて申し訳ございません。何しろ相手は小規模で、組織としても新しく、統合領派本部もなかなか動向がつかめなかった様子……しかし先日、若を襲った事でようやく足そく跡せきをつかみ、本部直属の広域捜査部隊が追跡を開始したそうです」

「で、捕つかまえたのか？」

「いえ、残念ながら。しかも数日前には、渋しぶ谷や駅周辺で《月光騎》と《親和少女》を発見したにもかかわらず、捜査員一六人全員が殺害されたとの事……」

　俺は、ソファに背もたれて頭を搔かいた。俺の記憶を追う二人の介罪人が渋谷に……それは当然、俺の事件現場を調べていたのだろうし、もしかしたら失われた二秒を引き出す方法を編み出したのかもしれない。《ものまね鳥》が動き出したのも、何か関連があるとしたら……

「それにしても広域捜査部隊って、かなりの腕うで利ききが集まってるんだろ？　全員殺されるなんてどういう事だ」

「恐おそらく《月光騎》と《親和少女》だけでは無理でしょう。統合領派本部では、ウロボロス一三の首しゆ魁かいが手を下したと見ています」

　戦崎は言って、文字情報の一番上に表示された名式を指した。介罪人《冥界神エル・デイアブロ》……だが名式以外の情報は、何も表示されない。

「こいつがリーダーか、もっと詳くわしい情報は見れないのか？」

「それが……私にはアクセス許可が下りなかったのです」

「おいおい、宇牙神家の筆頭領域士でも無理ってどういう事だよ。だってお前、今……」

「許容度二○です。しかしこの私でも閲覧が許されないとなれば、相当高位の……恐らく九軍帥クラスの領域士だけが情報を握っていると思われます」

「つまり……親父おやじか」

　俺は、自分で淹いれたコーヒーを口元に運んだ。確かに、九軍帥が情報を統制している可能性は高い。何しろウロボロス一三とか言う奴らが追っているのは俺が失った二秒の記憶……すなわち箝かん口こう第九号事件だからだ。介罪人は、それが九軍帥の権威を失しつ墜ついさせる事件だと予測しており、もし本当にそうなら九軍帥自ら、ウロボロス一三の討とう伐ばつに乗り出しても不思議ではない。そしてその捜査は、すべて秘密裏に行うだろう。事件を揉もみ消した以上、事件を追う者も消去するはず。勿論、この介罪人データベースからも……

　俺は、ポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「ありがとう、戦崎。状じよう況きようはよく分かった。後は、こっちで何とかする」

「何とか……と申されますと？」

「俺は、自分に降りかかった火の粉を払はらうだけだ。それに校長先生からの命令もある。どうにか《ものまね鳥》やウロボロス一三のメンバーを誘おびき寄よせて、討つしかない」

　言うと小春も、エプロンを外して駆かけ寄ってきた。

「まさか若さま、ご自分から囮おとりになるおつもりでは……！」

「いや、奴らも警けい戒かいしてるからな。単純な囮には引っかからないだろう。だから仕し掛かけも必要なんだけど……それには、あいつの協力が必要だろうな」

　俺は、手早く携帯を開き、一応住所録には登録してあるけど、今まで一度もかけた事のない相手に発信した。

「あ、もしもし俺。うるせえな、俺だって好きで電話したんじゃねーよ。それより相談がある。馬ば鹿かっ、恋れん愛あいとかじゃねえ！　まず聞け、人の話を！　実はな……」




　　　　＊　＊　＊




　宇牙神リョウトが電話を始めると、戦崎ツカサはソファから立ち上がり、飲み終えたコーヒーカップを台所のシンクに運んで行った。そしてリョウトには聞こえぬように、小春にささやく。

「とにかく容易ならざる敵だ。お前も若さまの警護をこれまで以上に固めておけ」

「分かっております、戦崎筆頭」

　小春も居住まいを正してうなずいた。

「敵の狙ねらいが若さまである以上、様々な策を弄ろうしてくるでしょうが、最終的には若さまご本人を襲ってくるはず。陽動に騙だまされず、若さまから一歩も離はなれはいたしません」

「その気構え、さすが《戦せん略りやく思し考こう》だな。相馬最高師し範はんが選んだだけの事はある」

「いえ、そのような……ところで最高師範はお元気でしょうか？」

「ああ。小こ次じ郎ろう様も若の事を気にしておられるが、結局は任せるしかないとの事だ。若とお前を信しん頼らいして、そう言ったのだと思う」

　ああそれから、と戦崎は続けた。

「陽よう太たたちも元気だ。お前とはしばらく会ってないそうだが毎日、桜野の道場に通っている。千ち里さとも、筋が良いと褒ほめていたぞ」

「そうでしたか……千里師範にもご迷めい惑わくをかけていなければ良いのですが」

「お前の弟妹きようだいは、聞き分けが良いからな。心配はないだろう。それに……若さまに噓うそをつき通す心構えもできている」

　その言葉を聞いた時、小春の表情が一いつ瞬しゆん強こわばった。小春は、躊躇ためらうような視線で電話を続けるリョウトの背中を見つめると、さらに声を低めた。

「……戦崎筆頭にもご迷惑をおかけいたします。ですが、もうしばらくあの事はご内密に願います」

「ああ。私とて、真実を若に打ち明けてよいのか分からないのだ。たとえすべてを見通す《神智》をもってしてもな。だが覚かく悟ごだけは決めておけ。もし若が真実を知った時の、覚悟だけはな……」

「はい……」

　そう返事をして、小春はもう一度リョウトの背中を見つめる。その瞳ひとみは、常に堂々とした小春には珍めずらしく、深い躊ちゆう躇ちよと後ろめたさを孕はらんでいた。




　　　　＊　＊　＊




「少し、離れていて」

　いつものファミレス。馴な染じみのボックス席で《月光騎》が警告した。左右の掌の間には、赤と黒と黄金に瞬またたく光球が浮うかんでいる。

　隣となりに座す《親和少女》は、言われた通り少しだけ離れて、《月光騎》が捕とらえた光球を見つめた。それは勿もち論ろん、《ものまね鳥》が不正にコピーした宇牙神リョウトの個人データであり、《月光騎》はその光球に、攻こう撃げき虚力をわずかに抑おさえて指先から放った。瞬しゆん間かん、小さな爆ばく発はつが彼の掌で生じ、《神智》の情報防ぼう御ぎよ術が解除される。その途と端たん、光球の中に文字情報が羅列されていった。

　当然、宇牙神リョウトに関するデータである。《親和少女》と《月光騎》は、その文章に目を凝こらし、やがて……

「だめですね、これ」

《親和少女》は落らく胆たんして光球をつかむと、不ふ機き嫌げんそうに壁かべに投げつけた。壁へき面めんにぶち当たった光球は、軽い音を立てて粒りゆう子し状に粉ふん砕さいする。

「あれ、当たり障りのない情報しか入ってませんよ。《冥界神》さんの読み、外れたんじゃありませんか」

「これでまた手て詰づまりだなあ」

《月光騎》も、冷め切ったカフェオレをちびりと飲んで、舌打ちした。

「しかしさすがは九軍帥。あの少年が通う学校側にも何ら情報を渡わたさないとは恐れ入ったよ。校長は誰だれだっけ？《隻せき眼がん騎き士し》？　さぞかし不満に思っているだろうね。そのうえ侵しん入にゆう者しや……《ものまね鳥》まで逃にがしたとあっては、今いま頃ごろさぞかしご立腹だろう」

　隣のボックス席には、無数の光球が堆うずたかく積まれている。宇牙神リョウト以外の一年Ａ組生徒、そのデータだ。そして隣りん席せきで煙草たばこを吹ふかしていた人物……《ものまね鳥》は、吸いかけのそれを灰皿に押おしつけた。

「ああ、おかげで聖護院家の連中に追われまくりだ。まあ、あんなお坊ぼつちゃんに捕まるほど間ま抜ぬけじゃねえが、《隻眼騎士》は俺の捜そう索さくにあいつらも投入するらしい」

「《ものまね鳥》さん、あいつらって……」

「勿論、《独断戦巧》と《戦略思考》だ。これ、最新の西浜学園情報な」

《ものまね鳥》は、テーブルの上に投げ出したブーツのつま先で、これ見よがしにマッチを擦こすると、硫い黄おう臭くささを漂ただよわせて新しい煙草に火を点つけた。

　そんな仕草をしても、注意する店員も、迷惑がる他の客もいない。がらんとした店内に人気は無く、彼らだけの貸し切りである。何故なぜならこの店内は、現実のファミレスではなく、この空間そのものが彼らが創つくり出した疑似異相パラスフイアであり、九領域の追っ手から逃のがれ、身を潜ひそめるための生活世界なのだ。その証しよう拠こに看板にもメニューにも、彼ら闘派の名前が記されていた。ウロボロス一三と。

　すでに《親和少女》も、現実から切り離されたこの店……ウロボロス一三での生活に慣れ、そろそろ空いてきた小腹のために、指先でテーブルをとんとんと叩たたいた。その瞬間、彼女の前にはメープルシロップがたっぷりかけられたガレットが忽こつ然ぜんと現れる。《親和少女》は、それをフォークで一口食べると、また嘆たん息そくした。

「せっかく《ものまね鳥》さんが動いてくれたのに、空から振ぶりなんて残念すぎますね」

　すると、さっきから黙だまっていた闘派指導者セクト・リーダー、《冥界神》がおもむろに口を開いた。

「うん……だけど僕は、もうひとつ確かめておきたい事があるんだ。前々からずっと気になっていたんだけど……」

「何をですか、《冥界神》さん？」

「うん。僕が《ものまね鳥》に、宇牙神リョウトだけでなく、一年Ａ組全員のデータを奪うばってくれと言ったのには理由があるんだ。もしかしたら、別口から真実にたどり着けるんじゃないか……そう思ってね」

　言うと《冥界神》は席を立ち、隣席に積まれた光球の山に近づいた。そしてその中から一際強い光を放つ、赤と黒の光球をつかみ取った。その光球は、宇牙神リョウトと同色だが、赤はより強く、黒はやや弱い。《親和少女》も、その光球が誰を意味しているか、すぐに分かった。

「《冥界神》さん、それ……」

　すると《冥界神》も、《月光騎》同様に指先から攻撃虚力を放ち、光球を解かい錠じようする。途端にあふれ出たデータに、《冥界神》たちは目をこらした。そして……




「え……」

「これは……」

「おい待て、つまり……」




《親和少女》は呆ぼう然ぜんとし、《月光騎》と《ものまね鳥》も驚きよう愕がくを露あらわにする。読み取った情報は予想だにしなかったものであり、彼らウロボロス一三が追う謎なぞに新たな側面がある事を示していた。

　だが一人、《冥界神》だけは、その答えを予見していたように、安あん堵どの微び笑しようを浮かべていた。《冥界神》は、愛いとおしそうにその光球を愛あい撫ぶする。《親和少女》の目には、まるで長年探し続けてきた宝玉にも見えた。

「……そうか、薄うす々うすそうじゃないかと思っていたけれど、僕の勘かんは当たっていたね。どうやらこの事件の謎を解くには、ここを攻せめる必要がある」

《冥界神》は三人の仲間に視線を向け、新たな指示を下した。

「もっと情報を集めよう。ただし宇牙神リョウトだけではなく、彼の……」







　　　【Phase.3　追い詰つめる】







　翌日は、朝から雨雲が空を覆おおっていた。風はびゅうびゅうと強く吹きすさび、重たい湿しつ気けが大気に満ちている。今にも雨が降り出しそうな天気だ。

　俺おれは、学校への坂を上りながら、厚く垂れ込めた雲を見上げた。

「なんか台風が来るみたいだな。まだ六月なのに」

「天気予報では、お昼過ぎから雷らい雨うになるそうです」

　一いつ緒しよに登校する小こ春はるも、不ふ穏おんな天候に顔をしかめている。

「今日は授業が終わったら、早めに帰宅した方が良さそうですね」

「って事は、外での修行は無し？」

「いいえ、雨が降ろうが槍やりが降ろうが……」

「そのセリフ、もう聞き飽あきた……」

　うなだれつつ俺が登校すると、校門傍そばの掲けい示じ板ばんに人だかりが出来ている。近づいてみると、Ｓ・Ｔ・Ｎ・Ｈ、つまり西にし浜はま学園生徒及および教職員に対する布告が貼はられていた。

『統とう轄かつ命令第六五二号。安全保障上の理由から、本日放課後より、全生徒の術力データを再取得するものとする。第一統轄学がく斗と隊隊長　聖しよう護ご院いんアッシュ』

「さすが第一統轄、やる事が早いな」

　俺がつぶやくと、小春が首を傾かしげた。

「もしや若さま、この件を御ご存ぞん知じだったのですか？」

「ん、まあな」

　うなずいた俺は、後ろからぽんぽんと肩かたを叩かれた。

「おはよう、宇う牙が神じんくん、松まつ下したさん。見てくれたあれ？」

「おー、ミィさん」

　第一統轄の腕わん章しようを付けたミィさんは、どうやら掲示板の脇わきに立ち、疑問に答える説明役を仰おおせつかったらしい。第一統轄隊員として張り切ってその任務に就いている。

「書いてある通りだよ。今朝、急に聖護院隊長が言いだしたんだ。この前、現れた介罪人クリミナルはまだ校内に潜せん伏ぷくしている可能性があるし、もしかしたら生徒の中に協力者がいるかもしれない。それを探り当てるために、全生徒の身体調査を行うんだ。だけどこれって……宇牙神くんの発案なんだって？」

　ミィさんの問いに、小春も驚おどろく。俺はうなじを搔かきながら、それを認めた。

「まあな。校内にはいろいろ警けい戒かい術が張られてるが、もっと精せい緻ちな術で生徒全員を調査する必要があると思う。だけど俺が言いだしたって話は内ない緒しよだぞ」

「どうして、宇牙神くん？　第一統轄の中でも、これは妙みよう案あんだってみんな言って……」

「あのな。俺がみんなを疑ってるなんて、思われたくないんだよ」

「でも疑ってるんでしょ、実際」

「う……ん。でも俺は、こういう事を先頭きってやりたくないのだ。だからアッシュと第一統轄に押おしつけたってワケ」

「うわ、酷ひどいよそれー。みんなの恨うらみを買うのは第一統轄じゃないかー」

　ミィさんが頭を抱かかえると、ようやく小春も納得した。

「なるほど……昨夜、電話をかけていらしたのは、聖護院の若さまだったのですね」

「ああ、こういう広域調査は、アッシュみたいな組織力を持つ領域士イグザルタスにやらせた方がいいと思ってさ。それにあいつ自身、早く介罪人を捕らえたくて焦あせってると思って」

　俺が説明すると、ミィさんもうんうんとうなずいた。

「ここだけの話、そうなんだよね。特に宇牙神くんが校長先生の直属になって以来、急に僕らにも『何としてでも第一統轄の手で介罪人を捕らえろ』って言いだしてさ。あれはどう考えても、宇牙神くんへのライバル心だと思うよ」

「ふんっ、そんな競争心に心乱れてるようでは、まだまだ修行が足りんな」

「そりゃ宇牙神くんと松下さんに比べたら、誰だれだって修行は足りてないよ。て言うか、二人とも修行好きすぎ」

「いや俺は別段、好きで修行してるワケでは……」

「じゃあ伝えたからね。あ、弥勒みろく寺じさん！　あれ見てくれた？」

　ミィさんは俺の抗こう議ぎには耳を貸さず、登校してきたユリに向かって駆かけ出し、また同じ説明を始める。けど俺がアッシュに具申した事はもうひとつあるんだ。そしてその日の放課後……




《神しん智ち》校舎。そう呼ばれる建物が、西浜学園にはある。この学校は、本校舎を中心として、その周囲に九棟むねの領域別校舎が配置されている。灰色の領域色シエイドに塗ぬられた《神智》校舎もそのひとつで、当然そこには《神智》領域士生徒育成用の専門施し設せつ、《神智》専門図書館などがあった。

　俺たち一年Ａ組の最後の授業は、その《神智》校舎で行われた。広い階段教室にまばらに座った俺たちは、伊い坐ざ凪なぎ先生が黒板に示す基き礎そ鍛たん錬れん理論を眠ねむ気けと戦いつつ、ノートに取っていく。

　窓には、午後から降り始めた雨が強く吹ふき付けていた。天気予報の通り、遠くで雷かみなりの音も聞こえ始めている。早く帰らないとずぶ濡ぬれになりそうだなと誰もが思った頃ころ、救いのように、終業のチャイムが鳴った。

「ではこれで授業を終わります。ただし、皆みなさんもう少しこの教室に残るように」

　伊坐凪先生が妙みような事を言うと、同時に階段教室へ一団の生徒たちが入ってきた。先頭きって教きよう壇だんに立ったのは、第一統轄の腕章を付けた聖護院アッシュである。

「そのまま席に着け、一年Ａ組！　第一統轄である。今から術力データの再取得を行う。許可があるまで教室から出ないように！　準備が整うまでしばらく待機せよ！」

　アッシュに続いて、ばらばらと第一統轄の面々が階段教室に入り、一年Ａ組を包囲するように配置された。

　みんなもデータ再取得の件は知っていたが、まさか抜ぬき打うちだとは思っていなかったらしい。しかもこんな雨の日に帰れないと分かると、こそこそブーブー文句を言い始めた。

「なんで急に居残れとか言い出すんだよ、第一統轄はー」

「仕方ないでしょ、介罪人を見つけるためなんだから」

「俺、バイトのシフト入ってたのによー」

「俺なんかデートの約束入ってたんだぜ」
















「ああ、いつものエアデートですかご苦労様です。今日の予定はエア手つなぎ？　それともエアキス？」

「うわーん！　俺のエア彼女とエア青春を馬ば鹿かにするなー！」

　と第一統轄への恨み節を吼ほえているが、実は抜き打ちでやれとアッシュに提案したのは、他でもない俺なのだ。なにしろ相手は、狡こう猾かつな介罪人である。奇き襲しゆう調査でもしなければ見つかるはずがない……と思った次第。すまん、許せ、みんな。

　だがそんな内心はおくびにも出さず、俺は階段教室の隅すみで、クラス全体を眺ながめていた。

「……宇牙神くん、コーヒー飲まない？」

「あ、森もり北きたさん、ありがと。いただくよ」

　俺は、いつものように森北さんの魔ま法ほう瓶びんから深煎いりブレンドをもらって一口すすった。六月なのに、コーヒーは湯気を立てている。午後からの雨で、少し肌はだ寒ざむくなったせいだ。ユリもパックのイチゴ牛乳をちゅーっと吸いながら、雨を見やった。

「嫌いやーね、早く終わらないかしら。どんどん雨が強くなるじゃない」

「ん……」

「ちょっとリョウちゃん、私の話聞いてる？　さっきからボーッとしちゃってさ」

「ん、ああ、聞いてる聞いてる。死ぬほど聞いてる」

「何そのテキトーな返事。あれ、小春ちゃんは？」

「今日はあっちだ」

　俺は、だいぶ離はなれた席にたたずむ小春を指さした。

「珍めずらしいわね。小春ちゃんがリョウちゃんの傍から離れるなんて」

「ん、ちょっとな」

　実はこれも、介罪人対策の一いつ環かんなのだ。俺はアッシュに、まず一年Ａ組から調査してくれと頼たのんでいた。介罪人の狙ねらいが俺である以上、一年Ａ組に協力者が潜ひそんでいる可能性が高い。だから布告一日目にうちのクラスが抜き打ち検査を受ける事も分かっていた。

　けどもし本当に介罪人なり堕落者ロストネームがクラス内にいたらどうなる？　そいつは捕ほ縛ばくから逃のがれるため、必死に抵てい抗こうするだろう。そうなった場合、クラスのみんなを戦せん闘とうに巻き込む事になる。だから俺と小春は、あえて離れて席に着き、クラス全員を守れるよう身構えていた。決してボーッとしてるんじゃなく、むしろいつ戦闘が始まってもいいように、気を配っていたのだ。

　だがユリは、そんな俺の警戒には気づかぬようで、急に顔を寄せてきた。

「あ、あのね、リョウちゃん……」

「なんだよ、妙にすり寄ってきて」

「実はその……この前、森北さんとも話したんだけど、気になる事があって……」

　見れば森北さんも、こくんと小さくうなずいている。どこか思い詰めた様子。ユリもやけに声を潜め始めた。

「これ私の勝手な推測で……詮せん索さくするのはちょっと失礼かもだけど……」

「おい、やけに深刻な顔だな」

「うん……実はね、もしかしたら……」

　するとそこへ、第一統轄の腕章を付けたミィさんが教室へ入ってきた。

「聖護院隊長、全員揃そろいました。データ取得はいつでも始められます」

「ご苦労、片かた岡おか隊員。君も待機しておけ」

　アッシュから指示され、ミィさんも教壇の左右に並ぶ第一統轄隊員の列に加わる。さてそろそろ始まるか、俺がそう思った時だった。




「……お待ちください！」




　急に、小春が立ち上がった。その表情は強こわばり、瞳ひとみは信じられぬものを見たように震ふるえている。明らかに異変を察知した様子。けど俺も、一年Ａ組のみんなも、アッシュも第一統轄も、伊坐凪先生すら何が起こったのか、すぐには分からなかった。

　だがもう一人だけ、異変に気づいた者がいた。それは……




「……どういう事……？」




　教室の席から立ち上がったのは、ミィさんだった。小こ柄がらなミィさんも震えながら、教壇の方を見下ろしている。その大おお仰ぎような驚き方に、みんなも動どう揺ようした。

「なんだよ、ミィさん？」

「そんなに震えてどうしたの？」

「大おお袈げ裟さに驚くなよ。お前、第一統とう轄かつなんだから抜き打ちで来る事も知って……」




　誰かがそう言った時。

　ようやく、俺もみんなも気づいた。

　そして教室の席から立ち上がったミィさんを見つめ、それから教壇の脇に並ぶミィさんを見つめた。ユリも悟さとって、腰こしを浮うかせた。




「ミィさんが二人……！」




　そう、俺たちの眼前で、まったく同じ顔の片岡光みつ也や、通つう称しようミィさんが、お互たがいに驚きながら見つめ合っているのだ。勿もち論ろん、背格好も一いつ緒しよ。聞こえてきたのもミィさんの声だ。唯ゆい一いつの違ちがいは、『教壇のミィさん』が第一統轄の腕わん章しようを付けている事だけ。そして二人のミィさんは、互いに指先を突つきつけ合った。

「だ、誰だ、君は！」

「君こそ誰だ！　僕は片岡光也だ！」

「そんなの噓うそだ、僕が片岡光也だ！」

「違います！　信じてください、聖護院隊長！」

「いいえ、僕を信じてください、伊坐凪先生！」

　必死に叫さけぶ声も同じで、教室もざわつきだした。

「おい、どっちが本物だよ！」

「ずっと教室にいた方が本物でしょ？」

「だけど教壇にいる方が偽にせ者ものって事あるか？　第一統轄と一緒にいたら、バレそうなもんだろう！」

　ユリも、この現実から予測される事態に身を固くしていた。

「リョウちゃん、まさかと思うけど……」

「そういう事だ。俺たちがずっと、二人のミィさんと接してきた……って可能性もある」

「そんな……！」

　絶句する森北さんに、俺は力強くうなずいてみせる。

「そう。介罪人はミィさんに成りすまし、俺たちと会話を交わして情報を得ていたかもしれない。それどころかミィさんに化ければ、第一統轄に潜もぐり込み、この学校の機密に触ふれる事も可能だ。アッシュにも分かってるだろうが……」

　思った通り、常は冷静なアッシュも硬こう直ちよくしている。あいつも、身近に介罪人が潜り込んでいた可能性に気づいたのだ。そして伊坐凪先生も二人のミィさんを見比べ、不敵に破顔した。

「なるほどね。さすが我が校に忍しのび込んだ介罪人だけあるわ。化けるのがお上手だこと。さてどちらが本者で、どちらが偽者か……それとも二人とも偽者なのか……または……」

　と、先生が言い終わる前に、聖護院アッシュが動いた。指先から灰色の術光オーラを瞬またたかせ、素早く二つの光輪を描えがく。すると光輪は、二人のミィさんの頭上に飛ひ翔しようし、いっそう明るく輝かがやいた。

　多分、第四難度の領域計測術〈グシオンの深遠なる走査〉。過去と未来の公こう爵しやくと呼ばれた領域軍師グシオンが編み出した術が、二人の領域士データを読み取っているのだ。恐おそらく、この術をもってクラス全員の調査を行うはずだったのだろう。

　しかし光輪に捕ほ捉そくされた瞬しゆん間かん、『教壇のミィさん』が出口に向かって駆かけ出した。だが光輪も後を追い、なおかつ不ふ穏おんな明めい滅めつを繰くり返す。咄とつ嗟さにアッシュが叫んだ。

「逃のがすな、そいつが介罪人だ！」

　反射的に、第一統轄の連中が色取り取りの攻こう撃げき術じゆつを放つと、出口付近で盛大な爆ばく発はつが生じた。校舎が揺ゆらぐほどの震しん動どうに、みな机にしがみつく。

「リョウちゃん！」「きゃっ！」

　俺は、ユリと森北さんを支え、弱まる爆風に目をこらす。やがて爆ばく煙えんが薄れると、『教壇のミィさん』が居た場所には、黒い床ゆかの染みが残されているだけだった。だが染みに見えた物はゆっくり、じぶじぶと苦く悶もんするように呼吸し、蠢うごめいている。

　教壇から駆け下りたアッシュは、その流体を踏ふみつけると、第一統轄の面々に勝利の笑みを浮かべた。

「間ま違ちがいない、先日の介罪人だ。小こ癪しやくな手を使いおって……」

「では隊長、まさかこいつは片岡隊員に化けてずっと校内の動きを……」

「探っていたのだろう。第一統轄に潜り込めば、校内のあらゆる情報が手に入る。考えたものだな」

　アッシュの推測に、ミィさんが安あん堵どの息をつく。周囲のみんなも、やっと本物と分かってミィさんの肩かたを叩たたいた。

「良かったな、ミィさん。疑いが晴れて」

「う、うん……ホッとしたよ」

「けどまさかミィさんに化けてるとは……」

「それよか……げほっ、煙けむりが凄すげえぞ」

「スプリンクラー作動するんじゃね？」

　みんなは窓を開けて換かん気きしたり、床で蠢く流体を席から覗のぞき込んでいる。第一統轄の連中は握あく手しゆして、介罪人の捕縛を喜んだ。アッシュは携けい帯たいを取り出し、どこかへ連れん絡らくしている。恐らく学校側に捕縛の報告をするつもりなのだろう。

　だけど、俺は……




「安心するのは早えぞ、アッシュ」




　俺は席から立ち、教室中に聞こえるように言う。携帯を握にぎったアッシュは、迷めい惑わくそうに顔をしかめた。

「何事だ、リョウト？　介罪人は捕とらえた。もう何も問題はあるまい」

「だからお前は甘あまいんだ、アッシュ。よく考えろ。どうしてその介罪人は、わざわざ第一統轄の腕うでききが集まってる所へ姿を見せたんだ。相手は、お前が《神しん智ち》の使い手って事も知っている。いくら巧こう妙みように化けても、すぐに術を打たれて、正体が露ろ見けんすると分かっていたはずだ」

「そう言われれば……」

　ユリも納得すると、教室に満ちていた安堵と歓かん喜きが消え失うせる。すると静まりかえった階段教室に、小春の声も響ひびいた。

「仰おつしやる通りです。それに先日戦った介罪人は、若さまが取り逃したほどの介罪人……失礼ながら、今の攻撃で倒たおれる程度の輩やからではないと愚ぐ考こういたします」

「では我々が倒したこれは何だと言うのだ、松下小春……いや《戦せん略りやく思し考こう》？」

　アッシュが、靴くつの下で這はいずる流体を指し示すと、小春は声を低めた。

「恐らく擬体ダミー。第一統轄の皆みなさまがデータ取得を行うと知り、自らがこの教室から逃にげるため、陽動のために放った囮おとりだと思われます」

「つまり介罪人は、この教室に……いや一年Ａ組にいる」

　俺は、嫌いやな断定を口にした。

「けど不意にデータ取得されると知り、介罪人も焦あせったはずだ。だから囮を生み出して、全員の注意を偽者のミィさんに引きつけた。そして俺たちが囮を倒して安心しているうちに逃げるつもりだったのさ。だからそいつは今、安心も喜びもせずに、できるだけ目立たないように、一人だけこの教室から出て行こうとしている……」

　言いながら、もう俺は気づいていた。背筋に走るのは、冷たい感かん触しよく。肌はだに突つき刺ささる悪寒は、骨をも凍こおらせるほど。それはこの世ならざる物……異相ネガスフイアの力を感じた自覚に他ほかならない。しかも近い。俺は、その悪寒を放つ相手にゆっくり振ふり返った。自分でも、まさかと思いながら……




「そうだよな、エルヒコ？」




　小春が、ユリが、森北さんが、本物のミィさんが、そして一年Ａ組全員が、階段教室後ろの扉とびらを振り返る。そして聖護院アッシュが、第一統轄の面々が、伊坐凪先生が、その男に視線を突き刺す。

　扉の傍そばにはいつの間にか、たった一人、矢や野のエルヒコが立っていたのだ。

「え、俺？」

　エルヒコは、いつもの調子で不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「あのなあ、宇牙神。いくら何でも俺を疑うとは、情けないぜ。俺とお前は一心同体学がく斗と隊。入学以来、ずっと一緒に戦ってきた仲間じゃねえか。ここに居たのは、たまたま席が一番後ろだったからで、別に逃げるつもりなんて……」

「では受けてください、第一統轄の皆さまの異相走査術を」

　小春が、冷れい徹てつな声音で割り込んだ。

「クラスメイトを疑うような真似まねは、若さまも私もしたくないのです。しかし今、疑ぎ惑わくを晴らすにはそれしかありません。それでもあなたが無実なら……」

「その時は謝るよ、エルヒコ」

　俺も、一歩近づいて言った。

「けど今は、中ちゆう途と半はん端ぱに遠えん慮りよしている場合じゃない。これは西浜学園全体の……いやもっと大きな危機に繫つながるんだ。恨うらむなら俺を恨んでいいから」

　すると第一統轄の連中が、ざざっと走り出し、エルヒコを包囲した。アッシュも、エルヒコに視線を据すえて、教室中央の階段をゆっくり上ってくる。

「なるほど、言われてみればリョウトの言う通りだ。では念のため、予定通り一年Ａ組のデータ取得を始めよう。まずは君からだ、矢野エルヒコ……」

　アッシュの目に宿った本気の戦意に、エルヒコはさらに顔を歪ゆがめる。

「てめえら、そこまで俺を……」

「エルヒコ、素直に術を受けろ！」

「だけどなあ、俺は本当に無実なんだよ！　俺は正しよう真しん正しよう銘めいの矢野エルヒコ！　偽者のミィさんみたいにどろどろになんてなれやしねえって！　みんな信じてくれ！　俺は、俺なんだよ！」

　その絶ぜつ叫きようを聞いて、一年Ａ組に動どう揺ようが広がった。正直俺だって、自分の推測が外れたかもしれないと一いつ瞬しゆん思った。それほどまでにエルヒコの叫さけびは深刻で、疑われた事に本気で怒おこっている。あまりの悲痛さに、森北さんは俺の腕を握りしめた。

「宇牙神くん、本当なの？　本当に矢野くんは……」

　しかし第一統轄の連中に、そんな泣き落としは通用しなかった。アッシュを始めとする《神智》領域士たちは、手に手に灰色の術光を灯ともして、エルヒコに異相走査術を打とうと身構え始める。

　するとエルヒコの声がさらに上ずった。

「畜ちく生しよう、どうして誰だれも俺を信用してくれねえんだ！　俺は本当に矢野……お……お……お……おあああああああああっっ！」

　その時、エルヒコの様子が急変した。叫ぶうち、急に白目を剝むき、天てん井じように向かって大きく口を開いたのだ。だがもう絶叫は聞こえてこない。ただエルヒコの身体からだの内側から、喉のどを通って何かが這いずり出てくる。口からあふれ出て来たのは、真っ黒な流体。それがごぼごぼとエルヒコの口からあふれると、床に流れ落ち、やがて人型に立ち上がった。

「……やはり！」

　俺が席から飛び出すと、流体を吐はき終わったエルヒコは意識を失って倒れた。代わりに現れた流体はうねりながら、等身大の人間へと変じていく。もはや真っ黒な粘ねん体たいではなく、顔立ちもはっきりさせたその男は薄ら笑いを浮うかべた。

「……バレちまったか。さすが宇牙神リョウト、異相を察する勘かんは尋じん常じようじゃねえな」

　恐らく三○代。モノトーンのジャケットを着た長身の男は、無造作に伸のばした髪かみを手で撫なでつけた。指に嵌はめられた幾いくつもの指輪には、骸がい骨こつや怪かい物ぶつの彫ちよう刻こくが施ほどこされている。そして俺たちを睨ねめつける視線も、やけに冷れい酷こくで、血に飢うえた化け物じみていた。

　俺も遠巻きに、その視線と睨にらみ合った。

「闘派セクトウロボロス一三所属、位階一二の介罪人《ものまね鳥モツキンバード》だな？」

「ああ。知っていたか」

　正体を現した《ものまね鳥》は、全身から異相の力を放っているらしい。それを検知した校内の警けい戒かい術が反応し、非常ベルが鳴り響く。俺は、その音に負けないように、声を飛ばした。

「……お前、エルヒコの身体を乗っ取っていたのか」

「身体だけじゃねえぜ。心もな。俺は本人に気づかれないうちに体内に入り込み、そいつと共生できるのさ。そして俺が望んだ時には本人を操り、本人のように喋しやべり、成りすます事ができる。だから呼ばれてるんだよ、《ものまね鳥》ってな」

「いつからエルヒコを操っていた？」

「いつから？　ずっとだよ。このガキが入学した時からずっと、こいつの腹の中に潜もぐり込み、この学校の情報を集めていた。特に宇牙神リョウト、お前のな……」

《ものまね鳥》は包囲されてなお、余よ裕ゆうありげに語り続けた。

「それが俺の任務さ。宇牙神リョウトの傍に潜ひそみ、他の仲間を支し援えんする。《錆びた釘ラステイネイル》の作戦を援えん護ごした事もあるんだぜ。お前たちはまったく気づかなかっただろうが」

「《錆びた釘》……どういう意味だ？」

「くくくっ……あれを覚えているのは、弥勒寺の娘むすめだけだろうな」

　そう言われて、ユリが眉まゆをひそめた。

「私……私に何したって言うのよ!?」

「忘れたのか、お嬢じようちゃん？　あんたが宇牙神リョウトのマンションに行こうとした時、俺はあんたの手を引いて、『ラピスラズリ』に連れていき、《錆びた釘》の人質にしてやったのさ。勿もち論ろん、矢野エルヒコが疑われないように、俺自身も人質になってな」

「あ……」「じゃあ……」

　ユリと森北さんが思い至った時、俺の脳裏にも二ヶ月前の場面が甦よみがえった。《錆びた釘》を捕らえた時、俺はエルヒコに『見張っててくれ』と頼たのんだ。けどエルヒコはあまりにも無様に《錆びた釘》に突つき飛ばされた。恐おそらく、あれも芝しば居い。

　すると本物のミィさんが、声を上げた。

「でもエルヒコくんは、ドリームパークで僕らをかばって最後まで戦おうと……」

「おー、あれも芝居だ。本当は最後の一人に残った振りをして、プリンセス城で戦う《月光騎ムーングロウ》たちの応おう援えんに行くつもりだったのよ。もっとも聖護院の坊ぼつちゃんが駆かけつけたせいで、行く理由が無くなったけどな」

　その言に、アッシュも頰ほおをひくつかせ、怒いかりに駆られたように鋭するどい声で命を下した。

「逃のがすな！」

　叫きよう喚かんと共に、第一統とう轄かつの連中が《ものまね鳥》めがけて術を打った。

「〈レノーヴの華か麗れいなる色しき彩さい〉！」

　まず放たれたのは、第四難度の《神智》視認強化術。六人がかりで領域重複強化オーバースタツクされた術は、第一○難度相当に上じよう昇しようし、オーロラ状に展開された灰色の術光は、《ものまね鳥》の全身にまとわりつくや、ばちばちと火花を生じさせた。表現の公こう爵しやくレノーヴが編み出した術は、敵の本体を際だたせる力を持つ。これでもう不可視にはなれない。

「〈デカラビアの恒こう久きゆうたる停てい滞たい〉！」

　続いて打たれたのは、第五難度の《鎮ちん守じゆ》限定虚力ネガスペル封ふう鎖さ術だ。五ご芒ぼう星せいの侯こう爵しやくデカラビアの術は、まさしく輝かがやく五芒星となって《ものまね鳥》の足下に出現する。魔ま法ほう陣じんのような局所に強力な術を展開するのが、デカラビアの特とく徴ちようだ。五芒星の内にある間は、虚力を発揮できず、従って流体となって逃れる事もできない。この術も六人がかりで領域重複強化され、《ものまね鳥》の逃とう走そうを完全にくい止めている。

　とどめとばかりに、聖護院アッシュが最後の術を放った。

「〈マルバスの凍いてつきし氷ひよう獄ごく〉！」

　叫んだ瞬しゆん間かん、気温が急激に低下した。第六難度の個体捕ほ縛ばく術は、雪ゆき嵐あらしの如ごとく渦うず巻まき、《ものまね鳥》に巻き付いていく。術に包まれた介罪人の身体が、ぴしぴしと音を立てて凍り、床ゆか面めんの五芒星に完全に固定されると、第一統轄の面々が快かい哉さいを叫んだ。

「お見事です、聖護院隊長！」

「やりました、捕縛成功ですよ！」

　見事な連れん携けいを成したアッシュは、満足そうに微び笑しようする。俺も、第一統轄の腕うでには目を瞠みはった。さすが校内きっての優ゆう秀しゆうな使い手を集めただけある。多分、あらかじめ捕縛する手順を事前に打ち合わせていたのだろう。

　だが……《ものまね鳥》がにやりと笑った途と端たん、その凍りついた身体が爆ばく発はつしたように蒸気を放った。《ものまね鳥》の放った灼しやく熱ねつによって〈マルバスの凍てつきし氷獄〉が瞬間融ゆう解かいされ、ばしゃっ！　と一瞬にして水に……いや熱湯に変わってしまったのだ。

「馬ば鹿かな！」「隊長の術が！」

　アッシュたちは驚おどろくが、相手は位階一二の介罪人だ。つまり領域士で言えば、許容度スロツト一二相当。しかも変容型アルタードである以上、自分の肉体を変形させるだけでなく、その体温を急上昇させ、第六難度の術を溶とかすぐらい出来て当然だろう。しかも熱湯は周囲にぶち撒まかれ、〈デカラビアの恒久たる停滞〉を維い持じしていた第一統轄の生徒たちに降り注いだ。

「うああっっ！」「熱っ……！」

　悲鳴と共に、床に描えがかれた五芒星が霞かすみ、術力も薄うすれる。瞬間、《ものまね鳥》は拘こう束そくを脱だつし、濛もう々もうたる湯気に紛まぎれて教室後ろの扉とびらから出て行った。

「追うぞ、小春！」

「はい、若さま！」

　すでに俺も領域因子ポテンシアを活性化させていた。

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動！

　▼▼▼威い力りよく強化！

　▼▼〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉自動発動！

　▼▼▼威力強化！

　俺と小春は、威力を増した二つの術で彗すい星せいの如く廊ろう下かを疾しつ走そうする。踏ふみ出す一歩は、わずかに地面を蹴けるだけで十数メートルを駆け抜ぬけ、一気に《ものまね鳥》に追いつき、瞬またたく間まに追い越こす。急ブレーキをかけた俺は、腕から黒い術光を放った。

「二度も逃にがすか！」

　俺は、第三難度の遠えん距きよ離り打だ撃げき術〈グラシアの憎にくまれし鉄てつ鎖さ〉に術分ぶん岐きをかけ、《ものまね鳥》めがけ黒い電でん撃げきの鞭むちを叩たたきつける。鞭は俺の手元で二本に分岐し、逃げる《ものまね鳥》を左右から襲おそった。

「こっちも必死なんだよ、宇牙神の！」

　追い詰つめられた《ものまね鳥》も、再びゼリーのような流体に変わると、凄すさまじい速度で壁かべに這はい上のぼった。そして俺の術を避さけるや、廊下の窓をぶち破って校庭に飛び出した。地面に降りた瞬間、流体は再び人間の姿に戻もどり、泥どろを蹴立てて走り去る。

　それを追って、小春が叫んだ。

「紅煉獄三叉剣トライブレード！」

　小春の体内に領域因子化クローズドされていた領域兵器アームズが、やはり窓を破は壊かいして、介罪人めがけて飛んでいく。三本の刃はを有したそれは猛もう速そくで回転しつつ、《ものまね鳥》の進路を阻はばみ、介罪人が向きを変えると、自律飛行してそれを追う。

「しつこいっ！」

《ものまね鳥》は、執しつ拗ように追ってくる紅煉獄三叉剣に苛いら立だった。するとその両手がぶんっ！　と震しん動どうし、湾わん曲きよくした短たん剣けんが現れる。いわゆるククリナイフ。ネパールの山さん岳がく民族に伝わるその剣は刀身が重く、さしたる筋力を用いずとも高い殺傷力を発揮する。そのナイフを左右逆手に持ち、《ものまね鳥》は飛び来る紅煉獄三叉剣を払はらい除のけた。

　その間に、俺と小春も校庭へ走り出た。身体に風雨が吹ふき付け、ごおごおと風鳴りが校庭を行き過ぎる。遠くで雷らい鳴めいも響ひびく中、俺は一気に介罪人に肉にく薄はくした。そして俺の動きに反応して……




　ぎぎ。ぎぎ。ぎぎぎ。




　俺の体内で、あれが鳴動を始めた。金属の牙きばがこすれ合い、不快な摩ま擦さつ音が俺に呼びかけてる。早くここから出してくれと。早く自分を抜いてくれと。

　分かってる。相手は位階一二の介罪人だ。たとえ小春と二人がかりでも、勝利するにはあれを使うしかない。俺もそのつもりで、素早くそれを抜き払った。

「片をつけるぞ、《ものまね鳥》！」

　俺の右みぎ腕うでから《苦く行ぎよう》の赤い術光が、左腕から《滅めつ殺さつ》の黒い術光がほとばしる。さらに身体から放った黄金の術光、《創そう成せい》の力が一ひと塊かたまりとなって、全長三メートルの領域兵器に実体化した。その輝く刃に、《ものまね鳥》は顔面を引きつらせた。

「抜きやがったな、殺戮神影刀デア・ジエノサイド！」

　俺は、第五難度の《滅殺》＋《苦行》＋《創成》の複合領域兵器クロス・アームズ、刃は渡わたり二メートルの直刀を上段から振ふり下ろした。《ものまね鳥》は必死に身をかわすが、殺戮神影刀はわずかにかすっただけで、介罪人の右腕を肘ひじから斬きり飛ばした。しかも術光を帯びた刃に触ふれて、斬られた腕は空中で燃もえ尽つきてしまう。

　しかし《ものまね鳥》は慌あわてもせず、俺の間合いから大きく飛び退のいた。

「片手ぐらいっ……！」

　切断された《ものまね鳥》の腕からは鮮せん血けつなど出ず、代わりに切断面が急激に盛り上がり、瞬時にして再生してしまった。分ぶん裂れつ可能な肉体は、急激な細さい胞ぼう分ぶん裂れつによって体組織を再生できるのだろう。

　それでも俺は、続けざまに二の太刀たちを振るう。今度は真正面。《ものまね鳥》は、左腕に残ったククリナイフで俺の一撃を捌さばこうとした。だが殺戮神影刀は、ククリナイフを叩き斬り、そのまま《ものまね鳥》の左腕も切断する。しかし介罪人が後退する間に、またもその腕は再生していた。

　だがその時にはもう、《ものまね鳥》の背後に小春が回り込んでいた。紅煉獄三叉剣を手に戻した小春は、それを回転させ、《苦行》の肉体強化術を込めて、渾こん身しんの一撃を介罪人の背中に浴びせたのだ。

「覚かく悟ご、《ものまね鳥》！」

「かしずき、てめえ……」

　背後から袈け裟さ懸がけにされた《ものまね鳥》が、大きく傾かしぐ。

　俺もさらに踏み込こみ、三の太刀で《ものまね鳥》の右みぎ脚あしを斬り払い、返す刀でまた左腕を切断した。それでも《ものまね鳥》は再生を繰くり返すのだが……

「ぐ……が……ぐっ……」

　介罪人は、がくがくと震ふるえながら動きを停止した。その顔は、この数秒だけでげっそりと瘦やせこけ、身体からだも腕も足も、骨張った老人のように細くなっている。俺は、立つ事すらままならぬ《ものまね鳥》に、殺戮神影刀の切っ先を向けた。

「これしか無いと思ったよ。再生を上回るダメージを与あたえるしかないってな。けど喋しやべってる暇ひまは無さそうだ」

　そう、確かに《ものまね鳥》は弱体化したが、こうしている間にもぴくぴくと身体中の筋肉が蠢うごめき、次第に再生を始めているのだ。このまま打撃を与え続けるしかない。

　小春も、紅煉獄三叉剣を構えて言った。

「観念なさい、もう逃げられません。あなたは巧たくみに立ち回った。しかし私と若さま、二対一で勝てるはずがない。それに……」

　そこへようやく階段教室からユリやアッシュ、第一統轄の連中も駆けつけてきた。

「リョウちゃん、援えん護ごするわ！」

「リョウト、ここは第一統轄に任せろ！」

　誰だれもが雨にも構わず、校庭へ飛び出し、《ものまね鳥》を包囲しようとする。それでも介罪人は、煙草たばこの脂やにに染まった黄色い歯をにいっと見せた。

「て、てめえこそ、その大層な武器を何度も使えるのかよ。俺の聞いた話じゃあ、案外そいつに振り回されてるって噂うわさだぜ？」

　確かに、俺は殺戮神影刀の反動を堪こらえながら、斬ざん撃げきを浴びせている。こうして握にぎっている間も、がくがくと腕の骨が揺ゆさぶられるほどだ。けど俺は、呼吸を整えて答えた。

「あいにく俺も成長してるんだよ。この刀の扱あつかいにもだいぶ慣れた」

「そ、そうか……あいつにも教えてやらなきゃな」

「あいつって誰だ？」

「この前、その刀で斬られたあいつだよ」




《ものまね鳥》がそう告げた時。




　頭上で雷鳴が轟とどろき、西浜学園の校内スピーカーがさらなる警報を発した。

『異相警報発令！　異相警報発令！』

『本校警けい戒かい区域内に、虚力反応、急速に接近中！』

『異相襲しゆう撃げき危険度Ａ！』

『西浜学園、第一級戦せん闘とう配備！』

　と同時に、校内各所に事前付帯された《鎮ちん守じゆ》の広域防ぼう御ぎよ術が起動し、青い術光が学校全体を覆おおうように展開する。さらに西浜市内の公共スピーカーからも、危機を知らせる声が雨の街に響き渡わたった。

『ただ今、西浜学園より異相警報が発令されました！』

『外出中の市民の皆みなさんは、直ちに屋内に避ひ難なんしてください！』

『繰り返します、直ちに……』

　警報が鳴り響くうち、青い広域防御術は西浜の中心部にも広がっていく。辺りが、まるで青いオーロラに包まれたようにぼおっと輝かがやくと、駆かけつけたユリが上空を見上げた。

「え、何……何なのこれ……」

「新手だとっ……!?」

　アッシュが奥おく歯ばを軋きしませた時、俺たちの頭上で雷鳴よりも遥はるかに凄まじい音が立て続けに轟いた。天空から降り注いだ何十もの、いや何百もの攻こう撃げき虚力が、西浜学園を守る《鎮守》の防御術に命中したのだ。耳をつんざく衝しよう突とつ音に、俺はすぐさま反応した。

「来るな、ユリ！　アッシュ！　これは……！」

「若さま、お逃げください！」

　察して小春が、俺へ駆け寄ろうとする。

　けど俺は、加速した肉体でユリ目指して疾走した。頭上では、攻撃虚力を受け止めた防御術が、あまりの負荷に耐たえきれず、悲鳴のような破は砕さい音を立てて裂さけていく。術の障しよう壁へきを突とつ破ぱした攻撃虚力は、そのまま校庭にいるユリやアッシュめがけて落下してきた。

「退避っ！」

　アッシュは叫さけんで、あらん限りの術力を用いて跳ちよう躍やく、後退した。敵の攻撃を受け止める事に特化した《鎮守》領域士のアッシュにとって、回避とはすなわち敗北を意味する。あいつにも分かっているのだ。落下してきた虚力が、自分の術では受け止めきれないと。

　だがユリには、術を受け止める事も回避する事もできず、辺りを揺るがす轟ごう音おんによろめくだけだった。

「きゃああああっっ！」

　俺は、秒以下の時間でユリの傍そばに走り、彼女の腰こしをひったくるように抱かかえた。わずかに遅おくれて、前後左右に攻撃虚力が着ちやく弾だん。衝撃と水柱の如ごとく立ち上る泥どろ水みずが、俺の行く手と視界を遮さえぎる。だがそのわずかな隙すき間まを縫ぬって疾走。さらに着弾。着弾。着弾。拡散した虚力が、俺の腕を切り裂き、背を焼こうとも、ユリを抱えて《神しん智ち》校舎へ駆け戻る。

　ようやく爆ばく風ふうを突つき抜け、校舎にたどり着くと、俺はユリの身体を下ろした。

「怪け我がないか、ユリ？」

「……リョウちゃん！」

　ユリは、青ざめた顔で俺を見つめている……と思った時、目に血が入った。どうやら額が裂けているらしい。それに腕も、背中も……ずたぼろになった俺に、小春が追いついて呻うめいた。

「若さま、申し訳ありません！　私がお守りするはずが……！」

「気にするな……」

「ごめんなさい、私のために！」

　ユリはずぶ濡ぬれのまま、あわてて第二難度の《霊れい命めい》接せつ触しよく単体治ち癒ゆ術〈ブエルの慈いつくしむ薬光〉を灯ともしてくれる。そこへ駆けつけた伊坐凪先生と一年Ａ組のみんなは、俺の姿に驚きよう愕がくした。

「宇牙神くん、これは……」

「おい、宇牙神、大だい丈じよう夫ぶかよ！」

「宇牙神くん！」「宇牙神、俺も手伝うぞ！」

　けど俺は、かぶりを振って言った。

「先生、ユリの事を頼たのみます。それからみんな、校舎に入ってた方がいい」

　そして俺は、校庭を振り返る。爆風が晴れると、まだそこには人ひと影かげが立っていた。介罪人《ものまね鳥》は逃にげもせず、こちらを見て笑っている。だがその傍には、西浜学園の防御術を、得意の飽ほう和わ攻撃でぶち破った新手の介罪人も立っていた。黒いロングコートを風雨にはためかせ、シュヴァイツァー・サーベルを握ったそいつは、唇くちびるに冷れい酷こくな笑みを浮うかべてみせた。

「そうだね、もう修練士デイサイプル風情が手を出せる状じよう況きようじゃない。ここから先は、僕ら虚力使ネガ・ウイザードいと領域士の殺し合いになる」

「《月光騎》！」

　小春が、俺を守るために紅煉獄三叉剣を構えて前に立つ。するとウロボロス一三の構成員にして位階一二の介罪人……奴やつの自じ称しようで呼ぶなら、飽和攻撃用・変容型虚力使いアルタード・ネガ・ウイザード、《月光騎》は、天空に生じた防御術の裂け目を指さした。

「でもね、西浜学園の諸君、これから僕らが見せる光景だけは見学すべきだよ。今からやっと……やっとやっと宇牙神リョウトが失った謎なぞを解き明かせるんだ。途と中ちゆう退場は、あまりにも惜おしいだろ？」

　ぎぎ。ぎぎぎ。ぎぎぎぎぎぎぎぎっ！

　俺の中で、またあいつが蠢きだす。
















　そして《月光騎》の台詞せりふに、クラスメイトたちがざわつき始めた。

「おい、あいつ何言ってんだ？」

「あいつら宇牙神の何を狙ねらって……」

　すると《ものまね鳥》も、雨う滴てきに濡れながら体勢を立て直した。

「俺たちが欲しいのは、宇牙神リョウトが三年前に起こした事件……その真相だよ。あの時、何が起きたか誰も知らず、誰も覚えていない……ああ、宇牙神リョウト本人もな」

「言うな、それ以上！」

　俺より先に、小春が前に出て叫んだ。

「若さまの過去には、指一本触ふれさせません……誰にも絶対に……絶対に！」

「小春、お前……」

「若さまを狙う者は、一人残らず私が誅ちゆう殺さつする！　捕ほ縛ばくなどしない！　二度と若さまに近づけぬようここで片をつけてみせる！」

　紅煉獄三叉剣を構える小春は、今まで見た事が無いほどの怒ど気きを放っている。常に冷静沈ちん着ちやくな《戦略思考》にしては、珍めずらしい激げつ昂こう。いやもしかして小春は……

　俺は、声を抑おさえて小春に呼びかけた。

「焦あせるな、小春。こいつらには、もう俺の記き憶おくに迫せまる手段は無いはずだ。落ち着いて討ち取る策を練れ。それがお前の役目……」

　だが言いかけた時……




　ぎぎ。ぎぎぎ。ぎぎぎぎぎぎぎぎっ！




　今までに聞いた事のない鳴動が、俺の内ない奥おうでわななき始めた。いや鳴動と言うより、何かを恐おそれてもがき、威い嚇かくのために咆ほう吼こうしているようにも感じる。その変調は、俺の肉体を震わせ、察して小春も表情を険しくした。

「どうなされました、若さまっ！」

　けど俺は、内から来る鳴動に耐えるだけで返事もできない。その様子を背中で悟さとったのか、《ものまね鳥》は感かん嘆たんの声を上げた。

「ほお……さすが釘ネイルの旦だん那なを葬ほうむった複合領域兵器……異相を感知する力は、宇牙神リョウト、お前より上手らしいな」

「……な……んだと……？」

「分からねえのか。お前の刀は、もう気づいてるんだよ。お前自身に危機が迫っている事に……いやこの学校に、この街に、とんでもねえ危機がな」




　ぎぎ。ぎぎ。ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎっっ！




　荒あれ狂くるうあいつに揺さぶられ、がくがくと震ふるえ始めた。もはや暴走に近い律動に、俺自身も戦せん慄りつする。なんだ。いったい何が起きるんだ。お前は何を恐れてる？

　思った瞬しゆん間かん、天空に爆光が生じた。それは真っ白に輝く流星じみていて、雨雲を割り、防御術の裂け目を通って、校庭向かってまっしぐらに落下してくる。そして地表に衝突するかに見えた途と端たん、光は波は紋もんのように辺りに広がり、その中心に……

「手段はあるんだよ、宇牙神リョウト」

　現れたそいつは、背後に白銀の髪かみの少女介罪人……《親和少女アフイニテイ》を従えて言った。

「それを証明するために、私はここに来た。お初にお目にかかる。私がウロボロス一三の闘派指導者セクト・リーダー……《冥界神エル・デイアブロ》だ」







　　　【Phase.4　神は汝なんじに真実を与あたえ給たもうなり】







「榊さかき原ばら筆頭、これをご覧ください！」

　西にし浜はま駅前には、巨きよ大だいショッピングモールと並んで、四○階建ての高層マンションがそびえている。その最上階に、西浜市と周辺町村を管かん轄かつする領派クラン、聖しよう護ご院いん家の戦闘情報センター、通つう称しようＣＩＣがある。広大なフロアには、数十名の聖護院家の領域士イグザルタスが常じよう駐ちゆうし、管轄地の警けい戒かいにあたっている。フロア中央に据すえられた五メートル四方の立体ディスプレイには、管轄地域の地図が表示され、無数の光球……つまり聖護院家所属の領域士の存在位置も明示されていた。

　だが呼ばれて立体ディスプレイに近づいたショートカットの女性領域士は、その盤ばん面めんに不快に光る四つの逆三さん角かく錐すいを見つけ、短くつぶやいた。

「侵しん入にゆう。介罪人クリミナル四名」

　聖護院家筆頭領域士、榊原キルカは許容度スロツト一六。《鎮ちん守じゆ》と《流りゆう刻こく》を修めた歴戦の領域士であり、神しん出しゆつ鬼き没ぼつにして絶対堅けん固ごな防ぼう御ぎよ術によって武名を馳はせている。常に冷れい徹てつな態度から付けられた士し名めいは、《鉄てつ壁ぺき零れい度ど》。

　だがその彼女が、西浜学園校内に出現した四つの逆三角錐、つまり領域士の存在を認めた瞬間、頰ほおをひくつかせた。続けて配下の《神しん智ち》領域士たちが、解かい析せきされた介罪人の情報を報告する。

「脅きよう威い一、国際指名手配の介罪人《ものまね鳥モツキンバード》と判明、位階一二！」

「脅威二、国際指名手配の介罪人《月光騎ムーングロウ》と判明、位階一二！」

「脅威三、国際指名手配の介罪人《親和少女アフイニテイ》と判明、位階五！」

「脅威四、国際指名手配の介罪人《冥界神エル・デイアブロ》と判明！　位階不明！　戦せん闘とう様式、不明！」

　ざわつく周囲に、榊原キルカはまた短く命を下した。

「発令。市内警戒中の全領域士は、西浜学園へ急行せよ。また待機中の第一、第二、第三緊きん急きゆう即そく応おう班も出動。現地ではアッシュ様の指揮下に入り、西浜学園と連れん携けいして、闘派セクトウロボロス一三一味を一人残らず誅殺せよ。繰くり返す、一人残らず誅殺せよ」

　途端に周囲の《神智》領域士たちも、現場へ向かう各部隊との連れん絡らくを開始した。現地の状況を映像化して送信。闘派ウロボロス一三の介罪人の戦歴、過去に用いた虚力ネガスペルなどを知らせ、対たい抗こうすべき術作戦を指導する。聖護院家が組み立てた、異相戦争ネガテイヴ・ウオーシステムが動き出したのだ。

　彼らの長おさが入室して来たのは、その時だった。長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらし、女性のような容姿を備えた領派統とう帥すい、許容度二二の《神智》と《鎮守》の領域士、聖護院ゼクウは、部下たちの一礼を受けると立体ディスプレイの傍そばに歩み寄った。

「位階不明か……怪あやしい敵だな、榊原？」

「御ぎよ意い」

「だが現場に向かっている聖護院家の領域士は、一○○人以上。そのほとんどが許容度一○以下とは言え、圧あつ倒とう的てきな数的優勢で揉もみ潰つぶせるかもしれん。それともお前も現場に行きたいか？」

「御ご辞退。私は、このＣＩＣを預かる身。軽けい々けいに出しゆつ撃げきしては、領派全体の作戦指揮に影えい響きようが生じるかと」

「かまわん。ここは私が指揮する。それにお前……行きたいと顔に書いてあるぞ」

　ゼクウは悪戯いたずらっぽく笑って、顎あごを小さく動かした。

「行け。たとえ数的優勢を得ても、損害が多くては負けに等しい。アッシュの手にも余るはずだ。急げ」

「了りよう解かい。では……」

　榊原キルカは全身から水色の術光オーラを放ち、《流刻》の遠えん距きよ離り瞬しゆん間かん移動術を用いて、西浜学園に急行しようとした。だが寸前、配下の領域士が悔くやしげな声で叫さけんだ。

「お待ちください！　西浜学園に疑似異相パラスフイアが展開されました！」

「なんだと？」

　応こたえて、聖護院ゼクウは立体ディスプレイに視線を戻もどした。拡大投とう影えいされた西浜学園の映像を、黒い半球がドームのように覆おおっていく。その脇わきに羅ら列れつされていく疑似異相の解析データに、思わずゼクウも顔を歪ゆがめた。

「基き礎そ構築力一○○八ヴァイル、対領域密度一四四○ヴァイルか……おのれ《冥界神》め、濃のう密みつな結界を張ったものだ。これでは榊原、お前の術力をもってしても、疑似異相内への瞬間移動は厳しいぞ」

「御意。ならば突つき破やぶるのみ」

　言うと榊原キルカは瞬間移動を諦あきらめ、戦闘情報センターから駆かけ出していった。

　その間にも、西浜学園をモニターしていた映像が、次々に切断されブラックアウトしていく。だがその頃ころ、西浜学園の校庭では……
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「お前が《冥界神》……」

　俺おれは、雨雲から降臨した介罪人と視線をぶつけた。

　長い白はく髪はつ。中世の修道士を思わせるローブも白く、そのゆったりした裾すそは風雨にあおられ、激しくはためいていた。だがその人物が握にぎるのは、二メートル近い長なが柄えの鎌かま、タロットカードの死神が持つデスサイズだった。その刃は先さきは雨に打たれ、不気味に濡ぬれ輝かがやいている。人間はおろか、牛馬の首でも切り落とせそうに見えた。

　だがその長柄武器を握る腕うでは、意外にも細い。ローブから覗のぞく肌はだも白く、俺を見み据すえる瞳ひとみにも長い睫まつげがかかっている。しかしそれも当然なのだ。なぜなら《冥界神》は……

「僕が、女だとは思わなかったかい？」

　介罪人《冥界神》は、まだ二○歳前後に見える容姿だが、若い女性とも思えぬ、低く落ち着いた声音で問いかけた。

「だがそれはともかく……宇う牙が神じんリョウト、君が失った記憶に迫る、その手段はあるんだよ。もっとも我々にしても、まだ確信したわけじゃない。可能性を見つけただけに過ぎないけどね」

《冥界神》が言ううちに、頭上彼方かなたでばちばちと何かが爆はぜる音がした。いつの間にか学校を覆う《神智》の防御術が、天空からのしかかる黒雲のような闇やみに吞のまれ、喰くわれ、消失していく。けど本物の雨雲ではないだろう。恐らく《冥界神》の疑似異相。校外から聖護院家の領域士が応おう援えんに来ないよう、西浜学園全体を封ふう鎖さするつもりだ。

　すると《冥界神》に付き従う《親和少女》も、俺に眼光を閃ひらめかせた。

「今度こそ、あなたの噓うそを確かめてみせる。九領域イグザルト・ナインが……いいえ九軍帥ストラテゴ・ナインがひた隠かくしにしたあなたの過去を今度こそ再現してみせるわ」

「同じ手が通じるものか」

　俺は、《親和少女》に答えた。

「君は、俺の記き憶おくを再現した。《錆びた釘ラステイネイル》は、俺に直接問いかけた。それでも見つからないのにまだ探す気か。お前たちが探してる答えは、どこにも無いかもしれないんだぞ」

　こちらを見つめる四人の介罪人に、俺は間合いを詰つめた。

「どこにもあの時の記憶なんて有りはしないんだ。いい加減、諦め……」

　だがその時、俺の言葉を遮さえぎるようにアッシュの叫きよう喚かんが響ひびいた。

「今だ、誅ちゆう殺さつせよ！」

　アッシュの声に応じ、ウロボロス一三に躍おどりかかった領域士は、第一統とう轄かつ所属の約二○名だけではない。警報を聞きつけ、校内各地から駆けつけた腕に覚えのある生徒、しかも学がく斗と隊隊長クラス約五○名を加えた、総計約七○名が、四人の介罪人を包囲し、それぞれが会得した最高難度の術に、ありったけの術修正ブーストをかけて一いつ斉せいに放とうとした。

　恐おそらく作戦としては、灰色の《神智》観測術が介罪人の急所を読み、紫むらさき色いろの《心しん魂こん》精神操作術が介罪人の心を混乱、崩ほう壊かいさせるつもりだった。水色の《流刻》時間操作術が介罪人周辺の時の流れを数秒だけ止め、その隙すきに《霊れい命めい》の細さい胞ぼう不活性術が介罪人の肉体を腐ふ敗はいさせ、青い《鎮守》の封ふう虚きよ術は、介罪人が反はん撃げきの虚力を打たぬよう障しよう壁へきを張る。さらに《星せい練れん》と《滅めつ殺さつ》の攻こう撃げき術を支し援えん攻撃として叩たたき込み、直後に《創そう成せい》の武具術によって強化された領域兵器アームズを握る領域士たちが、《苦く行ぎよう》の肉体強化術で自らの力を最大限に高めて、接近戦でとどめを刺す。

　そして各領域の術も、当然の如ごとく領域重複強化オーバースタツクする。全員が分かっているのだ。死力を尽つくした術を打たねば、この介罪人は誅殺できないと。まさに西浜学園が為なし得る総攻撃に等しかった。

　だが《冥界神》は、彼らが術を放つより早く、哄こう笑しようを響かせた。

「未熟、だね」

　嘲あざけるなり、デスサイズを一いつ閃せんする。途端にその刃から飛び出した真っ白い虚力は、彼女を中心に半球形に展開するや、使い手たち全員に襲おそいかかった。それがどんな威い力りよくか分からないが、俺は反射的に叫んでいた。

「逃にげろ、こいつに手を出すな！」

　しかし、虚力に吞まれた校庭は削けずられ、樹木が根本から吹ふき飛ばされる。衝しよう撃げきを浴びた窓ガラスは次々と砕くだけ散り、術の直撃をくらった校舎は爆ばく煙えんを上げて吹き飛んだ。何より西浜学園の領域士たちは、虚力の波動に襲われた途と端たん、術を打つ事もできず、校庭に叩きつけられたのだ。

「がっ……！」「ぐうっ！」

　数秒後、七○名の領域士生徒らは全員、無様に泥どろの中を這はいつくばっていた。だが不思議と外傷は無く、ただ目を剝むき、まるで戦う意志を奪うばわれたように痙けい攣れんしている。いったい奴やつが放った虚力は何なのだ……

《冥界神》は、その光景をぐるりと見み渡わたして落らく胆たんの色を浮うかべた。

「つまらない邪じや魔まで話の腰こしを折られるのは、不本意だね」

「貴様っ！」

「悪いのは僕じゃなく彼らだ。《月光騎》は忠告したはずだよ。見学すべきだってね」

　俺はもう、それ以上の会話は不要だと悟さとった。そして殺戮神影刀デア・ジエノサイドを握り、《冥界神》ににじり寄る。だがすでにアッシュは、《冥界神》の力量を読み取ったのか、青ざめた顔で叫んだ。

「やめろリョウト！　お前のかなう相手ではないっ！」

「どういう意味だよ？」

「その介罪人の位階……二○と見た」

　思わず、俺も身を固くする。アッシュの観測が確かなら、この女はここにいる全員を殺せる力を持っている。いや学園生徒全員、西浜市民全員すらも。位階二○の介罪人とはそういう存在だ。倒たおさなければ、みんなが危ない。俺の意識には、それしかなかった。

「だったらお前らこそ逃げろ！　時間は俺が稼かせぐっ！」

　相手が女だからと言って躊ちゆう躇ちよする事はなかった。俺は〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉と〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉を発動したまま、殺戮神影刀を振ふり下ろした。第五難度の複合領域兵器クロス・アームズから射出したのは、漆しつ黒こくの波動。第三難度の《滅殺》個体攻撃術〈アスモデイの残ざん虐ぎやくなる刃やいば〉が唸うなりを上げて、《冥界神》に襲いかかる。無論、乗法式の術修正システムによって、その威力は第五難度×第三難度、つまり第一五難度相当の術としては顕けん現げんしている。

　だが《冥界神》は、かつて《錆びた釘》を葬ほうむった漆黒の波動に微び笑しようした。

「なるほど、少しはやる」

　そうつぶやいて振るったデスサイズが、難なく〈アスモデイの残虐なる刃〉を一刀両断に粉ふん砕さいした。けど俺は、四散した術をくぐり抜ぬけて《冥界神》に肉にく薄はくする。今度は〈アスモデイの残虐なる刃〉を射出せず、刀身に付帯させたまま直接、《冥界神》に撃うち込むつもりだったのだ。《冥界神》も、背後の《親和少女》たちに警告した。

「下がって、僕が相手をする」

「《冥界神》さんっ！」

「心配ない。少し遊ぶだけだ」

　そして《冥界神》も跳ちよう躍やく。真っ白い光を灯ともしたデスサイズと、黒い術光を放つ殺戮神影刀ががっきとぶつかり火花を散らした。女の剣けん撃げきとは思えぬ重たさ。それでも俺は、満身の力を込めて殺戮神影刀を振るった。

「早く逃げろ、ユリ！　アッシュ！」

　叫ぶ間に、俺と《冥界神》は何十回も得物をぶつけ合った。さすが《冥界神》の一撃一撃は速く、それでいて必殺の威力を秘めている。弾はじける火花で目が眩くらみ、殺戮神影刀の反動で両りよう腕うではちぎれそうだ。その苦痛をも、《冥界神》は知っているようだった。

「噂うわさ通り、優しいんだな、君は」

「なっ………！」

「しかし友達を守るためとは言え、いささか君には荷が重いようだね、その剣」

　確かにこんなに長時間、殺戮神影刀を最大威力で使い続けた事はない。その負担に耐たえきれず、俺はじりじりと後退し、足首まで泥の中に埋うまっていった。その危地に背後から……

「お下がりください、若さま！」

　駆けつけた小こ春はるが、横合いから紅煉獄三叉剣トライブレードを叩きつけようとする。得物を握る彼女の腕には眩まばゆいほどの真紅の術光、恐らく《苦行》の肉体強化術が、許容度ぎりぎりまで付帯されているのだろう。小春も分かっているのだ。死力を尽くさねば勝てない相手だと。

　しかし小春の一撃は、間に割り込んだ《月光騎》のサーベルによってはね返されてしまった。刃をぶつけ、小春と睨にらみ合った《月光騎》は薄うすい唇くちびるを舐なめた。

「下がってくれないか、邪魔なんだよ」

「くっ…………！」

「それに僕らは話し合いを望んでいるんだ。おとなしく聞くのが礼れい儀ぎだと思うけど？」

《月光騎》がサーベルをはね上げると、小春は大きく飛び退のく。同時に俺も《冥界神》から跳躍して離はなれ、呼吸を整えた。

「若さま、お怪け我がは!?」

「無事だよ……不思議にな……」

　ようやく俺の背中を冷ひや汗あせが流れた。位階二○なんて高位の介罪人と斬きり合ったのは初めてだ。今いま頃ごろになって、恐きよう怖ふ心しんが湧わいてくる。《冥界神》の振るった一撃は、いずれも刃風に触ふれただけで死を感じさせるものだった。無茶な斬り合いだと今いま更さら、自覚した。

　そして俺たちの戦いを見たのか、遠くからユリやアッシュの叫さけびが聞こえた。

「リョウちゃん、無茶しないで！」

「あれがリョウトの武器……殺戮神影刀……だがあの威力でもかなわんのか！」

　一年Ａ組も息を吞み、伊い坐ざ凪なぎ先生すら強こわばった声を響かせた。

「どうやらあなた方、生徒の手に負える相手ではないわね。聖護院家と教員総そう掛がかりで返礼すべき相手らしい……」

《冥界神》もふーっと息を吐はいて、俺たちを見渡した。

「では、我々にはかなわないと悟ったところで、いよいよ本題に入ろうか……頼たのむ、始めてくれ」

「分かりました、《冥界神》さん」

《冥界神》に視線を向けられると、《親和少女》は右手を掲かかげ、空をつかんだ。すると彼女の手に見覚えのある虚力杖ステツキが忽こつ然ぜんと現れる。

「何度やっても同じ事だ」

　俺は、殺戮神影刀を両手に構えた。

「俺が覚えていない記憶を、どうやって引き出せる？　それより俺は、まだ諦あきらめちゃいない。もう一回、行くぞ」

　殺戮神影刀も、鳴動を続けている。けど俺は、それを抑おさえて握にぎりしめ、《冥界神》を討つ方策を必死に考えた。どうすればいい。どうすれば……

　ところが俺の逡しゆん巡じゆんをよそに、《冥界神》は言ったのだ。

「では、再現してくれ。失われた二秒を……我々が解き明かしたい事件を……彼女の記憶を……」




　え…………




　そして《親和少女》は、虚力杖を向けた。

　俺ではなく、小春に。
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「なんだよ、あれ……」

「ねえ、西浜学園、凄すごい事になってるよ」

　その時、西浜市民の多くは異相ネガスフイア警報を聞いて室内に避ひ難なんしていた。しかし怖こわい物見たさから、みな窓に近づき、高台にそびえる西浜学園高校を見上げた。吹き付ける風雨の中、九領域の学校は黒い半球に覆おおわれている。通りには、避難途と中ちゆうの車も渋じゆう滞たいし、運転手たちも異様な光景に焦あせっていた。

「おい、つかえてるぞ、早く行け！」

「うるせえな！　こっちだって早く逃げてえんだ！　急せかすんじゃねえよ！」

　通行中の車はみな、どこかの地下駐ちゆう車しや場じように避難しようとして苛いら立だっている。

　聖護院家筆頭領域士、榊原キルカは瞬しゆん間かん移動術を駆く使ししてその車列を追い抜き、西浜学園に向かう坂道を一気に登り切った。すでにそこには聖護院家の腕うで利ききを集めた、緊きん急きゆう即そく応おう班が勢せい揃ぞろいしている。彼らは、西浜学園を覆う半球、つまり介罪人《冥界神》が展開した疑似異相パラスフイアに身構えた。

「放てっ！」

　叫きよう喚かんと共に、領域重複強化された《星せい練れん》の、また《滅めつ殺さつ》の攻撃術が疑似異相に向かってほとばしった。命中した瞬間、術は激しい火花のような閃せん光こうを生み、抵てい抗こうする疑似異相をぶち破ろうと試みる。だが幾いくら激しい術を撃うち込んでも、堅けん牢ろうな疑似異相にはわずかな綻ほころびも生じなかった。

「だめです、榊原筆頭！　我々の術では歯が立ちません！　このままでは校内にいる若の身に危険が……！」

　榊原キルカとて、若こと聖護院アッシュの身を案じている。だが聖護院家は、情報収集の《神しん智ち》と防ぼう御ぎよの《鎮ちん守じゆ》に長たけた領派である。当然、その二つの領域イグザルトを得意とする者が多く、故に綜そう合ごう警備企き業ぎようとして発展してきたが、攻こう撃げきを得手とする領域士はごくわずかなのだ。

　それでも榊原キルカは、現場指揮官として狼ろう狽ばいする気配すら見せず、周囲の領域士たちに告げた。

「探たん索さく。完かん璧ぺきな疑似異相などない。《神智》の術を駆使して、対領域密度の希き薄はくな部分を探り当てよ。そこに攻撃を集中する」

「しかしこれだけ巨きよ大だいな疑似異相をすべて精査するには時間が……」

「抗こう弁べん無用。遅おくれれば、若が死地に陥おちいる事になる。全力で励はげめ」

「わ、分かりました……第一緊急即応班、集合！」

　榊原キルカは部下の躊ちゆう躇ちよをはねつけると、自らも全身から《神智》の灰色の術光を放ち始めた。光は放射状に伸のびると、無数の触しよく手しゆのようにふるふると震ふるえながら疑似異相に接せつ触しよくし、その弱点を探り始める。そして疑似異相の中で、何が起きているかも……
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　俺は、見た。

《親和少女》の虚力杖が、小春に向かって打ち振られるのを。

　同時に、小春の顔が蒼そう白はくに変わった。

　そしてユリも森もり北きたさんもミィさんも、一年Ａ組のみんなも、アッシュも伊坐凪先生も見たはずだ。俺たちの前に再現された、小春の過去を。誰だれも知らない、俺のかしずきの過去を……




　そこは、妙みように懐なつかしく思える民家の軒のき先さき。

　木こ漏もれ日びが射さす庭に、誰か女の人の声が響ひびき渡わたった。

『小春？　どこにいるのです、小春？』

　庭に現れたのは、三○代の女性。こちらに背を向けているので、顔は見えない。けど彼女の腕うでに抱いだかれた金きん髪ぱつの赤ちゃんには見覚えがある。むすっとした無表情。あれは多分、生まれたばかりの雪ゆき美みだ……つまりこの女性は小春たちの母親……そしてこの光景は恐おそらく三年前……

　そしてやはり聞き覚えのある声が、俺たちの耳に届いた。

『母様、小春はここにおります』

　現れた小春は、今より少し背が低く、まだ幼い顔をしてるが、やはり行ぎよう儀ぎ良く、きちんと背筋を伸ばして庭に立っていた。一二歳の小春は、あんな顔をしてたんだな。

　そう思った時、母親が小春に微笑ほほえむ気配が伝わった。

『まあ良かった。お父様がね、ようやくご決心なさったみたい』

『では母様……』

『ええ……ようやくあなたを、若さまにお目通りさせるそうよ。今ちょうど若さまと渋しぶ谷やにいるから、あなたにも来るようにと』




　……ちょっと待ってくれ。

　小春は、宇牙神家に仕えている。

　その母親が言う若さまってのは、俺に間ま違ちがいないだろう。

　だけど小春の父親で、俺と一いつ緒しよに渋谷にいる奴やつってのは……それはもしかして……




『どこ行くの、姉ちゃん？』

『小春姉さま、楓かえでも遊びに行くー』

　小春は、足にじゃれつく幼い陽よう太たと楓に、今と変わらない厳しい表情をしてみせた。

『二人ともお留守番なさい。私は遊びに行くのではありません。領派のお仕事で出かけるのです。では母様、後を頼みます』

　小春がお辞じ儀ぎをした瞬間、三年前の光景が急速に流れた。見慣れた桜さくら野のの街並みが早送りされ、視点が私鉄桜野線の駅構内に入っていく。車窓が凄すさまじい速度で流れ、やがて終点西浜駅で下車。ＪＲ京南本線に乗り換かえると、車窓は東とう京きようへ近づき始めた。

　そうだ。これは小春の視点なんだ。三年前に小春が、父親と俺に会うために向かっている時の記き憶おくなんだ。

　そして電車が渋谷駅に着くと、映像の速度も元に戻もどり、小春は携けい帯たい電でん話わを取り出した。




『もしもし父様？　小春です。今、着きました。はい、渋谷駅です』




　すると電話口の向こうから不意に……あいつの声が聞こえた。

　懐かしい、俺のかしずきの声が。



















『早かったね、小春。私も今、若さまと駅前に来たところだ。待っているから、早く来なさい』




　小春の視点が、自動改札を抜ぬける。右に折れてハチ公口へ。むせるような人ひと混ごみを縫ぬい、迷いもせず、ひたすら前へ。




　けど俺も、その人混みに既き視し感かんを覚えた。ごく最近、これと同じ風景を見た。いや、見せられたのだ。《親和少女》によって。




　そしてＪＲ渋谷駅前交差点。視線を上げれば、四方のビルに四つの巨大スクリーン。映し出されるＣＦコマーシヤル・フイルムも、歌うた姫ひめのＰＶプロモーシヨン・ヴイデオも、見覚えのある三年前に他ならなかった。いや見覚えのあるあの日に他ならない。




　小春の視線は、しばし辺りを見回した。そして五メートル向こうに立つカップルを越こえ、雑ざつ踏とうの奥おくに立つ中学生たちをも追い越していた。ようやくたどり着いた視線の先には、父子おやこ二人連れが並んでる。背の高い父親と、小学校高学年くらいの男の子……ポケットに手を突つっ込こみ、生意気そうな横顔を俺に……




　違ちがう。




　瞬間、俺も悟さとった。




　あれは、父子じゃない。

　あれは、俺たちだ。




　そして小春とあいつこそ…………




　そう気づいた時、四つの巨大スクリーンに、またあの秒読みカウントダウンが表示された。

　マイナス三、二、一、ゼロ。

　俺は今度こそ、あの刹せつ那なに向き合った。
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　榊原キルカは、なおも《神智》の探索術を疑似異相に這はわせていた。しかし一○分と云いう、実戦においては致ち命めい的てきに長い時間をかけても、疑似異相の希薄な部分は見つかっていない。校内で何が起きているかさえ、分からない。次第に聖護院家の領域士たちの焦しよう燥そうも険しくなってきた。

「榊原筆頭、これ以上、時間をかけては中にいる若の身に危険が……」

「かくなる上は、統とう帥すい直々にお出ましいただくほか、事態を打開できません！」

　駆かけ寄よる部下たちに、榊原キルカも苦く渋じゆうを嚙かんだ。現場指揮官として敵を御ぎよせなかったのは悔くやしいが、聖護院家嫡ちやく男なんアッシュの危難を前にしては、採るべき道はひとつである。

「了りよう承しよう。直ちに戦闘情報センターＣＩＣにおられる統帥に連れん絡らく……」

　だが榊原が決断を下しかけた時、不意に彼女らの背後に、水色の《流りゆう刻こく》の術光オーラが強く閃ひらめいた。思わず身構えた榊原は、その遠えん距きよ離り瞬しゆん間かん移動術から現れた二人の人物に、滅めつ多たに見せぬ驚きよう愕がくを露あらわにした。

「管かん轄かつ越えつ境きよう！　何故なぜ、お前たちが……！」

　だが忽こつ然ぜんと出現した二人の人物は、榊原の詰きつ問もんを無視し、驚おどろく聖護院家の領域士たちに名乗りを上げた。

「今は、管轄にこだわっている時じゃない。違うか、榊原キルカ？」

「ええ、それにそちらの統帥を呼ぶ必要もないわ」

　先に名乗った男は、ダークスーツにサングラス。この風雨に晒さらされても、髪かみの毛けひとつ乱してはいない。一方、瞬間移動術を打った女は、長い茶ちや髪ぱつを揺ゆらし、男を守るように進み出た。

「この疑似異相は、突とつ破ぱしてみせる……宇牙神家師し範はん、我あが妻つま千ち里さとがね」

「同じく宇牙神家、戦せん崎ざきツカサ……我々の若は、我々が救う」

「せ、戦崎だと……！」「では宇牙神家の筆頭領域士！」

　聖護院家の面々は、二人の名にたじろいだ。宇牙神家最強の比翼連理おしどりの武名は、日本中に広く知れ渡っている。まして戦崎ツカサは許容度二○、本来ならとうに自らの領派を立ち上げ、統帥となっていてもおかしくない逸いつ材ざいなのだ。

　常は冷れい徹てつな榊原キルカも、この危地に現実的な判断を下すしかなかった。

「り、了承……御ご助力、感謝する。だが中に踏ふみ込むのは聖護院家が先だ。管轄地である以上、それだけは譲ゆずれない」

「くだらぬ見栄を……」

　戦崎ツカサはそう言い放つと、サングラスの下で眼光を閃かせた。

「千里、俺が見つけたらすぐ打ち込め！」

　言うなり、戦崎は灰色の閃せん光こうを放った。それは数百にも分かれ、疑似異相の半球面上を飛ひ翔しようする。閃光は不気味な眼球を内包し、灰色の術光を彗すい星せいのようにたなびかせ、瞬またたく間まに疑似異相の構造を走査していった。第一○難度の《神しん智ち》異相解かい析せき術〈マラックスの狡こう猾かつなる精査〉は、その構造にわずかな歪ひずみを見つけると、その部分で炸さく裂れつし、疑似異相の上にマーキングを施ほどこした。

　その目印めがけ、我妻千里が垂直に十数メートル跳ちよう躍やくする。

「いええええええいいっっ！」

　裂れつ帛ぱくを放った我妻千里は、両りよう腕うでに真っ赤な術光をまとわせている。許容度一八、《流刻》と《苦く行ぎよう》を修めた神しん出しゆつ鬼き没ぼつの格かく闘とう領域士、千里は、ありったけの威い力りよく修正をかけた直接打だ撃げき術を疑似異相に叩たたき込んだ。

「若さま、小春、今行くわよっ！」

　千里の拳こぶしに、疑似異相が反発し、辺りに激げき震しんと爆ばつ光こうが広がる。だがその最中、榊原キルカは冷静さを取り戻し、周囲の部下たちを招しよう集しゆうした。

「伝達。突とつ破ぱ口こうは宇牙神家が開こうとも、若をお救いするのは我々だ。覚かく悟ごを決めよ」

　おおと応こたえて、聖護院家の領域士たちが疑似異相への突入に備える。そして戦崎ツカサは、疑似異相の震動に微び妙みような変化を聞き取っていた。西浜学園を覆おおう結界が今、破れ始めたのだ。
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　俺は、失われた二秒を目の当たりにした。

　小春の過去は、暗転などしなかったのだ。

　そして俺たちが見たのは……




「アクスフォード！」




　俺は、思わず最初のかしずきの名を呼んだ。

　何故なら、目の前に再現されたアクスフォードが突とつ然ぜん、見えない刃はに切り裂さかれたように、真っ赤な血しぶきを噴ふき上げたのだ。そしてがくりと地面にくずおれ、あいつの身体からだの下に血の海が広がっていく。

　どうしてそんな事になったのか、まるで分からない。どこにもアクスフォードを殺した理由が見えない。ただ唐とう突とつにあいつは血を撒まき、動かなくなった。

　後に残された一二歳の俺は、呆ぼう然ぜんとそれを見下ろすだけ。




　──これが失われた二秒。

　──俺が忘れてしまった刹那。




　その後は、俺が覚えている通りの時間が流れ始めた。




『死ぬなよ、アクスフォード！』

　俺が、喉のどをからして叫さけんでいた。

『ねえ、アクスフォードってば！』

　俺が泣いていた。

　三年前の俺が、三年前のかしずきを抱だきしめて。

　そして周囲に集まった人たちが、突然の惨さん劇げきに騒さわぎ始める。

『やだ、あの人……』

『死んでるっ！』

『なに、交通事故？』

『外人だってさ』

『うわー、ありゃ助からねーだろ』

『お巡まわりさん、ほらあそこに……』

『おい、君、大だい丈じよう夫ぶか！』

『今、救急車呼んであげるからね』

『道を空けてくれ！』

『しっかりしろ、君っ！　君っ！』




　やがて三年前の俺が意識を失うと、《親和少女》の声がどこからか響ひびいてきた。

「そんな……この前、私が再現した過去と違う……どういう事……あの光景がどこにもないなんて……」

　そうだ。以前、見せられた俺の記き憶おくでは、渋谷の街を埋うめ尽つくしていた人が、一人残らず消されていた。あれとは違う。どうして……と思った時、《冥界神》がため息を交えてつぶやいた。

「恐おそらく、宇牙神リョウトの記憶は、九軍帥の手で改かい竄ざんされていたんだろうね。何故、群衆を消したかは分からないけど……しかし、思った通り、かろうじて真実は残されていたわけだ。宇牙神リョウトの最初のかしずきの娘むすめ……松まつ下した小春にね」




　その言葉に、俺は小春を見る。

　小春は、俺に背を向けていた。表情は分からず、ただ自分の記憶と向き合っている。風雨になびく金髪は、アクスフォードと同じ髪色。俺は懐なつかしいその色に、呼びかけた。

「お前もいたのか……あの時、あの場所に」

「若さま……」

「お前も見てたのか、アクスフォードの最期を……」

「違うのです、若さまっ！」

　振ふり返った小春の瞳ひとみは、濡ぬれていた。たぶん雨じゃない。父親の死を再現されて、心の内からあふれた水分が、頰ほおに流れて光っている。その煌きらめきを灯ともしながら、小春は声を震ふるわせた。

「……確かに私もあの場所にいました。若さまを見ておりました。でも何が起きたか、私にも分からないのです。今でもずっと……」

「小春……」

　そして小春の瞳から、また輝かがやく滴しずくがこぼれ落ちた。

「……申し訳ありません。ずっと黙だまっていて……」




　俺は、咄とつ嗟さに何も言えなかった。小春がアクスフォードの娘で、俺が失った二秒に立ち会っていた。それは、簡単に納得できる事実じゃない。脳裏には、小春と暮らしてきた三ヶ月が唐突に流れていく。なぜ小春は、俺に真実を隠かくし、どんな気持ちで俺に接してきたんだろう……そんな答え、すぐに見つかるはずもなかった。

　だが俺が動どう揺ようするうち、《冥界神》が無機質な命を下した。

「では、彼女の記憶を、もっと細かく分ぶん析せきしてみようか。さっきの二秒を再生だ。ただし再生速度は一○○分の一で……」

「分かりました、《冥界神》さん」

　その命を聞くや、《親和少女》が虚力杖ステツキから新たな閃光を放った。勿もち論ろん、狙ねらわれたのは小春だが、彼女は避よけようともしない。小春も動揺しているらしく、ただ呆然と虚力ネガスペルの目標になろうとしていた。俺は、あらん限りの声で叫んだ。

「逃にげろ、小春！　やめろ、《親和少女》！　俺のかしずきに手を出すな！」

　けど俺の絶ぜつ叫きように、小春は反応できず、《親和少女》も動きを止めない。ただ《月光騎》と《ものまね鳥》が卑ひ下げと嘲ちよう笑しようを向けた。

「君は真実が知りたくないのか、宇牙神リョウト？」

「いや、知るのが怖こわいんだろう。でなきゃあんなに吼ほえやしない」

「違ちがうっ！　俺は……俺は……」

　真実なんてどうでもよかった。それより小春の過去がいじくり回される事に、たまらない嫌けん悪おを感じた。どんな理由があろうと、覗のぞき見て良いものじゃない。

　俺は、殺戮神影刀デア・ジエノサイドを握にぎり直した。もう領域因子ポテンシアは残り少ない。強力な術を打てるのは一回だけ。せめて《親和少女》の虚力だけでも妨ぼう害がいし、小春を連れて逃げなければ……そう思って俺はもう一度、殺戮神影刀に第三難度の個体攻こう撃げき術、〈アスモデイの残ざん虐ぎやくなる刃やいば〉を込めた。

「小春、逃げろ！　お前の記憶は、俺が守……」

　だが黒い術光が、刃からあふれる寸前……

「邪じや魔まをしないでくれ」

　忽こつ然ぜんと、俺の前に《冥界神》が現れ、デスサイズを振るった。同時に血しぶき。俺は胸元を裂かれ、腕うでを断ち斬きられ、視界は鮮せん血けつで真っ赤に染まった。

「リョウちゃん！」

「宇牙神くん！」

「逃げろ、リョウト！」

　耳に届いたのは、ユリと森北さんの悲鳴。そしてアッシュの叫きよう喚かん。馬ば鹿かだな、みんな。まだ逃げてないのか。そう思いながら俺は宙を漂ただよい、やがて泥どろだらけの校庭に叩きつけられた。バウンドした身体が、鈍にぶい音を響かせる。骨がぐしゃぐしゃに折れたらしい。

　それでも薄うすれゆく意識の中で、俺は見てしまった。《親和少女》によってスロー再生された小春の記憶を……あの二秒を……そこに再現された過去とは……




　──え。

　──そんな馬鹿な。




　一いつ瞬しゆん、我が目を疑った。

　目に映ったのは、三年前の俺とアクスフォードの姿。渋谷駅前で並んで立っている。そこまでは、何度も見た。

　だがあの二秒にさしかかった途と端たん。




　アクスフォードの腕が、スロー再生にもかかわらず、凄すさまじい速度で動いていく。恐らく、目もく撃げきした小春にも捕ほ捉そくできないほどの動き。きっと小春も、あんな動きは覚えていないはずだ。

　そしてアクスフォードの手には、いつの間にか真っ赤な爆光がまとわりついていたのだ。あれはなんだ、《苦く行ぎよう》の術光？

　しかもアクスフォードは、その手を刀のように見立て、神速で振り下ろした。




　三年前の俺に向かって。




　明らかに殺意を込めて。




　──噓うそだろ。

　──これはきっと《冥界神》の造った……




　そこまでが、失われた一秒。

　続いて再現された次の一秒に、俺はもう一度、我が目を疑った。何故なぜなら……




　──やめろ。

　──まさかお前……！




　不意に、三年前の俺も動いた。

　やはり神速。目視では捉とらえきれぬ速さで、アクスフォードの動きに対応し、手刀をかわしていく。

　そして三年前の俺の手も、真っ赤な爆光を帯びていた。三年前の俺は、《苦行》の術を振るって……




　──やめろ。

　──やめろ！　やめろ！　やめろ！




　でも俺の祈いのりは、通じなかった。




　三年前の俺は、真紅に輝く手でアクスフォードの顔面を斜ななめに薙ないだ。俺の一いち撃げきはアクスフォードの左目を潰つぶし、そのままの勢いで右腕を斬り飛ばす。アクスフォードは噴ふん水すいの如ごとく血潮を噴ふき上げると、がくりと地面にくずおれ、あいつの身体からだの下には血の海が広がっていった。




　それが、失われた二秒目。

　そしてまた、俺が覚えている通りの時間が流れ始めた。




『死ぬなよ、アクスフォード！』

　俺が、喉のどをからして叫さけんでいた。

『ねえ、アクスフォードってば！』

　俺が泣いていた。

　三年前の俺が、三年前のかしずきを抱だきしめて。




　──なに、泣いてんだ。

　──これが真実なのか。

　──だとしたら俺は……俺は……




　遠のく意識の中、《冥界神》の安あん堵どの声が聞こえた。

「やっと出会えたね、真実に……だがこれでようやく僕にも分かったよ。九軍帥ストラテゴ・ナインが何を隠していたか」

　続いて《ものまね鳥》も、声に侮ぶ蔑べつを込めた。

「ああ、俺にも分かったぜ。九領域イグザルト・ナインが隠したのは、奴やつらが言うところの……堕落者ロストネームだ。しかも九軍帥の一人、《苦く行ぎよう鋼こう帝てい》に仕えた男が、かしずきであるにもかかわらず、九軍帥の息子むすこを殺害しようとした……真相はそれだぜ」

《月光騎》も、納得したように推論を口にする。

「けどさすが《苦行鋼帝》の息子だね。瞬しゆん時じにかしずきの堕落を察して反はん撃げき、誅ちゆう殺さつするとは……いや恐おそらく宇牙神リョウトにしても自覚は無く、生まれ持った異相への鋭するどい勘かんが身体を動かしたんだろうね」

　そして《親和少女》が、結論を述べた。

「だからあなた自身も、覚えてなかったんですね。自分のかしずきを殺したって事に……」




　アクスフォードが、俺を裏切った。

　そして俺が、アクスフォードを殺した。

　小春たちの父親である、あいつを……




　その真実を悟さとると同時に、俺の意識も途と切ぎれた。どこか遠くから、戦崎と千里の声が聞こえたような気もしたけど、身体は動かず、俺は泥の中に倒たおれていた。身体中に浴びる雨滴は、まるで誰だれかの涙なみだに思えた。







　　　【Phase.5　罪つみ滅ほろぼし】







　ここは、どこだっけ。

　俺おれは、見覚えのある瓦が礫れきの街を見み渡わたした。焼け煤すすけた建物が道路に倒れ、何台もの自動車が猛もう火かに包まれている。その黒こく煙えんの向こうに黄金に輝かがやくドーム状の建物が見えた。

　なんだ、ここはエルサレムじゃないか。

　俺は昔、この街で異相ネガスフイアと戦った。なんだか凄すごく昔に思えるけど、本当は数年前の記き憶おく。《聖地救主エルサレム・スリム》の士し名めいをくれた街は、もう戦せん闘とうを終え、静かに俺を見下ろしてた。

　だがエルサレムの通りの真ん中では、何十人もの人間の遺体がうずたかく積まれ、ガソリンをかけられて焼しよう却きやくされていた。戦闘に巻き込まれて死んだ民間人なら、こんな酷ひどい弔とむらいはしない。ゴミのように焼かれるって事は、つまりあれは……

「ええ、介罪人クリミナルですよ」

　忽然と、通りの向こうにアクスフォードが現れて言った。黒煙にむせつつ、死んだはずのかしずきは顔をしかめる。

「人間である事を捨てた介罪人に、まともな葬そう送そうは必要ない。それが九領域イグザルト・ナインの考え方ですからね。致いたし方かたありません」

「お前……！」

　俺は、アクスフォードに駆かけ寄よろうとした。だけど走ろうとしても、身体が動かない。その焦しよう燥そうを知らぬ顔で、アクスフォードは先を続けた。

「しかし敵ながら、少し気の毒にも思えますね。彼らとて、こうまで無む惨ざんな死を迎むかえるとは考えずに、領域因子ポテンシアを異相に捧ささげ、介罪人に堕おちたのでしょう。たいがい誘ゆう惑わくと云いうものは、利益だけを見せびらかして、不利益は見せぬものです。その利益だけに食いつき、異相に与くみした罰ばつがこれですよ」

　アクスフォードの背後では、戦いに敗れた介罪人たちが死し臭しゆうを放って焼かれている。それを見て俺は、ようやく喉を動かした。

「アクスフォード……お前、本当に俺を裏切ったのか？」

　黙だまるかしずきに、俺は必死に声を飛ばす。

「あの時、お前は俺を殺そうとしたのか？　もしそうなら……何故、そんな事をしたんだ？」

　するとアクスフォードは、尖とがった顎あごを撫なでてしばし思案した。

「しかし人間、誘惑に堕ちる事があるとすれば、それは大たい抵てい、まさかあの人がそんな事をするなんて……と評されるものでして」

「なんだと……」

「領域士イグザルタスが介罪人に堕落する……しかも九軍帥ストラテゴ・ナイン直属の私が堕ちたとすれば、確かに他人は、まさかあの人が、と言うでしょうな」

「馬ば鹿か言うな。お前に限って堕落なんてするものか。俺は子供の頃ころから、お前に九領域の教えを叩たたき込まれてきたんだぞ」

　俺の脳裏に、アクスフォードが残してくれた言葉が甦よみがえる。九領域の力は、人類を守る力。みだりに使ってはならないし、己のために使ってもならない。それは宇う牙が神じん家の教えだけど、俺にとってはアクスフォードから習った掟おきてに他ほかならない。俺には、アクスフォードこそが宇牙神家の模も範はんだったのだ。

　だがアクスフォードは、黒煙にあおられた髪かみを手で押おさえつけた。

「しかし若さま、あらゆる誘惑の中で最も強い誘惑は、本来の自分とはまるで異なり、到とう達たつしてはならない理想を追う事である……と申します」

「それ、誰の言葉？」

「さて、誰でしたかな……しかしそれが本当なら、私の心の中にもあったのかもしれません。その到達してはならない理想と云う奴が……」

　アクスフォードは、いつもの微び笑しようを浮うかべると、介罪人の荼だ毘びに向かって歩き出した。あの笑顔の下に、邪じや気きがあるなんて信じられない。俺は、あいつを引き留めようと、動かぬ身体で必死にあがいた。

「待てよ、アクスフォード！　もうひとつ訊ききたい事があるんだ！　お前は何故なぜ、小春の事を黙って……！」

　だが答えずに、アクスフォードは荼毘の中に踏ふみ入り、自らも炎ほのおに包まれて黒くろ焦こげになっていく。介罪人として死んでいくアクスフォードに、俺は声を嗄からして叫んだ。

「答えないまま死ぬな、アクスフォード！　でも俺は信じないぞ！　あんな事、信じないからな、アクスフォード！　お前の裏切りなんて……！」

　だがアクスフォードの肉は溶とけ落ち、見る見るうちに骨まで炭化していく。炎にあおられて揺ゆれるアクスフォードの骸がい骨こつは、どこか俺を嘲あざ笑わらっているようにも見えた。俺はその光景をかき消そうとして手を……




「リョウちゃん！　気がついた？」

　俺は、ユリの声ではね起きた。ベッドの上。見た事のない白い壁かべ。窓の外は真っ暗。たぶんもう夜。俺は、パジャマを着せられてる……と悟った瞬しゆん間かん、身体中に激痛が走った。

「ぐっ……あっっ……」

「だめよ、まだ寝ねてなきゃ。でも良かった……意識が戻もどって」

　ユリが、俺の背中を支えるようにしてベッドに横たえてくれる。やけに渇かわいた喉で、俺はどうにか言葉を紡つむいだ。

「ここ……どこだ……？」

「聖しよう護ご院いん綜そう合ごう病院よ。うん勿もち論ろん、聖護院くんちが経営してて西にし浜はま駅の近くにある……あ、本当に身体動かさない方がいいわ。リョウちゃんの傷、心臓にも達してて、右みぎ腕うでもほとんどちぎれかかってたんだもの」

　恐ろしい事を言われて、俺はゆっくり右手をシーツから出してみた。腕はちゃんと繫つながってるし、指も動く。それどころか、傷きず痕あともまったく残っていない。

「……きれいに治ってるけど、アッシュの家の病院って、ずいぶん高度な治ち癒ゆ術使えるんだな。それともお前が治してくれたのか？」

「ううん、まさか……リョウちゃんを治してくれたのは、その……」

　急に、ユリが言いにくそうに口ごもる。俺が不ふ審しんに思うと、今まで視界に入らなかった部屋の隅すみから、こつこつと杖つえを突つく音が急接近した。

「おゥ、リョウの字！　うちの孫をお前呼ばわりとはどういう料りよう簡けんだ、この野や郎ろう！」

「え……痛えっ！」

　いきなり額を杖で叩かれ、俺は寝たまま悶もん絶ぜつした。見上げれば、禿はげた爺じいさんが俺をしかめっ面で見下ろしている。無論、見覚えはある。俺は、三年ぶりに会ったユリの祖父じいちゃんに、あわてて挨あい拶さつしようとした。

「お、お久しぶりです、《なめ……じゃなくて、業なり平ひら橋ばしの師し匠しよう！」

「寝てろって言ってンだ、この馬鹿。それより挨拶なンかどうでもいい。お前、うちの大事なユリを、まるで古ふる女によう房ぼうみたいに扱あつかってくれるじゃねェか」

　ユリの祖父ちゃん、弥勒みろく寺じ家の先代統とう帥すい、孝こう蔵ぞう師匠は、日本有数の《心しん魂こん》と《霊れい命めい》の領域士だ。なるほど、この人なら傷ついた心臓を癒いやし、ちぎれかけた腕を繫ぐぐらい造作もないはず……

　だが孝蔵師匠は、手近な椅い子すを引ったくるとそれに腰こし掛かけ、和服の袖そでから出した煙管キセルに火を点つけて、ふうーっと紫し煙えんを吐はいた。

「それともまさかお前ェ、もうユリに手を付けたンじゃあるめエな？　昔っからお前ェら仲が良いとは思ってたが……」

「し、師匠、ここは禁きん煙えんでは？」
















「うるせエ、禁煙も金きん柑かんもあるか。それよりお前ェらの話だ。リョウの字、お前ェ、もしもの時は弥勒寺の家に婿むこ入いりして領派クランを継つぐ覚かく悟ごはできてンだろうナ？」

「ちょっ、ちょっと待ってくださいよ師匠。なんで今そんな話を……」

「馬鹿野郎。こういう話は、先にきちっとケリつけなきゃいけねェんだ。お前ェらが生意気に乳繰くりあって、結けつ婚こん前にユリが孕はらんだりしちャあ、もっとややこしくなる」

　相変わらずデリカシーの欠片かけらも無い師匠に、ユリも顔を真っ赤にした。

「ちょっとお祖父ちゃん！　リョウちゃんは怪け我がしてるのよ！　今は、そんな生々しい話しないでよ！」

「そうは言うけどナ、ユリ。俺も可愛かわいい孫には、まともな男と結婚して貰もらいてェんだ。その点、リョウの字なら、まあ認めてやってもいいンだぜ？」

「や、やだ、お祖父ちゃんたら……」

「なんなら新居のマンションぐれェ、俺が買ってやろうじゃねェか。お前ぇ、どこに住みてェんだ？　ん、遠えん慮りよせずに言ってみな？」

「え、じゃ、じゃあ横よこ浜はまか二子玉に・こ・たまあたりでー、夜景がロマンチックでー」

「おぅおう、俺に任せときな。なにしろお前ェは、俺の士名を継いだ大事な跡あと取とり孫だ。横浜でもニラ玉でも好きな所に……」

「ちょっと待って。私まだ、お祖父ちゃんの士名、継いだワケじゃないから」

「ないからって言ったってお前ェ、俺はとっくに統合領派本部に届け出しちまってるンだぜ。いい加減、諦あきらめたらどうだ？」

「嫌いやよ、あんな士名！　私、女の子なのよ！　もっとカワイイ士名じゃなきゃ嫌！」

「お前ェ、俺の士名が気にくわねェのか！」

「当たり前でしょ！　昔から言ってるじゃない！　絶対にお祖父ちゃんの士名は継がないって！　絶対に！」

　俺は、頭上で始まった祖父と孫の口くち喧げん嘩かに耳を塞ふさいだ。そういやこの二人、顔を合わせればいつもこの話題で揉もめてたっけ。でも俺としてはユリに同情する。なにしろ孝蔵師匠が継がせた士名ってのが、例の《なめ……

　するとその時、病室の扉とびらが開き、聖護院アッシュが姿を見せた。

「気がついたか……」

　アッシュは嬉うれしさこそ表に出さなかったものの、わずかに安あん堵どを見せた。一いつ瞬しゆん、煙管を吸う孝蔵師匠に眉まゆをひそめたが、さすがに叱しかれる相手ではなく、無視してベッドの俺に歩み寄る。

「無事に生き延びたようだな、リョウト。だが当然だ。弥勒寺の御ご先せん代だいが、わざわざお前のためにいらして、治癒術を施ほどこしてくださったのだ。ありがたく思え」

「分かってるよ。ところで今、何時だ？」

「午後八時半」

「五時間近く、意識が無かったのか……」

　俺は、まだ目覚めない頭を起こすように、うなじを揉みほぐした。

「で、《冥界神エル・デイアブロ》たちは？」

「逃とう走そうした。うちの榊さかき原ばらキルカと、お前のところの比ひ翼よく連れん理りが駆けつけたのでな」

「戦せん崎ざきと千ち里さとか……確かにその三人が手を組めば、《冥界神》も苦戦するだろうな」

「うむ。今も榊原たち三人が、《冥界神》一味……いや闘派セクトウロボロス一三を追つい跡せき中だ。追って報告が入るだろう」

「お前は認めたのか？　聖護院家と宇牙神家の領域士が組むって事に」

「少々癪しやくだが、父共々了りよう承しようしている。あの難敵を誅ちゆう殺さつするには、他家の応おう援えんを受け入れるしかない。だがあくまで誅殺権限は、我ら聖護院家にある。こうまで管かん轄かつ内で暴れられたのだ。他家に横取りはさせん。是ぜが非ひでも、聖護院家が討ち取ってみせる」

　アッシュの声は淡たん々たんとしているようだが、その実、熱を帯びている。確かに介罪人を二度も取り逃にがしては、聖護院家の評判はがた落ちになるだろう。管轄市民の信しん頼らいを取り戻すには、アッシュたちがウロボロス一三を討つしかないのだ。

「分かった。お前んとこも、いろいろ大変だもんな」

「他人ひと事ごとのように言うな」

「え？」

「今は、我が領派よりも宇牙神家の方が危機に陥おちいっているのだ。これを見ろ」

　言うとアッシュは、手から灰色の術光オーラを放った。掌てのひらに現れたのは、小型のノートパソコン。そんな物まで領域因子化クローズドしてたのか……と思う間もなく、アッシュは立ち上げた画面にニュースサイトを映し出した。思わず、ユリが腰こしを浮かせる。

「ちょっと聖護院くん、何も今……」

「甘あまやかす必要はない。リョウトは領派の嫡ちやく子しだ。自分の領派が置かれている立場は、すぐに把は握あくせねばならん」

　俺は、黙だまってノートパソコンを受け取り、画面を覗のぞき込んだ。するとそこには……




『領派・宇牙神家、三年前の堕落事件を隠いん蔽ぺいか？』




　ニュースサイトのトップ画面には大きくその見出しが躍おどっている。まだ痛む指先で記事をクリックすると、大手新聞から引用された記事もずらりと並んでいた。




『本日午後、インターネット上に、日本最強の領派・宇牙神家に所属する領域士が三年前に堕落し、宇牙神家はその事実を故意に隠蔽したとの情報が流れた』

『会見を開いた統合領派本部は、この情報を否定。介罪人による情報攪かく乱らんと断じた』

『しかし複数の投とう稿こう動画サイトに、事件の証しよう拠こと思われる映像がアップされ、波は紋もんを呼んでいる』

『統合領派本部は、投稿動画サイトに対し動画の削さく除じよを要求するも、投稿は今も繰り返し行われ、ネット掲けい示じ板ばんでは宇牙神家に対する誹ひ謗ぼう中傷が増し、一部では『祭り』と称しようされる事態に……』




　俺はノートパソコンを閉じ、黙りこくるアッシュを見上げた。

「その投稿動画……見たか？」

「ああ、見た」

「《親和少女アフイニテイ》が再現した……」

「ああ、お前の過去だ。いや……松まつ下した小こ春はるが見た過去だったな」

　思わず、俺はシーツを握にぎりしめてた。これがウロボロス一三がやりたかった事。九領域が、自分たちの都合の悪い事実を隠蔽していた……その事実を世間に知らしめて、九領域の権けん威いを失しつ墜ついさせる。その目的が、ネットに情報をばらまくだけで着々と成果を上げ始めているのだ。

　けど俺は、一瞬の動どう揺ようを吞のみ込んで、冷静さを取り戻した。

「多分、俺の実家にはマスコミから問い合わせが殺さつ到とうしてるんだろうな」

「間ま違ちがいなく、そうだろう」

「だけど戦崎は領派に戻らず、奴やつらを追ってる。本当は筆頭の戦崎がマスコミに対応すべきだろうけど、あいつには分かってるんだ。誹謗や中傷は放ほうっておけばいいって……」

　俺は、戦崎の行動からあいつの意志を読み取った。

「領域士は、自分を守るより、他人を守る事を優先する。だから戦崎も千里も弁明するより、介罪人を追う方を選んだんだ」

「当たり前ェじゃねェか、馬鹿野郎」

　黙って煙管を吹ふかしていた孝蔵師匠が、小さな身体からだを仰のけ反ぞらせた。

「それぐらいの判断がつかなきゃあ、筆頭なンざ務まらねェぜ。あの戦崎が、あたふた説明会見開くワケねェだろうが。小役人かサラリーマンじゃあるめェし」

「もう、お祖父ちゃんたら」

　ユリは師匠を宥なだめるが、俺としてはそれぐらい突つき放してくれた方がありがたい。俺は覚悟を定めて、師し匠しように向き直った。

「だったら俺も、《冥界神》を追います」

「リョウちゃん！」

　ユリは心配そうな声を上げるが、無視して師匠と相対した。

「別に難しく考える必要はない。奴らは介罪人で、俺は領域士です。捕とらえて誅殺する。それだけの事です。違いますか、師匠？」

「おうよ。しかしずいぶん割り切ったじゃねェか、お前ェ。奴らが再現した過去だか何だかは、どうするつもりだ？」

　その問いに、ユリもアッシュも息を吞んで俺を見つめる。その視線に思わず、俺も身を固くした。

「俺は……信じません」

「ほぅ」

「師匠だってアクスフォードを御ご存ぞん知じでしょう？　あいつが介罪人に堕おちるなんてありえない。あいつは俺にとって、かしずきであり、親父おやじの代わりだった。俺をここまで育ててくれたのは、あいつなんですよ」

　さっき見た悪夢が甦よみがえる。けど最悪の可能性も振ふり捨てて、俺は続けた。

「まして虚力ネガスペルが見せた映像を信じるなんて、領域士がする事じゃないし……俺も領派の跡あと継つぎです。かしずきを疑うなんて真似まねはしたくない」

　孝蔵師匠はしばし黙もくし、やがてたっぷりと紫し煙えんを吐はくと瞑めい目もくした。

「……そこまで決めたなら、俺は何も言う事はねェやな。お前の言い分、思う存分、通してこい」

　俺は師匠に一礼して……ようやく、ずっと気になっていた事を口にした。

「それで……小春はどこにいる？」

　問われたユリは、すがるような視線をアッシュと孝蔵師匠に向けた。だがアッシュは黙し、師匠も可愛い孫まご娘むすめの懇こん願がんを無視して煙管キセルに火を点け直す。ユリは、仕方ないと云いった表情で口を開いた。

「……かなりショックだったみたい、小春ちゃんも。でも戦崎さんたちと一いつ緒しよに、介罪人の後を追おうとしたのよ」

「……そっか」

「だけど戦崎さんに『お前は若さまの傍そばにいろ』って止められて……小春ちゃん、何度も何度も頭下げたんだけどね。ちょっと見てられなかったわ、あんな姿……」

　アッシュも思い出したのか、苦い顔を浮うかべた。

「松下小春は言っていた。自分にはもうかしずきの資格がないとな……素性を隠かくしていた事が、よほど後ろめたかったのだろう」

「いや、きっと小春は……」

　言いかけて、俺も言葉を吞み込んだ。小春が後ろめたいと思ってるのは、アクスフォードが、つまり小春の父親が俺に斬きりかかったって事だ。かしずきが、領派の嫡子を裏切るなんて、絶対にあってはならない。小春はその責任を感じたのだろう。

　黙る俺に、ユリが先を続けた。

「それで小春ちゃん、リョウちゃんに付き添そってこの病院まで来たのよ。治ち療りようが済むまではここに居たんだけど、さっきマンションにリョウちゃんの着き替がえ、取りに行ったわ」

「じゃああいつ……帰ってくるよな、俺のところに」

「当たり前……でしょ」

　俺の問いに、ユリは自信無さげに答える。俺は、小春がどんな様子だったか知らないが、ユリは《心しん魂こん》の領域士として小春を見ている。小春の心がどう傷ついていたのか、見えていたはずだ。

　俺は、孝蔵師匠に向き直った。

「師匠は御存知だったんですか、アクスフォードに娘むすめがいたなんて」

「いや、初耳だ。確かに何度も会ってるが、所しよ詮せん、他家の領域士だぜ。ましてその娘がお前に仕えてるなンざ、思いもしねェや」

「そうですか……」

　頭の中には、宇牙神家のみんなの顔が次々に思い浮かぶ。戦崎、千里、小春の弟妹きようだいたち、そして俺の親父……みんな小春とアクスフォードの関係を知っていたのだろうか。知っていて、俺にその関係を伏ふせていたのか。

　そう思う俺を、ユリが心配そうに見つめた。

「リョウちゃん……介罪人が見せた過去を信じたくない気持ちは分かるわ。でもね、小春ちゃんは認めたのよ。自分がアクスフォードさんの娘だって」

「ああ、分かってる。つまりあの過去には、真実も含ふくまれてるって事だ」

「だったらあの事件ももしかしたら……」

「そうだな、本当かもしれない。俺は自分に都合が悪いとこだけ信じてないのかも……だからって受け入れられるか、あんな酷ひどい過去を……」

　我ながら、自分勝手な解かい釈しやくだと思う。だけど今は……

　すると突とつ然ぜん、病室に水色の術光が瞬またたいた。《流りゆう刻こく》の瞬しゆん間かん移動術で現れたのは、聖護院家筆頭領域士、榊原キルカ。疲ひ労ろうを顔に宿した彼女は、アッシュの前に跪ひざまずいた。

「報告。闘派ウロボロス一三を潜せん伏ぷく場所に追い詰つめました」

「どこだ？」

「西浜市、第一三埋うめ立たて地ち」

　報告を聞くなり、アッシュが《神しん智ち》の情報表示術を使って、俺のベッドの上に西浜市の地図を現出させた。ズームアップされた湾わん岸がん地域の一角に、第一三埋め立て地の名前が見える。数年後に、高層マンションと商業施し設せつが建設される予定だが、アッシュは眉まゆをひそめた。

「こんな場所に立て籠こもった理由は？」

「不覚。ウロボロス一三は、以前からこの地に疑似異相パラスフイアを構築し、ここを根城として活動していた模様」

「なんだと？　我が領派の管かん轄かつどころか、本部の目と鼻の先ではないか。何故なぜ、今まで気づかなかった？」

「推測。介罪人《冥界神》の疑似異相構築力が、こちらの索さく敵てき能力を凌りよう駕がしていたかと」

「単純に言えば、向こうが一枚上手か」

「御ぎよ意い。易やす々やすと攻こう略りやくできる疑似異相ではないと愚ぐ考こういたします」

　アッシュは、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔を見せた。いつの間にか管轄内に、介罪人が巣くっていたのだ。気分も悪くなる。

　俺も榊原キルカに視線を向けた。

「訊きいてもいいか、榊原？　うちの戦崎と千里はどうした？」

「残留。第一三埋め立て地に残り、ウロボロス一三が逃とう走そうせぬよう見張っております。しかしあの二人を以もつてしても、疑似異相への突とつ入にゆうには危険が伴ともなうかと」

　冷静な判断だと思った。戦崎は許容度スロツト二○。位階二○の《冥界神》とも互ご角かくに戦える。けどそれはつまり相討ちになる可能性も高いって事だ。たとえ許容度一八の千里が付いていても、疑似異相の中にはどんな罠わなが仕し掛かけられているか分からない。

「分かった。攻せめるなら、ありったけの戦力をぶつけるべきだよな、アッシュ？」

「何が言いたい？」

「小春が着替えを持ってきたら、俺も行くって事さ」

　言うとユリが、声を震ふるわせた。

「ちょっとリョウちゃん、まだ傷は……」

「これは俺の事件だ。自分で片をつけなきゃ気が済まない」

「だからって何も……」

　アッシュも、顔をしかめて俺を見下ろした。

「無茶はよせ、リョウト。うちの管轄でお前に死なれては迷めい惑わくこのうえない」

「死ぬと決まったわけじゃないし、死んだって聖護院家には迷惑かけないよ」

「いや、それにお前の着替えを待っている暇ひまもない。行くぞ、榊原。集められるだけの領域士を集めろ。総力戦で行く」

「あ、おい、待てよアッシュ！　せめて小春が来るまで……」

　けど俺の叫さけびを無視して、アッシュが部屋から出て行こうとした時。

　急に榊原が身を固くして、病室の扉とびらを睨にらんだ。そして扉の向こうを警けい戒かいしつつ、ドアノブを握り、押おし開ける。しかし病院の廊ろう下かには、誰だれの姿も無かった。不ふ審しんに思って、アッシュが問いかける。

「どうした、榊原？　誰かいたのか？」

「否。誰もおりません。しかし気配を感じたのです。誰かが、室内の会話を聞いていたような……」
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「美み空く、もうシャッター閉めていいわ」

「うん」

　森もり北きた美空は、姉の沙さ織おりに言われて、いつものように閉店の準備を始めた。西浜駅前通りにあるカフェ『ラピスラズリ』は、いつもよりずっと閑かん散さんとしていて、最後の客もだいぶ前に帰ってしまった。無理もない。昼間、西浜学園であんな騒さわぎがあったため、駅前通りに出る人も少ないのだ。

　けれど美空は、店の外に出ると、夜の街を眺ながめた。その視線の先には、リョウトが入院している聖護院綜そう合ごう病院がある。

　美空も昼間、介罪人たちとリョウトの戦いを一部始終、目もく撃げきしていた。リョウトが斬られた時、どうしようかと思ったけれど、美空にできる事は何もなく、一年Ａ組のみんなと共に下校させられたのだ。彼の力になりたいと思って美空も修行を積んだけれど、今回の敵は到とう底ていかなう相手ではない。せめて治ち癒ゆの術が使えるなら、弥勒寺ユリのように傍にいられるけど、美空には無理だった。

　そしてテレビでは、宇牙神家の隠いん蔽ぺい工作を報じるニュースがひっきりなしに流れている。多分ネットを見れば、もっと大きな反はん響きようがあるのだろうが、誹ひ謗ぼう中傷が飛び交っているかと思うと、覗のぞく気にはなれない。いったい彼と、彼の領派はどうなるんだろう……

　そう思った時、美空は小さな来客に声をかけられた。

「あのー、あのー」

「え？」

　振り向いて視線を落とすと、三人の子供が立っている。背中にはリュックを背負い、笑っているような、すまなそうな顔で。美空は思わず目を丸くした。

「あなたたち、松下さんの……！」

「こんばんは、松下陽よう太たです」「楓かえでです」「（ぺこり）」

　三人の弟妹きようだいは、行ぎよう儀ぎ良くお辞じ儀ぎすると、照れながら辺りを見み渡わたした。

「すいません。俺たち桜さくら野のから来たんですけど……」

「これから聖護院綜合病院に行くの」

「（こくんこくん）」

　兄と姉に手を握にぎられ、一番幼い雪ゆき美みもうなずく。美空は腰こしを落として、その姉に似た金きん髪ぱつを撫なでてあげると、声を潜ひそめた。

「もしかして……宇牙神くんのお見み舞まい？」

「あ、はい。母さんに言われて小春姉ちゃんの着替えも持って……でも若さまに何持って行っていいか分かんなくて……」

「それでこのお店の事、思い出したの。若さま、ここのコーヒー大好きだったから……あの、お持ち帰りってできますか？」

「う、うん、大だい丈じよう夫ぶよ」

　美空は話を聞きながら、この三人は、どこまで知っているんだろうと思った。リョウトが小春の秘密を知ってしまい、その秘密のために今、宇牙神家が非難されつつある事をどこまで……それとも宇牙神家の騒ぎから遠ざけるために、病院へ寄こしたのだろうか。

　すると店内から姉の沙織も出てきて、小さな来客に驚おどろいた。

「まあ、あなたたち、こんな夜よる遅おそくに……」

「こんばんは。でも平気です。俺たちも領域士の見習いですから」

「そう、平気平気」「（こくんこくん）」

　美空が手短に三人が来た理由を告げると、沙織も納得してうなずいた。

「そう……宇牙神くんのお見舞いに。とにかく中にお入りなさい。今、宇牙神くんに持って行くコーヒーを煎いれるわ。あなたたちも、何か食べていきなさい」

「いやでも俺たち……」

「大丈夫よ。宇牙神くんは、この街を守って怪け我がしたんだもの。今日はご馳ち走そうしてあげる。さ、早く」

　促うながされて、三人の弟妹は店内に入っていく。そこでようやく美空も決心を固め、姉に告げた。

「姉さん……私もこの子たちと一いつ緒しよに、お見舞いに行ってくる」

「美空……」

「ちょっと遅くなるけど、心配しないで」

　唇くちびるを結んだ美空に、姉は仕方ないと云いった表情で優しく応こたえた。

「……分かったわ。行ってらっしゃい。美空の気持ち、私だって分かってるつもりだから」

　うなずいて美空は、キッチンに戻もどると配達用のコーヒーポットを準備した。店に残った豆は少ないけれど、とびきり美味おいしいコーヒーを煎れるため、美空は腕うでまくりをした。それが美空にできる最善だと信じて。
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「準備を急げ、今夜中に誅ちゆう殺さつするぞ」

　西浜市湾岸部に位置する、聖護院家領派本部に戻ったアッシュは、周囲で装具を整える領域士たちに檄げきを飛ばした。

「突入部隊は、許容度一○以上の領域士で編成する。全員に領域兵器アームズの携けい行こうを許可。《創そう成せい》班は、突入部隊の防具に可能な限りの強化術をかけろ。相手が位階二○の介罪人だと云う前提で術を組み上げろ」

　広い室内に集められたのは、いずれも聖護院家きっての腕利き揃ぞろい。いずれも黒い戦せん闘とう服を着込み、暗視ゴーグル、咽いん頭とう式マイクを着け、九領域の術によって強化された弾だん丸がんを備えた銃じゆう器きの手入れに余念がない。

　だが彼らの中で、最も許容度が高い榊原キルカにしても許容度一八。《冥界神》の虚力にかなう相手でない事は、昼間の戦闘で分かっている。榊原は、様々な術で自らを補強しつつ、アッシュに告げた。

「報告。突入部隊の術強化を終え、その他の人員も配置につかせるには、あと一時間はかかります。実際の突入時刻は、二三○○時になるかと」

「それでも急ぐのだ。我々があまりにも遅ければ、現場を監かん視しする戦崎と千里たちだけで突入される可能性がある。この事件は、聖護院家が仕切らねばならん」

「了りよう承しよう。しかしあの二人だけで、突入できるほどの疑似異相ではありません」

「そう、あの二人だけならな。だがもしも……宇牙神家の最高師し範はん、相そう馬ま小こ次じ郎ろうあたりが出てきたらどうする？」

「想定外。確かに宇牙神家は、今や非難の的です。事態を収束させるために、強きよう硬こう手段に出るおそれはございます」

「だから急ぐのだ。悔くやしいが、我々に出来ぬ事が宇牙神家には出来る。たとえリョウトと小春がいなくてもな……」

　時刻は、すでに午後九時を過ぎていた。
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「ちょっと遅くなっちゃったわね。みんな眠ねむくない？」

　森北美空は、三人の子供たちを連れて聖護院綜合病院に向かっていた。夜の街に人ひと気けは少ない。夜空にはまだ雨雲が垂れ込め、どこか不ふ穏おんな空気が漂ただよっている。それでも陽太と楓は、元気よく返事した。

「平気だよ、俺たち」

「うん、大丈夫。そうよね、雪美？　雪美？」

「（こ……くん）」

　姉に問われて、雪美は目をこすりながらもうなずいた。美空は、リョウトに持って行くはずのコーヒーとケーキのセットを陽太に渡わたすと、跪ひざまずいて雪美に背中を向けた。

「雪美ちゃん、眠かったらお姉ちゃんがおんぶしてあげる。ほら」

「（こ……くん）」

　雪美は寝ねぼけ眼まなこのまま、美空の背中にしがみつく。美空は、小さな身体からだを背負い、聖護院綜合病院への角を曲がった。すると……

「あ、小春姉さま！」

　突とつ然ぜん、楓が闇やみの向こうを指さした。見えたのは、聖護院綜合病院の門。そこから早足で現れた影かげは、確かに小春であった。当然、小春も気づき、顔を強こわばらせる。

「陽太、楓……雪美に森北さんも……」

　真っ先に陽太が駆かけ寄り、姉に微笑ほほえんだ。

「驚いた、小春姉ちゃん？　でも母ちゃんが若さまの見舞いに行けって言ったんだ。だからこれ持って来たぜ、『ラピスラズリ』のコーヒーとケーキ。若さまの好物だろ？」

「それで森北さんも……すみません、弟妹たちがご迷めい惑わくをおかけして」

　謝る小春に、美空は笑いかける。

「ううん、いいのよ。私も宇牙神くんのお見舞いに来たかったし……でも雪美ちゃんは、もう眠いみたい」

　美空は、そっと背中を揺ゆすってやる。その優しい動きだけで雪美は目を覚まし、姉を視界に捉とらえた。その途と端たん……

「え、降りるの、雪美ちゃん？」

　美空は、急に肩かたを強くつかまれ、雪美を背から下ろした。雪美は唇を真一文字に結び、しばし姉の表情を凝ぎよう視しする。やがて……

「雪美……」

　一番小さな妹は、小春の足にしがみつくと嫌いや々いやとでも言うように首を横に振ふった。美空の目には、それは子供特有のぐずりには見えず、むしろ小春をその場に押おしとどめているように見えた。まさか……

「まさか、松下さん……」

　美空が言いかけると、小春はわずかに身体を震ふるわせたが、ぎごちなくその場を取り繕つくろって、三人の弟妹に向き直った。

「ありがとう、みんな。若さまも、きっと喜んでくださるでしょう。けれど病室に行っても、騒さわいではなりません。静かに、若さまをお守りするのですよ」

「小春姉さまは、どこに行くの？」

「私には……大切な用事があるのです」

　楓の問いに、小春は一いつし瞬ゆん口ごもる。だがすぐに姿勢を落とし、広げた両りよう腕うでで三人の弟妹を抱だきしめた。

「私は、しばらく若さまの傍そばを離はなれるけれど、私に代わって、あなたたちが若さまをお守りするのです。いいですね、陽太、楓、雪美」

　美空はその時、陽太と楓の表情が一変したのを悟さとった。さっきまでの子供らしさは失うせ、今は超ちよう然ぜんと姉を見つめている。そして二人は小さな手で小春に抱きつくと、やけに大人びた声で返事した。

「……うん、分かったよ小春姉ちゃん」

「私たちに任せて」

　陽太と楓はすぐにうなずいたが、雪美はまだ何かを堪こらえるような顔をしている。さすがに美空も、小春の決心に気づいた。

「待って松下さん、大切な用事って……」

　だが小春は、弟妹きようだいの抱ほう擁ようを解くと、立ち上がって美空にカバンを手て渡わたした。

「森北さん、若さまの事を宜よろしくお願いします。それからこれは、若さまの着き替がえです。私がマンションから持ってきたのですが、代わりにお届けいただけますか」

「それはいいけど……どうして自分で渡さないの？　松下さんは、宇牙神くんのかしずきでしょ？　傍にいた方が……」

「これ以上、私がお傍にいては、若さまのご迷惑になります。それに私は……」

　言いかけて小春は、弟妹の視線に気づき、言葉を途と切ぎれさせた。

「……しなければならないのです。若さまへの罪つみ滅ほろぼしを……」

「だめよ、松下さんっ！」

　しかし美空の制止を振り切り、小春は夜の街へ駆け出していった。しかも東へ。東とう京きよう湾わんへ向かって。《苦く行ぎよう》の術を使われては、追いつけるはずもない。美空は、雪美の手を強く握にぎりしめた。

「みんな、来て。早く宇牙神くんにこの事を……」

　そう言って美空が病院に駆け込んだ時、急に夜空で雷らい鳴めいが轟とどろき、また六月の雨が強く降り始めた。
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「小春の奴やつ、遅すぎる」

　俺は、ベッドの上で焦じれていた。この病院から、俺のマンションまで片道徒歩一○分とかからない。なのに小春は、俺の着替えを取りに行ったまま帰ってこないのだ。

　ユリも何度も、病室から出て小春の携けい帯たいに電話してくれたのだが、応答は無い。孝蔵師し匠しようも、病院関係者と俺の治ち療りよう具合について話し合っているらしく、部屋から出て行ったままだ。今はただアッシュたちの作戦の正否と、小春の到とう着ちやくを待つだけだった。

「おかしいわ、小春ちゃん……何かあったのかしら」

「いや、俺が心配してるのは……」

　その時、複数の足音が病室に近づいた。小春……と思った時、あわてたノックに続いて現れたのは森北さんだった。

「宇牙神くん！」

「森北さん、どうしてここへ……あ……」

　俺は、森北さんの足下に居並ぶ三人の子供に気がついた。陽太、楓、雪美が、荷物を抱かかえて微笑んでいる。

「若さま、お見み舞まいに来ましたー」

「私たち、コーヒーとケーキ持って来たの」

「（こくんこくん）」

　小春の弟妹は、やけににこやかな笑顔。それに比べて森北さんの顔は青ざめ、急せくように俺のベッドに詰つめ寄ろうとした。

「あのね宇牙神くん、今そこで……」

　だが言いかけた森北さんを遮さえぎるように、陽太と楓が不自然な声をあげた。

「ほら、若さま！　病院じゃあコーヒーなんて飲めないでしょ！　俺が注いで差し上げまっす！」

「やあね、陽太兄ちゃんたらあ！　こういう事は女の子がするものよ！　若さま、私がお注ぎしますから！　雪美、早くケーキもお出ししなさい」

「（こくん）」

　わらわらとベッドを取り囲む子供たちに、俺は嫌いやな予感を覚えた。

「ちょっと待て、小春はどうした？　お前たち会わなかったか？」

「えーっと、小春姉ちゃんなら、どっか行きました。けどたいした用事じゃないですよ」

「そうそう、きっとコンビニか何かに買い物に行ったのよ。ね、雪美？」

「（こ……くん）」

　俺は、少し強い視線を雪美に向けた。

「本当か、雪美？」

「（こ……くん）」

「じゃあ小春は、すぐ帰ってくるんだな？　ちゃんと帰ってくるんだな？」
















「（こ……）」

　うなずきかけて、雪美が震える。そして黙だまり……黙り……ずっと黙りこくった末、ひと筋の涙なみだをこぼした。

「雪美、お前……」

　我が慢まんしても流れる滴しずくを、雪美は必死に手ての甲こうで拭ぬぐってる。多分、姉のために。その様子に、ユリも口元を覆おおった。

「待って、じゃあ小春ちゃんは……」

「今、病院の前で会ったの。松下さん、思い詰めた様子だった。別れ際、陽太くんたちに……」

　森北さんは少し躊ちゆう躇ちよした後、俺に告げた。

「自分に代わって、宇牙神くんを守れって……それに宇牙神くんに罪滅ぼしをするって……」

「俺に……罪滅ぼし……」

「うん。そう行って海側に走って行ったの」

「じゃああいつは……！」

　その台詞せりふだけで、小春が何を考え、何をしようとしているか理解できた。俺はシーツをはねのけ、病室から飛びだそうとする。だけどベッドに手を付いた瞬しゆん間かん、心臓の辺りに激痛が走り、呼吸ができなくなる。

「くっ……」

「だめよリョウちゃん、まだ寝てないと！」

　ユリが俺を支え、どこにも行かぬようにパジャマの袖そでを握った。

「お祖父じいちゃんの術で怪け我がは治ってるけど、身体にはまだ異相ネガスフイアの力が残ってるのよ。無理したら……」

「だけど小春はきっと知ったんだ。ウロボロス一三がどこにいるか、だから一人で……」

　俺は、もう一度陽太と楓を見た。もう二人の顔にも、偽いつわりの笑顔はない。きつく唇くちびるを嚙かみ、左右の拳こぶしを握りしめている。

「ごめんなさい、若さま……俺たち、ずっと黙っていて……」

「父さまの事、黙っていて……」

　ぽろぽろと涙をこぼす雪美を、森北さんが後ろから抱きしめる。俺は、念を押おすために問いかけた。

「お前たちみんな……アクスフォードの子供たちなんだな？」

「はい」「うん」「（こくん）」

「俺にずっとその事を隠かくすつもりだったんだな？　だけど何故なぜ？」

　すると陽太は、ぽつりと答えてくれた。

「……父ちゃんが、若さまにご迷惑をかけたからです」

「アクスフォードが俺に？」

「はい……父ちゃんは若さまのかしずきだったのに、若さまを守れなくて死んじゃって……そのせいで、若さまはどこか遠い所に連れて行かれたって聞いて……」

「そんな……」

　俺は、痛む腕うでを伸のばして陽太の肩をつかんだ。

「あの事件は、アクスフォードのせいじゃない。お前たちが後ろめたく思う理由なんて無いんだ」

「でもテレビでも……」

　楓が言いにくそうにつぶやく。きっと今日の報道を見たのだろう。けど俺は、楓の髪かみを撫なでてやった。

「あれは介罪人クリミナルが作った噓うそだ。俺はそう思ってるし、アクスフォードの事も信じてる」

「でも私たち、決めてたんです」

「決めてた？　何をだ？」

「もし若さまに、私たちの秘密が知られたら……その時は……」

「その時は？」

　すると陽太が、歯を食いしばって答えた。

「罪滅ぼしをしようって……その時、若さまにできる一番良い事をしようって……それが俺たちの約束なんです」

　俺は思わず絶句し、ユリと森北さんも声を失っている。

　この弟妹は、幼いながらもかしずきの家族である事に責任を感じ、だからこそずっと噓をつき通し、隠し事が破は綻たんした場合まで想定していたのだ。そして罪滅ぼしに向かった姉の邪じや魔まをされないように、下手な芝しば居いまで打ってみせた。

　健けな気げだと思う。立派な領域士イグザルタスになれると思う。それでも俺は……

「知るもんか、そんな約束」

　俺は、森北さんからバッグを受け取ると、乱暴に着き替がえを引っ張り出した。

「迷惑をかけたぐらいで、いなくなるなんて勝手すぎるぞ。小春にはまだ、俺のかしずきでいてもらうからな」

「それじゃあ若さま！」

「ああ、陽太たちが心配する事は何もないんだ。むしろ罪滅ぼしをするのは……」

　俺かもしれない。その言葉を言いかけて、俺は三人の弟妹を見つめた。そう、この子たちの父を殺したのは、俺かもしれないのだ。けど、真しん偽ぎを考えている暇ひまは無い。俺は、黙ってるユリと森北さんに、視線を向けた。

「とにかく俺も小春を追う。この子たちを頼たのむよ」

「リョウちゃん、冗じよう談だん言わないで！」

「無理しないで、宇牙神くん」

「ごめん。無理をしなきゃ小春を連れ戻もどせないんだ。だから早く出て行ってくれよ。俺、もう着替えるぞ」

　言いながらパジャマを脱ぬぐと、ユリは真っ赤に紅潮し、森北さんは雪美を抱だいたまま、あたふたし始める。

　だがその時、病室の扉とびらが開き、妙みように懐なつかしい声が呼びかけてきた。

「ご決心なさったようですな、若。では小春の代わりに、私がお供いたします」

「お前は……」

「走りながら、道々お話ししましょう。この子たちと小春、そしてアクスフォードがついていた噓について……」

　三年ぶりに会った宇牙神家最高師し範はん、相馬小次郎が笑みをたたえて言う。

　雷らい雨うは、さっきよりも強く窓を叩たたいていた。







　　　【Phase.6　思いを継つぐ者たち】







「また雨が強くなったな」

　闇やみの中、戦せん崎ざきツカサが言う。

　午後九時半を過ぎ、西にし浜はま第一三埋うめ立たて地ちを覆う雨雲は厚さを増し、風雨もまるで嵐あらしのように吹ふき荒あれていた。辺りは、ただ茫ぼう漠ばくと広がる平へい坦たんな空き地で、将来の都市計画に沿った道路だけが四方に伸びている。野積みされた建築資材はあるものの、戦崎が見つめる先には一いつ軒けんの建物すらない。

　だが戦崎には、いや《神しん智ち》の領域士イグザルタスには見えているのだ。この道路の先、埋め立て地の突とつ端たんにある異相ネガスフイアの砦とりでが。戦崎は、全身から《神智》の術光オーラを放って風雨を凌しのぎつつ、暗い海辺を凝ぎよう視ししていた。

「何故だ……奴やつら、逃にげる様子はない。確かに堅けん固ごな疑似異相パラスフイアだが、救きゆう援えんが来ない以上、いくら立て籠こもっても無む駄だなはずなのに」

「諦あきらめたのかしらね」

　隣となりに立つ我あが妻つま千ち里さとも、《流りゆう刻こく》の術光を放ちつつ、風雨の下に立っていた。

「ウロボロス一三だって、あたしたちと聖しよう護ご院いん家が突とつ入にゆうするのは分かってるはず……その前に疑似異相の中に虚力ネガスペルの罠わなをしかけ、自分たちの死と引き替かえに、名のある領域士と相討つ覚かく悟ごかも」

「名のある……か。であれば狙ねらわれるのは、恐おそらく聖護院家の若だな」

「それは困るわね。宇う牙が神じん家の問題で、聖護院家の若が討ち取られるのは」

「俺とお前がいるんだ。そう簡単に討ち取られてたまるか」

「だったらあたしたちだけで先に乗り込んじゃう？　敵の準備が整う前に攻せめれば全員、喰くっちゃえるわよ」

　千里は、好戦的な目つきで唇を舐なめた。

　確かに戦崎もそう思う。位階二○の《冥界神エル・デイアブロ》は手て強ごわいが、《月光騎ムーングロウ》と《ものまね鳥モツキンバード》はさしたる相手ではない。千里なら、瞬しゆん時じにあの二人を誅ちゆう殺さつできる。まして《親和少女アフイニテイ》など、指一本触ふれずに殺せるだろう。その三人を葬ほうむれば、戦崎と千里で《冥界神》を挟きよう撃げきできる。無理のない戦術だった。

　だがこの西浜市が聖護院家の管かん轄かつ地である以上、勝手な誅殺は行えない。聖護院家が突入準備を終えるまで、疑似異相の監かん視しに務めるのが戦崎たちの役目なのだ。

「いや、ここは聖護院家を待とう。領派クランの仁義は通さねばならない。それに……」

　言いかけた時、戦崎は不意に背後を振ふり返った。ウロボロス一三を逃がさぬため、周囲に張り巡めぐらせた広域警けい戒かい術が、何者かの生体反応を知らせたのだ。無論、戦崎が展開した術は、瞬時に侵しん入にゆう者を特定した。まさかと思う相手に、戦崎も声を上げた。

「小こ春はる、なぜここに……！」

「えっ、小春!?」

　驚おどろいた千里も、そちらを見やった。いつの間にか埋め立て地に、赤い《苦く行ぎよう》の術光を灯ともした少女が駆かけてきた。その目はひたと疑似異相がある方向を見み据すえ、強化した俊しゆん足そくで風雨を蹴け散ちらしている。その目に、ただならぬ覚悟を悟さとった千里は、妹弟子に叫さけんだ。

「小春！　あんたまさか……！」

　だが制止にもかまわず、小春は疑似異相めがけてまっしぐらに突き進む。小春は、ありったけの術力で〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉を術修正ブーストしているらしく、瞬またたく間まに数百メートルを疾しつ駆くする。

　すると領域士の接近を知ったのか、今まで何も無かった埋め立て地の突端に、ばりばりと青白い電光の壁かべが生まれた。無論、可視化した《冥界神》の疑似異相であり、攻こう性せい防ぼう壁へきとしての機能を有している。戦崎も、その堅固さに警告を発した。

「止まれ、小春！　お前の腕では、その疑似異相には……！」

　すぐさま千里が《流刻》の瞬しゆん間かん移動術で駆けつけ、小春を援えん護ごしようとする。

　しかし小春が間近に迫せまった瞬間、その壁の一部が門の如ごとく開き、駆け入る小春を何の抵てい抗こうも無く迎むかえ入れてしまった。そのまま小春の姿はかき消え、疑似異相はなおも電光を放ち続けている。

　一瞬で終わった出来事に、百ひやく戦せん錬れん磨まの千里でさえうろたえた。

「ツカサさん、あの子……！」

　だが戦崎は答えず、今ようやくウロボロス一三がこの地に立て籠もった理由に感づき、苦く渋じゆうを露あらわにした。彼らは為なそうとしているのだ。九領域イグザルト・ナインを失しつ墜ついさせる事件をもう一度。
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《親和少女》は、いつものファミレス……つまり《冥界神》の疑似異相に存在するボックス席に身を置き、ノートパソコンのキーをぱちぱちと弾はじかせていた。時折、気の抜ぬけたメロンソーダで喉のどを潤うるおし、飽あきもせずに文章を叩き、動画を投とう稿こうし続ける。その様子に、向かいの席で《月光騎》が微笑ほほえんだ。

「がんばるね、今夜は」

「はい、だってようやくつかんだ真実ですから……一人でも多くの人に見てもらって、九領域の暗部を知って欲しいんです」

《親和少女》は、何時間も前から宇牙神リョウトの過去をネット上にばらまき続けていた。たとえサイト側にアクセスを禁じられても、虚力を用いた不正侵入に励はげみ、また作業を繰くり返す。だが終わりのないイタチごっこにも飽きたのか、《親和少女》はモニターから顔を上げ、窓の外を見た。

「よく降りますね、この雨」

「うん、よく降る」

　ファミレスの外には、無人の街並みが広がっている。無論、その景色も疑似異相が創つくり出した虚きよ構こうである。だがその空は、実際の人間世界同様に雨雲に覆おおわれ、雷雨に晒さらされていた。偽いつわりの暴風を見つめる《親和少女》に、《月光騎》は問いかけた。

「君は、焦あせらないの？」

「何をですか？」

「もうすぐここには、宇牙神家と聖護院家が突入してくる。今、《冥界神》さんと《ものまね鳥》が疑似異相を補強してくれてるけど、正直、僕も生き延びる自信はないんだ。何しろ僕らは、宇牙神家を本気にさせちゃったからね」

「まあ、自業自得ですよ、私たちの」

「他人ひと事ごとみたいに言うんだなあ」

「仕方ありません。あの人たちの言葉で言うなら、その……誅殺されてもね」

《親和少女》は、自分でも不思議なほど恐きよう怖ふを覚えなかった。あと数時間、いや数十分で領域士の群れがここに突入し、自分も殺されるかもしれない。だがそれが何だと言うのだろう。今の《親和少女》は、宇牙神リョウトの噓うそを暴き出した余よ韻いんに浸ひたり、自分が送信した情報で世間が騒さわぎ立てる事に満足していた。たとえ今夜のうちに死んでも、自分が存在した証あかしは残せたと思う。たとえそれが、一いつ般ぱん的な倫りん理りに反していたとしてもだ。

　だが閃せん光こうと共に忽こつ然ぜんと店内に現れた《冥界神》と《ものまね鳥》は、《親和少女》に微び笑しようを向けた。

「覚悟はできてるみたいだね？」

「《冥界神》さん……」

「でもすべてが終わったと思うのは、まだ早いよ。一足早く来てくれた人がいたから、お通ししたんだよ、この世界に」

「え、誰だれをです？」

「僕らに答えをくれた、あの女の子さ」

　言って《冥界神》は、窓の外を指さした。

　土ど砂しや降ぶりの雨の中、通りの真ん中には人ひと影かげが立っている。それは長い金きん髪ぱつを濡ぬらした少女であり、身体中から《苦行》の術光を放ち、松明たいまつのように燃え盛る領域士だった。無論、その手には紅煉獄三叉剣トライブレードが握にぎられていた。
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　西浜の街は、豪ごう雨うにけぶっていた。道を行く人も、道路を走る車もなく、ただ街灯や信号機だけが明めい滅めつを繰り返してる。街路樹は強風にあおられ、幹ごと大きく揺ゆれていた。

　その街を、俺は海に向かって駆けていた。〈サロスの勁悍なる四肢〉で強化された肉体は、《苦行》の赤い術光に包まれ、雨をも振り飛ばしている。

　けど俺の横にはぴたりと、飛ぶが如く駆ける人が付いていた。本来なら俺よりも遥はるかに速く走れるのに、まるで子供に合わせるように悠ゆう然ぜんと走るその人は、黒くろ髪かみとジャケットの裾すそをなびかせてる。

　俺の親父おやじが唯ゆい一いつ、背中を任せる戦友。宇牙神家副統とう帥すいにして最高師し範はん。俺に《滅めつ殺さつ》を教えてくれた師し匠しよう、相そう馬まのおっさんは、豪雨をついて、優しげな声で呼びかけた。

「アクスフォードには、四人の子供がいました。若にはお教えしませんでしたが、私も戦崎も千里も、承知していた事です」

「何故なぜだ、どうして俺に隠かくしてた？」

「アクスフォードがそれを望んだのですよ。あいつは、かしずきの役目に専念するつもりでした。しかし運命の女性と出会い、恋こいに落ち、小春が生まれた。しかし籍せきは入れず、内ない縁えんの夫婦として共に暮らしたのです」

「そんな必要……」

「ありますよ。所帯持ちの領域士は、子供が成長するまで……つまり自分の跡あと継つぎを育てるためにいったん戦せん闘とう勤務から外されるのが習わしです。しかし生まれた小春のために、若のかしずきを辞めるワケにはいかない。だからアクスフォードは独身だと噓をつき、若の傍そばに居続けたのです」

　俺の足が水たまりを踏ふみつけ、ばしゃっと雨水を跳はね上げた。

「そうまでして仕えるものなのか、かしずきってのは！」

「ええ。滅めつ私し奉ほう公こうって奴ですよ。なにしろアクスフォードが仕えたのは日本最強の領派、宇牙神家の御ご嫡ちやく男なんですからな。それほどの覚悟なくしては、後見できません」

「それ、嫌いや味みか？」

「ええ、嫌味です」

　駆けながら、相馬のおっさんは微笑む。この人にとって俺は、仕える領派の跡継ではあるが、所しよ詮せんまだヒヨッ子の領域士であり、小生意気な弟子の一人に過ぎない。隠し事を明かした目にも後ろめたさは無く、穏おだやかな瞳ひとみには『全部お前のためについた噓なんだよ、もっと早く気づけ馬ば鹿か野や郎ろう』とでも言いたげな光が宿っていた。

　俺は無人の交差点を疾駆しながら、その瞳に向き合った。

「でも《親和少女》が再現した過去では……アクスフォードは、俺と小春を引き合わせるつもりだったらしい」

「確かにそんな話もありました。小春も成長したし、若に打ち明け、引き合わせるべきだとね。しかしまさかアクスフォードが対面を決意した当日に、あの事件が起きていたとは思いませんでしたな」

「じゃああの過去は、本当なのか！」

「さてね。小春の記き憶おくは正しいでしょうが……そこから先、若はどう思われます？」

「信じるわけないだろう、アクスフォードが裏切るなんて！」

　俺は、無人の車道を駆けつつ叫んだ。

「あいつが堕落なんてするはずがない！　今の話を聞いて余計、自信がついたよ。アクスフォードは自分どころか、家族まで犠ぎ牲せいにして俺に仕えてくれたんだぞ！　そんな奴やつがどうして俺を殺そうとする！」

「…………」

「だけど小春は……」

　頭上で、稲いな光びかりが走った。

　小春は、自分の過去を暴かれ、自分が見た光景から事件を解かれたと思った。無論、あいつだってアクスフォードの事は、信じてるはずだ。だけど今は信じるより、俺に償つぐなう気持ちでいっぱいなんだ。そう考えると、俺は思わず……

「ああ、まったくもうっ！」

「なんです、急に？」

「似た者父おや娘こだと分かったのさ。アクスフォードも小春も、責任の取り方が常じよう軌きを逸いつしているぞ。俺の知らないところで、勝手に動きすぎる！」

「《独どく断だん戦せん巧こう》の若が言えるお立場ですか？　しかしだからこそかしずきに選ばれたのですよ、あの父娘は。もっとも統帥が小春をかしずきに指名した時、あの娘こは再三、断ったのですよ」

「何故だ？」

「父であるアクスフォードがあなたを守れず、あなたが南極に送られたからです。あの娘は背負っているのですよ、父の罪もね」

　ふざけるな、と俺は吐はき捨てた。

「罪だと認めたら、アクスフォードの堕落を認めた事になる。それに俺が……アクスフォードを殺した事も」

「やはり……お認めにはなれませんか」

「当たり前だろ。俺は、虚力が見せた過去より、アクスフォードとの絆きずなを信じるよ」

「もし介罪人クリミナルの見せた過去が真実だったとしたら、どうなされます？」

「そうだな、その時は……」

　俺は、ようやく疾しつ走そうを止めた。目の前の交差点を渡わたれば、もう第一三埋うめ立たて地ち。海沿いでは、ちかちかと奇き妙みような光が明滅している。だけど、疑似異相と思われる瞬またたきを間近にしながら、瞼まぶたには小春と過ごした日々が映っていた。俺を叩たたき起こす声。一いつ緒しよに登校した後ろ姿。その背になびく金髪。どれも妙みように懐なつかしい。

「その時は……別に何も変わらないよ。小春を連れてマンションに帰って、寝ねて、起きて修行して、また学校に行って……だ。昨日までと生活変える必要あるか？」

　言うと相馬のおっさんも立ち止まり、びゅうびゅうと吹ふき付ける風雨を術光で遮さえぎりながら、ジャケットの乱れを直した。

「お覚かく悟ごは出来ているようですな。ならば、お行きなさい。ここから先は、若と小春の問題です。どう決着をつけようが、我らはそれに従うのみ」

「うん……話してくれて、さんきゅ」

　俺は呼吸を整えて、疑似異相に走り出そうとする。けどその寸前、目の前に水色の術光が広がり、戦崎と千里が瞬しゆん間かん移動してきた。

「若！　小こ次じ郎ろうさま！」

「先ほど小春が一人で……！」

「なんだと、行ったのか！」

　俺が駆かけ寄ると、戦崎はサングラス越ごしに冷れい徹てつな視線を向けた。

「はい、すでに単身、疑似異相に突とつ入にゆうしております。聖護院家の到とう着ちやくを待って救出するか、それとも我らだけで救出するか、速やかにご決断を」

「決まってる。今すぐ行くよ」

　俺は、風雨の中輝かがやく疑似異相を見つめてから、三人の身内に振ふり返った。

「けど行くのは俺一人で十分だ。お前たちはここに残って、聖護院家に説明を頼たのむ」

「そんな……！」

「危険です、若さまっ！」

　あわてて戦崎と千里が前に出る。でも俺は、まだ痛む腕うでをさすって告げた。

「ただ単に誅ちゆう殺さつするだけなら、相馬のおっさん一人いれば十分だろ。けど今は、小春の方が心配なんだ。俺が行って連れ戻もどさなくちゃここに来た意味がないよ」

「若……」

　戦崎は唇くちびるを嚙かむが、相馬のおっさんは微び笑しようを向けてくれた。

「そこまでお考えでしたら、我らもお止めいたしません。ご存分になされませ。しかしかしずきを救うために命を懸かける嫡ちやく子しなど、聞いた事がありませんな」

「他人事みたいに言うなよ。俺をこんな風に育てたのは、お前たちじゃないか」

　言った時、疑似異相がフラッシュのような無数の閃光を瞬いた。同時に風雨をついて、帚ほうき星ぼしのような光球がこちらへ急きゆう迫はくする。光をたなびかせて飛来するのは、半はん獣じゆう半機の虚攻体ラガマフイン、約三○騎。いずれも甲かつ冑ちゆうをまとった悪あつ鬼きの如ごとき姿で、雷らい鳴めいに負けぬほどの雄お叫たけびを上げ、急迫する。

　俺は、戦崎たちに一いち瞥べつを向けると、今度こそ疑似異相に走り出した。

「手を出すなよ！　俺と小春の戦いに！」

　叫さけんで、俺は〈グラシアの憎にくまれし鉄てつ鎖さ〉を振り回し、間近に迫せまった虚攻体を一いち撃げきで粉ふん砕さいした。

　でも本当は、三人の戦いなんだ。

　俺と、小春と、アクスフォードの。
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「そうかリョウの字め、行きやがったか」

　病室に戻った弥み勒ろく寺じ孝こう蔵ぞうは、主を失ったベッドを一瞥した。その周囲には、ユリと美み空くが三人の子供を従えて立っている。

「お祖父じいちゃんだって分かってたでしょ？　リョウちゃんは、黙だまって寝てる人じゃないわよ」

「まあな。しかしせっかく腕を繫つないでやったのにあいつ……今度は首を斬きられたって、俺はもう治せねェからな」

「お祖父ちゃんっ！」

「冗じよう談だんよ、冗談」

　孝蔵はしかめっ面で煙管キセルを取り出し、禁きん煙えん表示にもかまわずまた一服する。するとその傍に、雪ゆき美みがとてとてと歩み寄り、口をへの字に曲げたまま老人を見上げた。

「なんだ、お前エ？　もしかして小春の妹か？」

「（こくこく）」

「だめだナ。応おう援えんに行ったって足手まといになるだけよ」

　ユリと美空が驚おどろいた事に、老人は一いつ瞬しゆんにして雪美の心を読んでいた。もっとも《霊れい命めい》と《心しん魂こん》を極めた孝蔵には、子供の決意ぐらいお見通しなのだろう。孝蔵は、陽よう太たと楓かえでにも視線を向け、かぶりを振った。

「お前ェたちも辛つらいだろうがナ、リョウの字の相手は、位階二○の介罪人だ。お前ェたちみたいな子供が行ったって、何にも出来やしねェよ」

「でも俺たちも……！」「何かできる事、ありませんか？」

　陽太たちが叫ぶと、雪美もまたこくこくとうなずいてみせる。だが孝蔵は、ふーっと天てん井じように紫し煙えんを吐いた。

「いっぱしの領域士みてェな口きくんじゃねエ。リョウの字の傍にいてェなら、まず強くなる事だ。もっともっと修行してナ」

　その言葉を聞いた途と端たん、美空が何かに打たれたように進み出た。

「……私もそう思いました。宇牙神くんの傍そばにいたいなら、強くなるしかないって……」

「森もり北きたさん……」

「でもあの二人には、全然追いつけないんです。やっぱり宇牙神くんも松まつ下したさんも、並の領域士じゃないから……」

　美空が、抱かかえた思いを咀そ嚼しやくすると、弥勒寺孝蔵はじっとその顔を見つめた。

「あンた、優しい子だノ」

「…………」

「けど追いつく必要はねェんだ。それにリョウトと小春にゃあ、あンたみたいな友達も要るンだよ。強い奴とばっかし交わってちゃあ、他人の痛みが分からなくなっちまうしナ」

　するとユリも、祖父に詰つめ寄った。

「だったら私、リョウちゃんたちの応援に行ってくる。止めないでよね、お祖父ちゃん」

「止めたって聞きやしねェだろ、お前は。けどもう、戦いくさは始まってる頃ころだぜ」

「それでも行ってくる。現場でリョウちゃんたちを待ってて、怪け我がしてたら治してあげるだけだから」

　だが弥勒寺孝蔵は、すうっと目を細めて孫のユリを凝ぎよう視しした。ユリも何かに抗こうするように、きつく唇を結んでいる。それは美空や陽太たちには分からなかったが、《心魂》の領域士同士による本心の読み合いであった。しかし練達の孝蔵はすぐにユリの心を見み抜ぬいて、苦い顔をしてみせた。

「こいつ……いつまでも子供と思ってたら、もう噓うそをつくようになりやがった」

「だってお祖父ちゃん……」

「治すだけなんて言いながらお前ェ、戦場に出るつもりだな。それが弥勒寺の跡あと取とり娘がする事……」

「する事よ！　大切な人たちが戦ってるんだから、助けに行くのが当然でしょ！　だいたい弥勒寺家は、現場救命が第一の領派じゃない！　ご先祖様が決めた掟おきてに従って何が悪いのよ！」

　必死に叫ぶユリに、美空も子供たちも呆ぼう然ぜんとしている。唯ゆい一いつ、孝蔵だけが紫煙を吹かして、諦あきらめたように手を振った。

「分かった分かった、行ってきナ。この子たちは俺わしが見といてやるから」

「お祖父ちゃん！」

「その代わり、リョウの字と聖護院家に迷めい惑わくかけるなよ。ああそれから……」

　だが祖父の忠告が終わる前にもう、ユリは病室から駆け出していた。続けて美空も、孝蔵に向かって慌あわただしく一礼する。

「すみません、私も行ってきます！」

　遠のく足音に、弥勒寺孝蔵はぽかんとする雪美をしかめっ面で見下ろした。

「まったく……煮にても焼いても食えない孫だぜ。お嬢じようちゃんは、あんな風になっちゃいけねェぜ。もっとも、ああいう孫だからこそ、俺は士し名めいを継つがせたんだけどナ」

　雪美が小首を傾かしげると、陽太がおずおずと問いかけた。

「あ、あの、ユリお嬢さんの士名って……」

「おうよ。あの子の士名は《なめ……」
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《親和少女》は、三人の仲間に続いてファミレスから歩み出た。

　疑似異相が創つくり出した街には、まだ風雨が吹き荒あれている。その只ただ中なかにたった一人で立つかしずきの少女は、紅煉獄三叉剣を握にぎったまま、地を蹴けった。猛もう速そくで回転する刃はの標的は、やはり《冥界神》。だが割って入ったのは、まだ頰ほおが瘦こけたままの《ものまね鳥》であった。

「しつこい女だぜ、まったく！」

　ククリナイフを振りかざして、《ものまね鳥》はかしずきの少女をはね除のける。ぎぃん！　ぎぃん！　と云いう金属の激げき突とつ音を何度も響ひびかせ、少女は肩かた口ぐちを斬り裂さかれていったん後退した。傷口から鮮せん血けつを撒まき、雨水を踏ふみつけ学生服が汚よごれても、少女は再び宙へ躍おどり出る。しかし今度は、《月光騎》が少女を迎むかえ撃うった。

「まあ、気持ちは分かるけどね」

　再び鋭するどい金属音。《月光騎》のシュヴァイツァー・サーベルも、繰くり返される攻こう撃げきをことごとく退けた。再び少女は太ふと腿ももを斬られ、数メートル後退する。だが傷が痛むのか、水たまりに足を取られ。膝ひざをつく。しかし泥どろに汚れても、血にまみれても、少女は立ち、紅煉獄三叉剣を構える。その気き概がいを称たたえるように、《冥界神》が微笑ほほえんだ。

「確かにね。君のせいで、仕える主が窮きゆう地ちに追い込まれたんだ。自責の念から、自殺的行動に出てもおかしくはない。もっとも君一人が死んだくらいで、贖あがなえる罪じゃないと思うけど？」

　その言に《ものまね鳥》が哄こう笑しようを重ね、《月光騎》が微笑する。ただ一人、《親和少女》だけが黙もくして、かしずきの少女を見つめていた。なぜか少女に浴びせる罵ば声せいも出ず、嘲ちよう笑しようを浮うかべる事もできない。

　するとかしずきの少女はゆっくり立ち上がり、虚力使いネガ・ウイザードたちをねめつけた。

「……元より、贖えるとは思っていない」

「では、何故なぜここに来たんだね？」

《冥界神》は、白はく髪はつを風雨に揺ゆらしながら問いかけた。

「君がしたいのは、あの少年への罪つみ滅ほろぼしじゃないのかい？　父親が犯した罪を背負ってここに来たのだろう？　しかし君の術力では、我々を誅殺できやしない。返り討ちになればそれでいいのかい？」

《冥界神》が問うと、かしずきの少女はずぶ濡ぬれの唇をわずかに動かした。

「それでも私はここに来るしかなかった……お前たちに一ひと太刀たちでも浴びせて死ぬ事が、若さまにできる最善だと信じて……」

　少女の声には、諦てい観かんも殺気もない。ただ淡たん々たんと、己の役割を悟さとったが如く、相討ちと云う悲ひ壮そうな結果を求めて《冥界神》に挑いどんでいるのだ。もはや少女の目には、《月光騎》たちの嘲笑も映っていない。ただ一いち途ずに、少年のために尽つくす覚かく悟ごだけがあった。

　しかし少女の姿に、《親和少女》は嫌けん悪おをにじませた。

「言ったでしょ。そういう噓くさい絆きずな、大だい嫌きらいだって……」

　不意の言葉に、《ものまね鳥》と《月光騎》が振ふり返る。それでも《親和少女》は、かしずきに向かって怒ど気きを放った。

「ここであなたが死んだって、彼は赦ゆるすはずがない。いいえ、その前に九領域が、世界が赦すはずがない。無む駄だ死じにに理由つけるなんて、ただの自己満足じゃないの」

　だがそう告げても、かしずきの少女は真っ直すぐ《冥界神》を見つめ、じりじりと間合いを探っていた。もはや《親和少女》の罵声すら届かぬ境地にいるらしい。それが尚なお、《親和少女》を苛いら立だたせた。

「ちょっと、あなた……！」

「まあ待ってみようよ、これから面白くなる。どうやらあの少年も、ここへ近づいているようだ」

《冥界神》が宥なだめるように言うと、かしずきの顔が引きつった。

「若さまが……！」

「そうだよ。どうやら君の覚悟を悟って来たらしい。さすが忠義で結ばれた主従だね。しかしこのまま涙なみだの和解をさせては、つまらないな」

　言うと、《冥界神》は白いローブをひるがえし、自分が創り出した疑似異相に吹ふく風雨をいっそう強めた。

「それに君は、まだ分かってないようだね。僕が何故、攻せめ込まれると分かっていながらこの地に留とどまったのかを……」

「…………？」

　不ふ審しんに眉まゆをひそめる小春に、《冥界神》は薄うすい唇くちびるを舐なめた。

「僕は、君を待っていたんだよ。君にもうひとつ、新たな九領域の罪を背負ってもらうためにね……」




　　　　＊　＊　＊




　俺は雨の中、ひたすらに走っていた。

　もう疑似異相は、闇やみ夜よに輝かがやく城じよう塞さいのように眼前にそびえ立ち、俺の接近を知ってばちばちと火花を散らしてる。

　虚攻体ラガマフインは、四方から襲おそいかかってきたけど、俺は黒い術光の鎖くさり、〈グラシアの憎にくまれし鉄てつ鎖さ〉を振り回して、次々それを葬ほうむっていく。雨は相変わらず強く降り、虚攻体が爆ばく砕さいする度、炎えん熱ねつも襲いかかってくる。でも、そんな事どうでもよかった。ただ真っ直すぐ、小春がいる空間を目指して走り、立ちはだかる虚攻体を打ち、斬きり、叩たたき潰つぶして前に進んだ。

　戦いに臨めば、宇牙神家が直面している危機や、俺自身の事もどこかへ置き忘れた。ただ小春を連れて帰る……それだけを思って術を振るった。そして疑似異相の輝きに一歩、足を踏み入れた途端……

「え…………」

　俺は、急変した周囲に身を固くした。

　ここは西浜第一三埋うめ立たて地ち。海に面した真っ平らな土地のはずだ。なのに疑似異相に入った瞬しゆん間かん、辺りには忽こつ然ぜんと建物が現れ、偽いつわりの街並みが俺を取り囲んだ。

　その街も灰色の雨雲に覆おおわれ、風雨が吹き荒れている。視界はけぶり、真っ直ぐ伸のびる道路の先もよく見えない。それでも暗い街に唯ゆい一いつ輝く看板だけは目に入った。『ファミリーレストラン　ウロボロス一三』。悪い冗じよう談だんじみた店名を背にして、四人の介罪人……《ものまね鳥》、《月光騎》、《親和少女》、そして《冥界神》が並んでいる。

　そして彼らと向き合うように、小春の後ろ姿があった。

「こ……」

　呼ぼうとして、俺の喉のどが強ばった。小春の身体からだは、泥と血にまみれてる。腕うでや足には、幾いく筋すじもの傷が走り、流れる血はアスファルトを朱しゆに染めている。嫌いやでも思い出した。あいつの死を。けど小春の父親の最期を頭から振り払はらって、俺は叫きよう喚かんを絞しぼり出した。

「小春！」

　叫さけんだ瞬間、長い金きん髪ぱつが揺れ、小春も振り返る。

「若さま……」

　あいつの顔と向き合うと一いつ瞬しゆん、躊躇ためらいが生じた。いろんな事があり過ぎて、何を言えばいいのか分からない。でも咄とつ嗟さに出たのは、ごく普ふ通つうの願いだった。

「帰ってこい、小春！」

　びくっと震ふるえた小春に、俺はうなずいた。

「お前一人が背負う必要はないし、真実かどうかも分からないんだぞ。介罪人の見せた罪に惑まどわされるな」

「ですが……」

「裏切るような奴やつじゃなかったぞ、俺のかしずきは……アクスフォードは……」

　そう言った時、小春の唇がわずかに開いた。何か伝えようとする瞳ひとみ。でもすぐに言葉が出てこない。小春だって躊躇っているのかもしれない。

　だが小春の言葉を待たずに、《冥界神》の声が割り込んできた。

「裏切るはずがない者が裏切った……だからこそ九軍帥ストラテゴ・ナインはこの事件を隠いん蔽ぺいしたんだよ」

「あんな過去、俺は信じない」

「言うと思ったよ。だから僕は、ここで待っていたんだ」

「どういう意味だ？」

「過去が信じられないなら、もう一度裏切らせるまでだ。君のかしずきをね……」




《冥界神》の声に続いて、雷らい鳴めいが轟とどろいた。疑似異相の街を揺るがす轟ごう音おんが頭上で響き、稲いな光びかりが真っ白い光の柱のように落下する。その閃せん光こうに直ちよく撃げきされたのは、小春だった。

「小春っ……！」

　叫びながらも俺は、眩まばゆい光に目を背けた。だが閃光が薄れた後も、通りにはまだ小春が立っていた。落雷に撃たれても傷ひとつ負わず、紅煉獄三叉剣を握ったまま、こちらに背を向けている。

「大だい丈じよう夫ぶか、小春！」

　俺は、すぐに小春へ駆かけ寄ろうとした。けど小春を見た途と端たん……




　──え。

　──噓うそ……だろ。




　足は前に出ず、身体は硬こう直ちよくしていた。その代わり研とぎ澄すまされた五感が、ぞくぞくと背筋を刺し激げきしている。紛まぎれもなく、俺の身体が異相ネガスフイアの敵を捕ほ捉そくし、危険信号を発していたのだ。しかも小春を見て……

　そして顔を上げた小春は……

「……………………」

　声も出さず、俺に視線を突つき刺さした。その瞳にいつもの輝きは無い。生気すら失った虚うつろな目には、ただ殺気のみが宿っている。そして俺を捉とらえた瞬間、小春は紅煉獄三叉剣トライブレードを回転させながら、宙に勇ゆう躍やくした。

「小春、お前っ……！」

　呼びかけた俺めがけ、小春が空中から斬りかかる。俺は、猛もう速そくで回転する紅煉獄三叉剣を避さけると、大きく後ろへ飛び退のいた。けど小春は、着地するなり再び跳ちよう躍やくし、薙なぐように得物を振り回す。かろうじてかわした俺の服が、真一文字に斬り裂さかれ、傷口から血が噴ふん出しゆつする。思わず跪ひざまずいた俺は、もう一度小春に叫んだ。

「気は確かか、小春！　どうしてお前……」

「まあ、気は確かじゃないよね」

　遠くから、《冥界神》の嘲あざけりが聞こえた。

「彼女には、父親同様の罪を背負ってもらったよ。この現実なら、君にも受け入れてもらえるだろ？」

「じゃあさっきの落雷は、お前の虚力ネガ・スペル……」

「そういう事。あらためて自己紹しよう介かいしておこうか。僕の名式コードは、背はい叛はん用・精神操作型サイココントロール・虚力使いネガ・ウイザード、《冥界神》……」

「なんだと……」

「もっとも得意とする虚力は、九領域の使い手を強制的に異相に取り込む事……そう、君たちの言葉で言うなら……堕落したんだよ、君のかしずきは」

　呆ぼう然ぜんとする俺に、小春は紅煉獄三叉剣を構えて、じりじりと詰つめ寄って来る。思わず身構えた俺を、《冥界神》がまた嘲あざ笑わらった。

「うん、いいね。僕はこの絵が欲しくて、ここに留まっていたんだ。領域士同士が……しかも九軍帥の息子むすことそのかしずきが戦う姿をね……」

「貴様っ！」

「《親和少女》、動画配信の手続きよろしく。この映像を中ちゆう継けいすれば、九領域の権けん威いが失しつ墜ついする事、確定だ。そして人類の守護者を自じ称しようする九領域にも、異相に味方する者がいるって事を教えてあげないとね」

　すると控ひかえていた《親和少女》が両りよう腕うでを左右に伸ばし、瞑めい目もくする。その身体からは、黄金に輝く光の粒りゆう子しが撒まかれ、粒子は俺と小春を囲うように展開した。時間を操る《親和少女》が、今この時を虚力を使って全世界に発信しているのか。

　無論、それを止めたくても、《月光騎》と《ものまね鳥》が前衛に立ち、接近を阻はばんでいる。苦く渋じゆうを嚙かむ俺に、《冥界神》が白いローブをひるがえした。

「さあ始めてくれ。そして見せるんだ。九領域が決して純然たる正義ではなく、裏切り者を闇やみへ葬ってきた事実をね……」
















　再び、小春が跳とぶ。俺は飛び退き、空を切った紅煉獄三叉剣がアスファルトを砕くだく。俺はもう一度、かしずきに叫んだ。

「小春、目を醒さませっ！」

　だが小春は猛然と急きゆう迫はくし、二度三度と紅煉獄三叉剣を振ふるった。その姿はもう俺の知っている小春ではなく、異相に取り憑つかれた一人の狂戦士バーサーカーであった。




　　　　＊　＊　＊




「すでに突とつ入にゆうしただと！」

　雨の中、車から降り立った聖護院アッシュは、思わず怒ど鳴なった。第一三埋め立て地に輝く疑似異相パラスフイアは、ばりばりと放電のような音を立ててこちらを威い嚇かくしている。

　アッシュ以下、聖護院家の突入チームを待っていた男……宇牙神家最高師し範はん、相馬小次郎はその輝きを指して言った。

「申し訳ございません、聖護院の若さま。ですが現場に突発事態はつきもの……看過できぬ事案が発生したため、管かん轄かつ違い反はんではありますがやむを得ず、先にうちの若が攻せめ込んだ次第です。如何いか様ような責めも、我が宇牙神家が負う覚かく悟ご故、何なに卒とぞご了りよう解かいの程を……」

「くっ……」

　すらすらと謝罪を述べる小次郎に、さしものアッシュも叱しつ責せきを躊躇っている。何しろあの相馬小次郎なのだ。宇牙神家と云いう一領派の師範に過ぎぬのに、聖護院家の統とう帥すいよりも高位の領域士。次代の九軍帥と目される男に、聖護院家の面々も二の足を踏ふんでいる。

　さらに小次郎の背後には、筆頭の戦崎、師範の我妻千里も控えている。悔くやしいが、この三人だけでも聖護院家の総戦力に匹ひつ敵てきする……とアッシュは見たが、彼も領派嫡ちやく子しとしての振る舞まいは忘れなかった。

「分かった。この件は後日、統合領派本部に裁定を依い頼らいする。問題は、疑似異相だ。リョウトが突入してどれくらい経たった？」

「五分三○秒にございます。いくらうちの若でも、まだウロボロス一三を全員、誅ちゆう殺さつするのは不可能かと」

　戦崎の答えを聞くと、アッシュは力強くうなずいた。

「勝手に誅殺されてたまるか。ウロボロス一三は、我ら聖護院家が取る。全員、集合！　突入準備！」

　命令一下、数十名の領域士たちが武器を携たずさえ、複数の二列戦術縦隊を組んだ。黒い戦せん闘とう服は闇やみに溶とけ込み、吹ふき付ける風雨にもかまわず、ひたひたと前進する。

　その姿を見て、相馬小次郎が申し出た。

「疑似異相の突とつ破ぱ口こうは、私が開きましょうか？　聖護院の若さま？」

「必要になったら助力を頼たのむ。それまでは出しゃばった真似まねはするな」

　アッシュが、かろうじて領派嫡子の体面を維い持じしつつ、自らも突入部隊に加わろうとした時、背後に筆頭、榊さかき原ばらキルカが現れた。

「緊きん急きゆう！　若、これをご覧ください！」

「なんだ、この忙いそがしい時に……」

「転送。インターネットに中継されているライヴ動画です。恐おそらく疑似異相の中……」

　そして振り返ったアッシュと小次郎たちは、榊原が示したものを見て愕がく然ぜんとした。彼女の掌てのひらには、《神しん智ち》の術光が灯ともり、どこか見知らぬ街が映し出されている。

　その街で猛たけり狂くるう少女は、間ま違ちがいなく松下小春であり、彼女が刃やいばを向ける相手は宇牙神リョウトに他ほかならなかったのだ。
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「小春、俺の声が聞こえないのか！」

　俺は、何度も呼びかけた。けど小春の表情に生気は戻もどらず、死人のように蒼そう白はくな顔つきのまま、俺に斬きりかかってきた。

　小春の斬り込みも、紅煉獄三叉剣も、修行では何度もかわした事がある。でもそれは所しよ詮せん、訓練での動きに過ぎない。今の小春には躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやもなく、俺の命を絶とうと得物を振り回していた。そして必死で逃にげる俺の背後には、《月光騎》が待ち構えていた。

「いい加減、諦あきらめたら？　彼女の事は」

「がっ……！」

《月光騎》のシュヴァイツァー・サーベルで背中を斬られ、俺はよろけた。だがさらに逃げようとすると、今度は《ものまね鳥》のククリナイフが襲おそいかかる。

「そういう事だ。この娘むすめは、もう《冥界神》さんの操り人形……お前ごときが解ける虚力でもねえしな」

「ぐっ……！」

　ククリナイフの切っ先で脇わき腹ばらを突かれ、俺はまたよろめき、アスファルトに倒たおれた。けど痛みに耐たえる暇ひますらない。目の前には再び小春が迫せまり、紅煉獄三叉剣を掲かかげているのだ。

「小春、お前……！」

　呼びかけは、また無視された。俺は痛みで麻ま痺ひした身体からだに鞭むち打うって、強引に地を転がる。頭上をかすめた紅煉獄三叉剣が、頭とう髪はつを数本斬り飛ばす。俺は体勢を立て直すと、小春を見み据すえた。相変わらず、表情に変化は無く、むしろいつまでも俺を殺せない苛いら立だちすら浮うかんでいた。

　俺は、《冥界神》の虚力に戦せん慄りつした。九領域の教えに忠実だった小春を、呆あつ気けなく変心させるなんて信じられない。しかし今思えば、《冥界神》は校庭に現れた時、襲い来る領域士生徒たちを一いつ瞬しゆんにして無力化していた。あれはみんなの心を操り、術を打つ意志を根こそぎ喪そう失しつさせたのだ。

　そして《冥界神》は、俺たちの様子を離はなれた位置から眺ながめて、毛先を指先に絡からめた。

「もしかしたら……あったのかもしれないねえ……」

「何がだ！」

「彼女の心の中にだよ。君に対する怨えん嗟さが……自分の父親を殺された恨うらみが……」

「そんな……！」

　驚おどろく俺に、また紅煉獄三叉剣が襲い来る。それを避けても、《月光騎》のシュヴァイツァー・サーベルと、《ものまね鳥》のククリナイフに攻められ、俺の身体は瞬またたく間まに傷だらけになった。血にまみれた俺に、《月光騎》が揶や揄ゆするような声を飛ばす。

「他人の心なんて分からないものだよ、宇牙神リョウト。彼女は、真実を知ってしまったんだ。父親を殺した相手にかしずくのは、精神的に耐え難いのかもしれないなあ」

　また紅煉獄三叉剣。俺は、旋せん回かいする刃から逃のがれ、小春に叫さけぶ。

「信じるな、小春！　あいつが俺を裏切るはずないだろ！　虚力なんかに騙だまされるな！」

「都合のいい事、言ってんじゃねえよ！」

　怒ど声せいと共に、《ものまね鳥》が横合いから飛び込んできた。ククリナイフに上じよう腕わんを斬られ、また血がしぶく。腕うでを押おさえて退いた俺に、《ものまね鳥》は黄色い歯を見せた。

「《親和少女》が再現した過去は、真実だぜ。その娘も認めている。だから罪つみ滅ほろぼしをするために来たんだろうが」

「それは……」

「認めろよ、自分に都合の悪い過去もな！」

　びゅんっ！　びゅんっ！　と振り回されるククリナイフを避けながら、俺は後退するが、背後にはもう小春が迫っていた。いつまでたっても終わりのない包囲に、《冥界神》がため息混じりにつぶやく。

「そろそろ抜ぬいたらどうかな、あれを……」

「指図するなっ！」

「でもさ、君も一対三で苦戦してるじゃないか。事態を打開するには、あれで強きよう行こう突とつ破ぱするしかないだろ？」

　言われなくても分かってる。殺戮神影刀デア・ジエノサイドを抜けば、この窮きゆう地ちは脱だつせると。あれさえ抜けば、《月光騎》か《ものまね鳥》を斬れるだろう。そしていったん疑似異相から脱出し、戦崎やアッシュたちと再び攻め込んだ方が得策だと思う。

　でもそれで助かるのは、俺だけだ。小春を奴やつらの手に残したまま、俺一人だけ逃にげるなんてできるもんか。まして奴らの事だ。俺が殺戮神影刀を抜けば、小春のみで俺を攻めさせ、共とも倒だおれを狙ねらうはずだ。

「そんな誘さそい、乗ってたまるか……」

「へえ……案外、冷静なんだね。でもあれを抜かなきゃ君は殺されるよ。君のかしずきの手でね……」

　俺は、咄とつ嗟さに背後を振り返った。再び小春が背後から急迫し、紅煉獄三叉剣を上段から振り下ろしている。俺は逃げようとしたけど、もう身体中の傷が手足を麻痺させ、動こうにも動けない。俺は、正面から小春と向き合う形で、右みぎ肩かたに紅煉獄三叉剣を受け止めた。

「がっ………………っっ！」

　右肩に、重い斬ざん撃げき。刃が肩に食い込み、骨まで達している。さらに小春は、満身の力を込めて、ぐいぐいと剣を押し込んだ。どす黒い血が際限なくあふれ、遠のく意識の中、《冥界神》の声が聞こえた。

「ほら、早くあれを抜かないと君は死んでしまうよ。生き残るために、さあ殺すんだ、自分のかしずきを。そして見せてくれ、九領域同士の殺し合いを。世界中で見ている観客に……」

《冥界神》の言は、正論かもしれない。

　その証しよう拠こに、また俺の体内で……あれが咆ほう吼こうを始めた。




　ぎぎ。ぎぎ。ぎぎぎ。

　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎっ！




　だけど、俺は……
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「まだ突とつ破ぱできんのか！」

　豪ごう雨うの下、聖護院アッシュは怒ど鳴なった。

　すでに突とつ入にゆう部隊は疑似異相に迫り、無数の攻こう撃げき術じゆつを駆く使ししてその障しよう壁へきの破は壊かいに取り組んでいる。だが位階二○の《冥界神》が構築した疑似異相パラスフイアは堅けん固ごで、いっこうに突破口が開ける気配は無かった。

　そこへ三人の領域士イグザルタス……つまり相馬小次郎、戦崎ツカサ、我妻千里が確固たる意志を目に灯して告げた。

「お手伝いいたしましょうか、聖護院の若さま？　我らならあの程度の疑似異相、苦もなくぶち破れますが」

「まだ手を出すな。これは聖護院家の事件だ。できる限り我々の手で片付ける……しかしお前たち、落ち着いたものだな？」

　アッシュは、ちらりと視線を横に向けた。傍そばに立つ榊原キルカの掌には、まだ疑似異相内の様子が中ちゆう継けいされている。無数の傷を負ったリョウトは血にまみれ、今は松下小春の斬撃をまともに浴びて瀕ひん死しの状態であった。

　それでも小次郎たちは動どう揺ようせず、おとなしく聖護院家の突入を眺めている。アッシュは、彼ら三人を不ふ審しんな目で見つめた。

「リョウトが心配ではないのか？　このままではあいつ、一分と保もたんぞ」

「一分もあれば、何か出来るでしょう。我々は、若を信じております故」

「しかし万が一……」

「そうですね。万が一、小春に斬られるような事あらば……その時はこの相馬小次郎自ら、小春を誅ちゆう殺さついたします」

「なんだと！」

「当然ですよ、聖護院の若さま。宇牙神家の始末は、宇牙神家がつける。そこだけは聖護院家に譲ゆずらぬつもりですので、御ご承しよう知ちおきください」

　小次郎は平然と言ってのけるが、アッシュも気づいていた。小次郎はともかく、背後に控ひかえる戦崎と千里の顔には苦く渋じゆうが浮かんでいる。彼らも本心では救出に赴おもむきたいし、事実この三人が助けに入れば、ウロボロス一三など容易たやすく誅殺できるだろう。

　しかし彼らは、あえてリョウト一人に任せ、この窮地を切り抜けさせるつもりなのだ。当然、次代の統とう帥すいとして成長させるために……さすが宇牙神家らしい見守り方だが、アッシュにはそれが博打ばくち過ぎるように思えた。

「リョウトが切り抜ける、とは限らんぞ」

「承知の上です」

「だがリョウトに賭かけるか」

「賭けるに値する、若です」

　断言する小次郎に、アッシュは何か言おうとしたが、不意に背後で湧わき起こった声に思わず振ふり返った。

「止まれ、ここから先は立入禁止だ！」

　現場を封ふう鎖さする聖護院家の領域士が、両手を振って怒鳴った。埋うめ立たて地ちに駆かけつけたのは、一台のタクシー。そこから飛び出してきたのは、弥勒寺ユリと森北美空であった。

「聖護院くん！　え、小次郎さんに戦崎さんも……？」

「弥勒寺のお嬢じようさん！」

　あわてて戦崎と千里が駆け寄り、傘かさを差し出す。それでも横よこ殴なぐりの雨に濡ぬれて、ユリと美空は辺りを見回した。

「リョウちゃんは？　それに小春ちゃんもここに来てるはずだけど……」

「ええ、確かに来ていますが……」

　口ごもる戦崎に代わって、榊原キルカが掌てのひらの映像を差し出す。そこで繰くり広げられる凄せい惨さんな光景に、美空が口元を覆おおった。

「そんな……宇牙神くんと松下さんが……」

　美空は信じられないと云いった表情を浮かべるが、《心しん魂こん》の領域士であるユリは、小春の異常さをすぐに悟さとったらしい。唇くちびるを固かたく嚙かみ、アッシュを見上げた。

「私も疑似異相に行く。小春ちゃんの心を取り戻もどせるのは、《心魂》の術だけよ」

「聖護院家にも《心魂》の領域士はいる。彼らに任せてもらおう」

「相手は、位階二○でしょう？　領域重複強化オーバースタツクの要員はいくら居ても良いはずよ」

「……仕方ない。しばらく指図を待て」

　だがユリと美空から見ても、周囲の喧けん噪そうは落ち着かず、突破は難しいように思えた。美空は祈いのるように、榊原キルカの掌を凝ぎよう視しし続けた。

「あの……これって私たちだけに見えてるんですか？」

「否。この映像は、ネット配信されている」

「じゃあやっぱり宇牙神くんの家を貶おとしめるために……」

　美空は、それがたまらなく嫌いやに思えたが、どうすれば彼を救えるのか分からない。自分の術力では、突入部隊に加わる事も許されないだろうし、たとえ疑似異相に入ったとしても、足手まといになる事は必定だった。

　それでも彼のために何かしたい……そう思った美空は、不意に携けい帯たいを取り出し、素早く発信ボタンを押した。

「もしもしミィさん？　うん、私……あのね、ちょっと協力してほしいんだけど……」

　急に話し出した美空に、ユリも、傘を差し出す戦崎と千里も小首を傾かしげる。だが美空は必死だったのだ。大切な彼を救いたくて……大切な彼がきっと無事に帰ってくると信じて……
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　俺は、ずっと小春と向き合っていた。

　右の肩には、紅煉獄三叉剣が刺ささっているが、かまわず小春の腕をつかみ、息のかかりそうな距きよ離りまで引き寄せる。抗あらがう小春に、俺は声を絞しぼり出した。

「小春……思い出せ……」

「…………」

「あいつは、堕落するような奴じゃない。それはお前だって知ってるだろ」

「…………っっ！」

　俺の言葉を嫌がって、小春が獣けもののように呻うめく。そのたびに刃はが肩に食い込むが、俺は激痛を堪こらえて説き続けた。

「あいつは、俺にとって一番の師し匠しようだった……俺はあいつに全部教わったんだ。お前だってそうだろ。俺たちに九領域の掟おきてを教えてくれたあいつが、道を踏ふみ外はずすはずがない……ぐあっっ！」

　それでも小春は、ぎりぎりと刃を押し込んでくる。また噴ふき出す血に、俺を取り囲む《月光騎》と《ものまね鳥》が笑った。

「無む駄だだよ、説得なんて。虚力に心奪うばわれた者を理り屈くつで取り返せるはずがない」

「まったくだ。もっともだいぶ失血してるからな。もう、まともな判断なんて下せるはずもねえか」

　ぎぎ。ぎぎ。ぎぎぎぎぎぎぎぎぎ。

　介罪人の言に賛同するように、体内で殺戮神影刀が蠢うごめき始める。早く抜ぬいてくれ。抜けばこの窮地を脱せるとでも言うように。

《冥界神》も、遠くから嘲あざけりを響ひびかせた。

「どうやら宇牙神リョウト、君が採るべき選せん択たくはひとつのようだよ。殺戮神影刀を抜いて、かしずきを斬きる。そうすれば、君の命は助かるんだ。腕うでを切断される前に、行動すべきじゃないかな」

「小春は俺のかしずきだ……助けて、連れて帰る……」

「そうまでして救いたい理由など無いだろう？　たかが後見役じゃないか」

　そう、《冥界神》に言われた時。

　不意に身体からだの底から、激しい拒きよ絶ぜつが生まれた。大切なものをあしざまに罵ののしられたようで、激げき怒どが喉のど元もとにこみ上げる。

「違ちがう！　違う！　俺にとってかしずきは……」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、瞼まぶたに無数の光景が映った。

　術を習った思い出。一いつ緒しよに戦い、生活する間は勿もち論ろん、眠ねむる時もいつも傍にいてくれた。俺がいくら嫌だと言っても厳しい修行を課した……それがかしずきだった。あいつも、小春も、同じ事をしてくれた。自分を犠ぎ牲せいにして俺に仕えてくれた。あの献けん身しんを、たかがなんて言葉でくくられてたまるか。

　あいつは、かしずき以上の存在だった。一人っ子の俺にとっては、兄のような人でもあった。もう少し、俺が大人になったら、友達にもなれたかもしれない。でも今、振り返って思うのは……

「……もっと大切な人だ！　アクスフォードが俺を、領域士にしてくれた！　あいつは俺の……もう一人の父さんなんだ！」

　そして俺が父親だと思っていたように、あいつだって俺の事を、実の子同然に思ってくれたはずだ。その絆きずなだけを頼たよりに、俺はここに立っている気さえした。

　すると小春が……

「……アクスフォード……父さま……」

　初めて、俺の声に反応した。

　いやアクスフォードと云う名に、びくっと震ふるえ、ようやくいつもの小春らしい声を発したのだ。

　俺は、小春の腕を揺ゆさぶった。

「そうだよ、俺もお前も、アクスフォードから同じ教えを受けたはずだ！　俺たちを育ててくれた言葉を忘れたのか！」

「父さまの言葉……」

　俺はうなずいて、俺と小春を繫つなぐ言葉を思い出した。それはずっと俺の心に刻まれていたけど、誰だれが発した言葉か忘れてしまった教え。でも小春なら知っているはずだ。そしてアクスフォードの娘むすめなら、答えてくれるかもしれない。一いち縷るの望みを託たくして、俺は小春に問いかけた。

「そうだよ。習慣は第二の天性となり、天性に一○倍する力を有する……誰の言葉だ、小春！」

「……ウェリントン公アーサー・ウェルズリー……」

「女性の恋こい心ごころに限界はない……誰の言葉だ、小春！」

「……ヘンリー・モンテルラン……」

「山中の敵を破るは易やすく、心中の敵を破るは難かたし……誰の言葉だ、小春！」

「……王陽明……」

「あらゆる誘ゆう惑わくの中で最も強い誘惑は、本来の自分とはまるで異なり、到とう達たつしてはならない理想を追う事である……誰の言葉だ、小春！」

「……ヘルマン・ヘッセ……」

「それをお前に教えてくれたのは誰だ、小春！」

「……父さま……父さま……」

　つぶやいた後、小春の目が薄うすぼんやりと開いてきた。紅煉獄三叉剣を握にぎる手からも、力が失うせ、殺気も消えていく。

　その様子に、《ものまね鳥》と《月光騎》も思わず狼ろう狽ばいを口にした。

「おい、冗じよう談だんだろ。《冥界神》さんの虚力ネガスペルが破れるなんてよ！」

「いったい、どんな仕し掛かけを使って……」

　だが虚力をかけた当の《冥界神》は意外にも冷静に、俺と小春を見つめていた。

「いや。僕だってあのかしずきの心を一○○％掌しよう握あくしてたわけじゃない。彼女の心には、どうしても奪えない部分……つまり父親に対する思いがあったのさ。宇牙神リョウトは、その綻ほころびから、僕の虚力を引き裂さいただけだ。決して確信あっての行動じゃない」

　俺は、次第に生気を取り戻していく小春を見つめた。蒼そう白はくだった顔にも赤みが射さし、脱けていく虚力に身体がふらつく。その肩かたを支えて、俺は《冥界神》に対たい峙じした。

「やっぱり小春は、信じてたんだ。自分の父親を……だからお前の虚力にも抵てい抗こうできた」

「だったらもう一度、彼女の過去を再現してみようか。再び、父親の凶きよう相そうを見れば、その信しん頼らいも揺らぐだろうね」

「やめろ、そんな事は！」

　俺は、激痛に負けじと叫んだ。脳裏に甦よみがえったのは、俺を襲おそった時のアクスフォードの表情。絶対に信じたくない過去だ。

　だが《冥界神》は、背後に立つ《親和少女》をちらりと見て、微笑ほほえんだ。

「いいや。僕は一度しくじったぐらいで諦あきらめやしないよ。絶対に、その娘を堕落させてみせる。さあ、始めてくれ。彼女の信頼を粉々に打ち砕くだけば、今度こそ……」

《冥界神》に促うながされ、《親和少女》が虚力杖ステツキを構えた。その杖の先せん端たんは、まだ覚かく醒せいしきっていない小春に向けられている。

「隠かくれろ、小春……ぐうっっ！」

　俺は、小春を背中にかくまおうとした。けど俺の肩には、まだ紅煉獄三叉剣が突つき刺さっている。それを強引に外そうとしたけど、刃は深く食い込み、容易には引き抜けない。その瞬間、《親和少女》の虚力杖が輝かがやき、異相の閃せん光こうが小春を直ちよく撃げきした。

「見るな、小春っ……」

　言えたのは、それだけ。

　小春を守りきれなかった、と云いう自覚が湧わき起こった。

　だが驚きよう愕がくを発したのは、何故か《冥界神》だったのだ。

「どうしてそんな事を……！」

　俺も、再現された過去を凝視した。

　目の前に映し出されたのは、失われた二秒ではなかったのだ。
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《親和少女》は、ずっと不思議に思っていた。

　この少年と、かしずきの少女には、いくら現実や正論をぶつけても、決して崩くずれない何かがある。それは《親和少女》の大だい嫌きらいな、絆と云う奴やつかもしれないが、そんな安直な言葉で納得はしたくなかった。

　少年はどれほど血まみれになっても少女を救おうとし、少女は《冥界神》の虚力にかかっても、心のすべてを失う事はなかった。

　そこに共通するのは、死んだアクスフォードと云う男。それがどんな男だったのか、《親和少女》は見たくなったのだ。今、目の前で起きている戦いよりも。ウロボロス一三が目指す九領域の転てん覆ぷくよりも。だから《親和少女》は……

「あなたたちが信じた人を、見せてください……」
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　俺は、急変した周囲を眺ながめた。

　いつの間にか疑似異相の街は消え失うせ、あれほど吹ふき荒あれていた豪ごう雨うも止やんでいる。代わりに現れたのは、《親和少女》が再現した小春の記き憶おく……のはずだった。

　だけど目の前に広がったのは、見覚えのある風景だったのだ。

「ここは……」

　山の向こうに夕ゆう陽ひが落ちている。オレンジ色の残光を受けて輝くのは、小さなお城。その堀ほり割わりには並木が続き、古びた城下町の夕景はやけに懐なつかしかった。

　なんだ、ここは桜さくら野のじゃないかと気づく。俺の実家があって、三年前までずっと暮らしてきた街だった。

　だけど目の前の風景は、妙みように古びて見える。堀割通りを走る車も一昔前のもの。建て直されたはずの図書館も旧来のままだし、映画館の看板もだいぶ前の作品を公開している。

　たぶんこれは一○年前の桜野……と分かった時、俺の視界に親子連れが目に入った。桜野城の堀の近くに立ち、水面を眺めているのは、背の高い父親。その父親の手を握にぎっているのは、小さな女の子。それがどうして親子と分かったのか……無論、二人とも同じ色の金きん髪ぱつを持ち、会話も聞こえてきたからだ。

『父さま、またどこかへお出かけするの？』

『ああ、そうだよ。若さまのお供で外国に行くんだ。小春ともしばらく会えなくなるけど、元気に修行するんだよ』

『はい、分かりました』

　娘……たぶん四歳ぐらいの小春は素直に返事したけれど、どこか不満そうにうつむいて、アクスフォードの手にしがみつく。

『どうしたんだい、小春？　お父さんと会えなくなるから寂さびしいのかな？』

『違います。違うけど……』

『違うけど、何？』

『若さまが羨うらやましゅうございます……だってずっと父さまと一緒にいられるから』

　すねるように甘あまえた小春を、アクスフォードの長い腕が持ち上げ、抱だきしめる。

『父さんだって、小春とずっと一緒にいたいよ。でも若さまのかしずきは、名めい誉よあるお仕事なんだ。若さまがご成長されるまでは、小春も辛しん抱ぼうなさい』

『若さまが強くなられたら、父さまもうちに帰ってくる？』

『ああ、多分ね』

『若さまが強くなるのは、いつ？』

『うーん、いつだろうね。若さまは、とてもお強いけれど、それでも一○年ぐらい先かもしれないなあ』

『そんなに先……』

『ふふっ。小春には、一○年なんて我が慢まんできないかな？』

『できます。小春は、父さまの娘だもの』

『よし、いい子だ』

　夕空が、次第に夜を迎むかえて薄うす青あおい色に変わっていく。月も見え始めたその空を仰あおいで、アクスフォードは言った。

『でもね小春、もっと早く、父さんと一いつ緒しよにいられる方法があるよ』

『え、それはどんな……教えて父さま』

『あのね。小春がもっと修行して、もっと強くなって、若さまにお仕えできるようになればいいんだよ。そうしたら父さまと一緒に働ける』

『本当、父さま？』

『ああ、本当だ。だから約束しよう。もっと強くなるって。そしていつか一緒に、若さまにお仕えしよう』

　アクスフォードの指と、小春の小さな指が絡からみ合い、げんまんをする。誓ちかいを終えた小春は、にっこりと笑ってみせた。

『約束です、父さま』

『うん』

『私も、若さまのかしずきになります。父さまと一緒に』




　その言葉と共に、過去は消失した。

　また周囲には疑似異相の街が広がり、冷たい雨が吹き付けてくる。

　しかし幼い自分の声を聞いて、小春が……成長した一四歳の小春が目を見開いた。自分が誓った一○年前の約束を目の当たりにして、一四歳の小春がわなないたのだ。

「父さま……どうして……これはいったい……」

「ようやく正気に戻もどったか……」

　俺も、安あん堵どを込めてつぶやいた。

　小春を最後まで支えたのは、アクスフォードがくれた優しさだったのだろう。父おや娘こ二人で俺に仕える約束こそ、《冥界神》が奪うばえなかった部分だと思う。

　そしてやっと虚力から脱だつした小春は、血まみれでうずくまる俺に驚愕した。当然、俺の肩に刺ささった紅煉獄三叉剣にも。

「若さま、何故なぜここに！　それにこのお怪け我が……まさか私が……！」

「いちいち説明してる暇ひまは無い！」

　そう、策を失ったウロボロス一三にもはや次の手は無いらしく、《ものまね鳥》と《月光騎》が恐きよう慌こうを来きたした。

「《親和少女》、てめぇ何、勝手な真似まねを！」

「吼ほえるな《ものまね鳥》、それより彼らを始末するんだ！」

　二人の介罪人クリミナルは、俺と小春を挟はさみ撃うつように急きゆう迫はくする。だが小春の紅煉獄三叉剣トライブレードは俺に刺さったままだし、俺自身も素手である。だが躊ちゆう躇ちよする間もなく、俺は小春に叫さけんだ。

「抜ぬけ、小春！　早く！」

「ですが若さま！」

「抜かなきゃ二人とも死ぬんだよ！」

　そう告げると、小春も心得て紅煉獄三叉剣に力を込めた。

「若さま、御ご無ぶ礼れい！」

「があ…………っ！」

　小春が紅煉獄三叉剣を引き抜くや、俺の肩かた口ぐちからどぶっと血潮があふれた。だが構わずに小春は、血ち塗ぬられた得物を回転させ、《月光騎》のシュヴァイツァー・サーベルをがっきと受け止める。その間に俺は……




　ぎぎ。ぎぎ。ぎぎぎぎぎぎぎぎぎっ！




　ようやく、獣じゆう声せいに応こたえた。小春に斬きられた右みぎ腕うでは使い物にならぬため、左腕から《苦く行ぎよう》の赤、《滅めつ殺さつ》の黒、《創そう成せい》の黄金と、三色の術光オーラをひねり出す。そのまま実体化した巨きよ大だいな刃は……複合領域兵器クロス・アームズ、殺戮神影刀デア・ジエノサイドを引き抜くと、迫せまる《ものまね鳥》の胴どう体たいを薙なぎ払はらった。

「ぐがっ……ぎいいいっっ！」

《ものまね鳥》が発したのは、人間のものとは思えぬ悲鳴。すでに《ものまね鳥》の身体からだは、腰こしの辺りで両断され、斬り飛ばされた上半身だけが宙に浮ういていた。

　だがその状態で《ものまね鳥》は、瞬しゆん時じに粘ねん体たいに変わり、再び肉体を接合・復元しようと試みる。

　しかし殺戮神影刀の刃からは、第三難度の個体攻こう撃げき術じゆつ〈アスモデイの残ざん虐ぎやくなる刃やいば〉が上下に放たれ、《ものまね鳥》の切断面を焼き切るように蒸発させていたのだ。

「ぎ……貴様ああああっっ！」

《ものまね鳥》の上半身は宙に浮いたまま、《滅殺》の黒い術光に炙あぶられていく。第三難度の術×第五難度の領域兵器アームズの威い力りよくは、乗法式術修正ブーストシステムによって一五難度相当に上じよう昇しようし、もはや《ものまね鳥》が抵てい抗こうできる上限を凌りよう駕がしている。空中で身み悶もだえながら、《ものまね鳥》の姿はやがて消滅した。

「おのれ、よくもっ！」

《月光騎》は怒ど声せいを発しながらも、紅煉獄三叉剣をはね除のけ、大きく跳ちよう躍やくした。そして《冥界神》を守る位置まで後退し、さらに背後の《親和少女》へ呼びかける。

「しかしもっと解げせないのは君の行動だ。いったいどんなつもりであんな事を……」

「分かりません……」

「分からないだと！　しかし君のせいで《ものまね鳥》は……」

「ええ、私の責任です。ただ……」

　叱しつ責せきを受けても、《親和少女》は平然としている。そしてどこか夢見るような眼まな差ざしで、俺たちを見つめていた。

「……見たくなったんですよ。あの二人を繫つなぐ何かを……」

「君は……！」

　だが激げつ昂こうする《月光騎》を制して、《冥界神》が沈ちん黙もくを破った。

「その件については後回しにしよう」

「ですが……」

「彼らが来た」

　その一言で《月光騎》も、俺も小春も理解する。不意にどこかで、ばちばちと火花が爆はぜるような音が響ひびき、続いて通りの向こうで閃せん光こうが弾はじけた。その直後、急せくような聖護院アッシュの声が聞こえてきた。

「いたぞ、ウロボロス一三だ！　逃のがすな！」

　現れたのは、黒い戦せん闘とう服に身を包んだ聖護院家の領域士たち。疑似異相を突とつ破ぱした彼らは、《冥界神》たちめがけて、無数の攻撃術を打ち放った。

　しかし最前に立つ《月光騎》がシュヴァイツァー・サーベルを左右へ振ふるい、その術をことごとく反射させる。刃に弾かれた術は、疑似異相の街並みに叩たたき込まれ、爆ばく発はつし、燃え上がり、砕くだけ散った。たった一人で防戦する《月光騎》は、背後をちらりと一いち瞥べつした。

「どうやらここまでのようです。どうぞ、お先に」

「うん、仕方ないね。烏う合ごうの衆しゆうを相手にしても、つまらないし」

　うなずいて《冥界神》は、俺と小春に視線を向けた。

「だけど、僕らの目的はほぼ達成されたと言っても良いんじゃないかな。君たちは噓うそだと言うけれど、すべては世界中に配信されたんだ。九領域にも異相に転がる者はいると証明されたし、君のかしずきが親子揃そろって堕落した場面も中ちゆう継けいできた」

「そんな……ではやはり私は……！」

　小春の顔が蒼そう白はくに変わる。何故、自分の紅煉獄三叉剣が俺に刺さっていたのか、悟さとったらしい。それでも俺は、殺戮神影刀を握にぎったまま答えた。

「関係ないな、そんな事は……」

「なんだって？」

「前にも《親和少女》に言ったけど、失った信しん頼らいは取り戻すだけだ。俺たちを信じてくれる人だって、きっといる」

「その自信、どこから来るんだろうね？」

「さあ、分からないな」

　俺はずたぼろに斬り刻まれた身体で立ち上がった。第五難度の殺戮神影刀に、俺が知る最高難度、第五難度の《滅殺》攻撃術〈アロセスの仮か借しやくなき粛しゆく清せい〉をかければ、二五難度相当の術が打てる。たとえ位階二○の《冥界神》が疑似異相で強化されていたとしても、屠ほふれるはずだ。だがその一いち撃げきを打つには、許容度スロツト一○をめいっぱい使わなければならない。そしてその一撃に、今の俺の身体が耐たえられるか……

　そして俺の心を察したように、《冥界神》も身構えた。

「やる気だね、君」

「当たり前だ、逃す気はない」

「たとえ君が死ぬとしても？」

「俺はたった許容度一○の領域士だ。位階二○の介罪人と刺さし違ちがえれば、お釣つりが来る」

　言って俺は、殺戮神影刀を振るった。狙ねらいは、《冥界神》。刃から射出した《滅殺》の術光を、三日月状の波動に変えて飛ばす。

　だが《冥界神》は、白いローブをひるがえして、俺の一撃を迎え撃った。黒い刃と白い裾すそが激げき突とつした瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきが輪になって広がり、景色が激げき震しんする。そして震しん動どうが収まった時にはもう、三人の介罪人の姿はどこにも無かった。同時に疑似異相の街も消え失うせ、辺りに闇やみ夜よと埋うめ立たて地ちの景色が戻ってきた。冷たい雨もまだ降っている。ただ……

「小春、支えてくれるか」

「はい、若さま」

　俺は、小春の肩につかまり、《冥界神》たちが居た場所に歩み寄った。もうそこにはウロボロス一三なるファミレスは無く、ただ雑草が生えているだけだ。

　けどよく見れば、濡ぬれた土の上には、白いローブの切きれ端はしと、白い頭とう髪はつが十数本、落ちていた。俺はそれを拾い、揉もみ潰つぶす。

「これだけか」

「若さま……」

「すまん。お前を好き勝手にした仇かたきとしては足りないよな」

「若さま、私は……！」

　小春は、すぐさまその場にひれ伏ふそうとした。だけど俺を支えたままでは、そんな事できやしない。俺もそんな姿は見たくなくて、小春の腕うでを握った。

「いいんだ、小春」

「ですが若さま、この傷を負わせたのは……」

「気にするな。お前のせいじゃない」

「しかし今の様子が世界中に流された以上、私は……」

　急に、雨あま脚あしが強まった。俺は、傷口に入った雨に顔をしかめながら、首を横に振る。

「お前が思うよりずっと、信じてくれる人は多いはずだ。そして《冥界神》が思うよりずっと、異相を信じる者は少ない。俺はそう考えているんだ」

「若さま……」

「違う、かなあ」

　それは半分、願望だったと思う。でもそうとでも思わなければ、妙みような感情が湧わいてきて、俺自身、振り回されそうだったのだ。

　だがその時、俺たちは思いがけぬ方向から呼びかけられた。

「いるわよ、たくさん」

　視線の先には、ユリと森北さん。その背後には、榊原キルカも立っている。そしてユリは、榊原の掌てのひらに映された映像を指さした。

「リョウちゃんたちを信じてくれる人なら、ここにね……」

　俺は、ユリが指さした先を見た。

　そして雨に濡れながら、笑った。




　　　　＊　＊　＊




　西浜駅前のファミリーレストラン。

　暴風が吹ふき荒あれる今夜は、客も少なく、がらんとしていた店内に、にわかに高校生たちが集まり始めていた。しかも中には、《流りゆう刻こく》の瞬間移動術を使って来店する者も少なくない。彼らはみな、あわてて席に飛び込み、携けい帯たいやノートパソコンを広げ始めた。

「あ、すいません、ドリンクバーで」

「横よこ田たくん！　注文したら、すぐに始めて！　宇牙神くんと松下さんのピンチなんだ！」

「分かってるってば！」

　学級委員、片かた岡おか光みつ也やの指揮下、彼らは飲み物を傍かたわらに置くやすぐに、ウロボロス一三が動画を中継したサイトを立ち上げた。そこにはリョウトと小春が戦う映像が配信され、それを揶や揄ゆする書き込みが無数に流れていた。

「ぬおっ、もうこんなに！」

「始める前からくじけるな、行くぞ！」

　その画面めがけ、集まった一年Ａ組生徒は、凄すさまじい勢いでキーを叩き続けた。《苦行》の肉体強化術で加速された指は、キーを燃やさんばかりの高速で、彼らにできる唯ゆい一いつの応おう援えんを開始したのだ。

「ええーい、こんなの捏ねつ造ぞう！　捏造！　捏造！」

「噓うそくさいニセ動画に釣られるな！」

「ヤラセだろ、ヤラセ。信じるなって」

「宇牙神家、支し援えん！　支援！　支援！」

「削さく除じよ要よう請せい！　削除要請！　削除要請！」

　その鬼き気き迫せまる様子に、ウェイトレスたちも呆あつ気けに取られている。西浜学園のお膝ひざ元もとでは領域士など珍めずらしくもないが、こうまで奇き妙みような行動を取る生徒は初めて見たようだ。しかも生徒は、次から次へ増えている。

「悪ぃ、遅おそくなった！」

「星ほし村むらさんは、家のパソコンで中ちゆう継けい妨ぼう害がいしてみるって！」

「うあー、キー打ちすぎて腕が痺しびれる……」

「誰だれか《霊れい命めい》の人！　上こう月づきくんを治ち療りようしてあげてー！」

　次第に阿あ鼻び叫きよう喚かんと化してきた店内に、さすがの店長も注意しようかと思い立った時、忽こつ然ぜんと現れた女性が、豊かな胸を揺ゆらして店長に微笑ほほえんだ。

「申し訳ありません。ですが、これも課外授業の一いつ環かんでして……」

「あの、あなたは？」

「あの子たちの担任です。そして……」

　一年Ａ組担当、伊い坐ざ凪なぎレイラに続いて、隻せき眼がんの校長が入店してきた。

「西浜学園校長、来くる栖すサコン。あの子たちの勘かん定じようは、私が払はらわせてもらおうか」

「は、はい……」

　ファミリーレストランには不似合いな、居い丈たけ高だかで殺さつ伐ばつとした来栖校長に、店長は怖おじ気けづいている。だがかまわず来栖校長は、手近なメニューをぱらぱらめくると、『季節の限定スイーツ』ページを指先で指し示した。

「それから、ここにあるモノを全員に出してくれ。急げ。命惜おしむな、時を惜しめ」

「し、承知しましたー！」

　店長とウェイトレスたちは、直立不動で敬礼し、厨ちゆう房ぼうへ駆かけ込んでいく。来栖サコンは、悠ゆう然ぜんと喫きつ煙えん席に座し、教師たちの到とう着ちやくにも気づかずに作業を続ける一年Ａ組を眺ながめた。

「しかし私には分からんな。あんな書き込みをして、何か効果があるのか？」

「さあ、私にもさっぱり。でも彼らがしたいと言うのなら、止める必要も無いでしょう。彼らに出来る事は、今は意思表示だけなのかもしれません」

「やはり領域士は、強くあるべきだな。弱くては、仲間も助けられない」

「はい。でも自分の意見さえ表明しないよりはマシかと思います」

「確かにな。ああ君、モーゼルワインをひとつ！」

　来栖校長は、高らかに自分の好物を注文したが、ファミリーレストランにそんな酒があるはずもなく、ウェイトレスたちに黙もく殺さつされるだけであった。







　　　【Extra.Phase　約束を重ねて】







　事件の後の事は、よく覚えてない。

　気がついた時には、俺おれはまた聖しよう護ご院いん綜そう合ごう病院のベッドに居て、ユリの泣き顔が目に飛び込んできた。孝こう蔵ぞう師し匠しようは皺しわだらけの顔で微笑み、森もり北きたさんは心配そうな顔だった。陽よう太たと楓かえではすまなそうに縮こまり、雪ゆき美みはいつものように黙だまってこちらを見つめていた。戦せん崎ざきと千ち里さとが揃そろって、『御ご無ぶ事じで何よりです』と言ったっけ。

　そして隣となりのベッドには、小こ春はるがいた。あいつもじっと俺を見つめていて、でも何も言わなかった。ただ辛つらそうに、その場に居るのがいたたまれないような表情だったと思う。




　だけど俺たちが、言葉をかわす暇ひまはなかった。病室には絶えず医者や看護師さんが出入りし、ゆっくり会話する間もない。ユリや森北さんも毎日、見み舞まいに来てくれたけど、その時も特別、話はしなかった。

　ようやく俺と小春が話したのは、入院して三日後の夜だった。




「あの、若さま……」

「ああ、起きてるよ」

　ベッドを仕切るカーテンの向こうから、小春の声が聞こえてきた。消灯時間を過ぎた部屋は真っ暗だけど、唯一、窓から射さす月明かりを頼たよりに、俺はカーテンをゆっくり引き、隣のベッドを見た。

　そして唐とう突とつに、小春と目が合った。パジャマ姿の小春は、ベッドに横たわりながら、三日前と同じ、すまなそうな瞳ひとみで俺を見つめている。そして恥はじるように視線を逸そらし、俺に背中を向けた。

「そのままで、お聞きください」

「うん」

「隠かくすつもりは無かったのです」

「分かってる。全部聞いたよ、相そう馬まのおっさんから」

　言うと小春の背中が、ぴくっと震ふるえた。

「では、どうか……」

「嫌いやだね」

「ま、まだ何も言っておりません」

「お前の言いそうな事なら分かるよ。かしずきを辞めさせてくれって言うんだろ」

　また、小春の身体からだが強こわばった。

「ですがそれが一番……」

「俺のためになるのか？　だったらお前、アクスフォードとの約束はどうするんだよ」

　俺は、ごろんと自分のベッドに寝ね転ころがり、白い天てん井じようを見上げた。

「あんな約束、してたんだな」

「……はい」

「アクスフォードの代わりを務めるつもりだったんだな」

「……はい。ですが私には、もうかしずきの資格がございません。若さまを欺あざむき、こうまで傷つけて……」

「俺は、そう思ってないよ」

「え……」

「お前は、俺を傷つけないようにアクスフォードの事を隠してくれた。虚力ネガスペルに操られたけど、俺の言葉で帰ってきてくれた。見方を変えれば、それで良いんじゃないか」

「ですが若さまはもう十分に……」

「強くなったって？　冗じよう談だん言うな。今回だって、みんなの力を借りてやっと生き延びたんだ。ましてお前一人守れなかった……」

「立場が逆です。若さまは、守られるべき御お方かたですし」

　そう言われて、俺はため息を吐ついた。

「良いじゃないか、逆でも」

「若さま……」

「世の中に一人くらい、かしずきを守るために戦う奴やつがいても、さ」

　俺は、また隣のベッドに視線を戻もどす。するといつの間にか小春も、顔をこちらに向けて俺を見つめていた。俺は、小春に腕うでを伸のばし、小指を差し出した。

「俺たちも約束しよう。お互たがいに守り合い、いつまでも助け合うって」

「若さま……」

「約束が力になる事もある。アクスフォードとお前みたいにさ」

　うなずいた小春は腕を伸ばし、俺の小指に自分のそれを絡からめる。月明かりの下、俺たちの指はしばし、結ばれたままだった。
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　俺が、聖護院綜合病院を退院したのは、事件から一週間経たった朝だった。あれほど続いた長雨も過ぎ、西にし浜はまには青空が広がっている。だけどその朝……

「さ、学校に行くわよ、リョウちゃん！」

「なんだよ、そんなに引っ張るなって！」

　俺は、やけに強引に朝日の下に連れ出された。ユリの奴、わざわざ登校前に病院に寄ってくれたのはありがたいが、見送りに出てくれた看護師さんたちも驚おどろくようなスピードでさっさと歩き出している。

「あのさ。どうしてそんなにせかせかしてるんだよ。登校時間には、まだ十分、間に合うだろ？」

「問題は時間じゃないのよ！　環かん境きようよ、環境！」

「環境？　意味がさっぱり分からん」

「あのねえ！　リョウちゃんてばどうして個室にしなかったのよ！　小春ちゃんと相部屋で一週間も過ごすなんて信じらんない！」

「……なんだ、そんな事か」

「そんな事じゃないわよ！　私にとってはこの一週間、気が気じゃなかったのよ！　もしかして入院してる間に間ま違ちがいが起きるんじゃないかと思って！」

「起きるかーい！　だいたい俺と小春は、重傷だから入院してたんだぞ！　間違いなんて起こす体力あるもんか」

「でもほら、その……オトコノコって、そういう時ほど見境が無くなるって言うか、いろいろ蓄ちく積せきされちゃうって言うか……」

　アホらし。俺はユリの手を振ふりほどき、久しぶりに着る制服を整えた。

「分かった。お前に聞かせてやろう。俺と小春がどうやって病院の夜を過ごしたか」

「あーあーあーあー、そんなの聞きたくなーい！」

「いや聞け、俺の話を！　小春の奴、病院でも修行を続けてたんだぞ！」

「そんな噓うそ、私が信じると思ってんの！　もっと違う汗あせとか搔かいてたんじゃないの！」

「あのなあ、そんな楽しい汗搔いてる暇は……」

　と言いかけた時、しゅたっ！　と疾しつ走そうする影かげが、俺とユリの間に割り込んだ。

「左様です、ユリさま。若さまをお疑いになる必要はございません。入院中も逐ちく一いち、この私が指導にあたりました故、心配はご無用にございます」

「いいえ、小春ちゃん！　入院しながら修行したなんて言い訳、通用しないわよ！」

「何を申されます！　若さまには毎日、ベッドの上で片手親指倒とう立りつをしつつ、指立て伏ふせ一万回を課しました。しかも左右こなして二万回！　私が計測しましたので、間違いはございません！」

「腕をちぎられかけたのに、指立て伏せ二万回ですって!?　それじゃあ余計に治りが遅おそいじゃないの！」

「しかしこれが宇う牙が神じん家流の修行。いくらユリ様のご忠告でも、受け入れるわけには参りません」

　小春とユリは、がるがると犬の喧けん嘩かのように吼ほえ合っている。俺は、その見慣れた光景に飽あき飽あきして、ため息をついた。良く飽きないな、あの二人。

　すると俺は、ぽんと肩かたを叩たたかれた。振り返るとそこには、煙管キセルをくわえた孝蔵師匠がいる。ユリと一いつ緒しよに見舞いに来てくれた師匠に、俺は頭を下げた。

「師匠、その節はお世話に……」

「いいって事よ、お前ェ。だが結局、何事もなく済んで良かったじゃねェか」

「ええ、それだけが救いです」

　そう結局、何も変わらなかった。俺が失った二秒は、噓かまことか分からないまま世界に発信された。しかし意外にも誹ひ謗ぼうや中傷は少なく、介罪人クルミナルの情報テロと云いう形で落ち着いている。もしかしたらそこにも九軍帥ストラテゴ・ナインの力が働いているのかもしれないが、俺はまた学校に通えるようになった。小春とユリが、いつものように振る舞まっているのも本当は嬉うれしい。変わらない風景ってのは、落ち着くもんだ。
















　だけど師し匠しようは小声で、きゃんきゃんと喚わめくユリを指さした。

「けどナ、リョウの字」

「なんでしょう、師匠」

「いつからうちのユリは、あんなに手て強ごわい娘むすめになっちまったンだ？　あの夜だって、俺にたてついてお前ェの応おう援えんに行ったンだぜ」

「えーと、それは……」

「どうやらあいつ、お前ェにぞッこんらしいじゃねェか。そこで頼たのみがある。そろそろ俺の士し名めいを受け入れろと、お前ェからも言ってみてくれねェか」

　難しいですね、と俺は答えた。

「なにしろ師匠の士名は……申し訳ないですけど女の子向きじゃないですし」

「馬ば鹿か野や郎ろう。士名に男向きも女向きもあるか」

「そりゃそうですけど、師匠のは特に」

　言って俺は、まだ喚き続けるユリを一いち瞥べつして、思わず笑った。

「やっぱり別のを付けてやってくださいよ。ユリには似合わないと思うんです。《なめくじ師匠》なんて士名は」

「そうかねェ。煮にても焼いても食えねェなめくじは、あの娘こにぴったりなんだがナぁ」

　いやそれは無理でしょう、と俺が言いかけた時、病院の正門に見慣れた制服の一団が現れた。

「いたぞ、宇牙神と松まつ下したさんだ！」

「やった、無事に退院してるわ！」

　先頭に立つのは、印いん西ざいに鎌かま田た、星ほし村むらさんに白しら石いしさんもいる。久しぶりに会う一年Ａ組の面々に、俺は頭を搔いた。

「なんだ、みんなわざわざ来てくれたのか。心配させちゃって悪い……」

　だが俺の台詞せりふも聞かず、みんなは俺めがけて飛びかかってきた。

「宇牙神！　同じクラスの誼よしみで、俺をお前の学がく斗と隊に入れてくれ！」

「え、俺の？」

「惚とぼけるな！　第０特戦学斗隊だ！」

「ああ～、そういやそうだったっけ。でもあれって一時的な……」

「だめよそんなの！　宇牙神くんたちが休んでいる間に、学校では第０特戦の入隊希望者が増えまくってるんだから！」

「げ、また面めん倒どうな」

「だからこうして登校前に拉ら致ち……もとい説得するために来たのだ！」

「あの俺、あんまり学斗隊やる気無いんだけど……」

　俺は揉もみくちゃにされつつ、ああまたまたこの流れ復活とうなだれた。しかし突とつ然ぜん、みんなの背後で高らかな笑い声が響ひびいたではないか。

「はっはっは！　みんな諦あきらめるがいい！　宇牙神の学斗隊隊員に認められた男は、この俺だけだ！」

「そ、その声は……エルヒコっ！」

　俺は、クラスメイトたちを搔き分け、声の主に迫せまった。するとそこには、矢や野のエルヒコがいつもの笑顔で、拳こぶしから親指を突つき出しているではないか。

「エルヒコ！　お前、無事だったのか！」

「当たり前だ！　たかが介罪人如ごときに身体からだを乗っ取られた程度でどうにかなる俺さまではない！　しかしまさか入学当時から、寄生されて気づかないとは一生の不覚！　だがこの俺を標的にするとは、あの介罪人もお目が高いぜ！」

　だが言うなりエルヒコめがけて、一年Ａ組全員から飲みかけのペットボトルやら、食いかけのメロンパンやらが投げつけられた。

「ふざけんな、エルヒコ！　このドジ！」

「そうよ、介罪人に身体を乗っ取られて気づかないなんて信じらんない！」

「心配させたあげくに上から目線とはどういう事だ、この間ま抜ぬけ！」

　今度はエルヒコを輪にして騒さわぎが始まり、俺はほっとして汗を拭ふいた。そして近づいてきたミィさんと森北さんに、ため息を交えて笑いかける。

「でもみんなにはちゃんと御お礼れい、言わないとな。ミィさんもいろいろ動いてくれたんだろ、あの夜？」

「うん、まあ。でも最初に連れん絡らくくれたのは森北さんなんだよ。だから最初の御礼は、森北さんにどーぞ」

「わ、私は……別にそんな……あ、宇牙神くん、コーヒー飲む？」

　森北さんはいつものように、俺にポットを差し出してくれる。その仕草で、俺は事件より前の、日常を取り戻した。

「ありがとう、学校に着いたらいただくよ」

　そして俺は、守ると誓ちかい合った少女に振り返った。俺たちの間には、新しい約束が増えたけど、暮らす毎日は変わらない。またいつもの日々が始まるのだ。

「行くぞ、小春」

「はい、若さま」

　駆かけてくる小春の髪かみは、強い陽ひ射ざしに照り映えて金色に輝かがやいてる。俺たちが暮らす街はもう、夏空を迎むかえていた。




　　　　＊　＊　＊




　いつものファミレス。窓際のボックス席。

《親和少女アフイニテイ》は、また《冥界神エル・デイアブロ》が創つくり出した疑似異相パラスフイアの店で暮らし始めていた。

　しかし《ものまね鳥モツキンバード》はもうこの世に無く、その死因を生んだ少女と同席したくないのか、《月光騎ムーングロウ》は姿を見せていない。

　でも少女にとって、そんな事はどうでも良かった。元々の世界で孤こ立りつは味わっている。異相ネガスフイアでまた孤立しても、不思議と寂さびしくはなかった。

　むしろ少女にとって不満だったのは、宇牙神家の事件と風評が次第に終息しつつあり、彼女が期待した効果など表れなかった事だ。

《親和少女》は、対面席に座る《冥界神》につぶやいた。

「ちょっと、がっかりです。もう少し、反応があると思ったのに」

「まあね。みんな飽きっぽいんだよ」

《冥界神》は白い髪を揺ゆらし、カフェラテを口に運ぶ。静かな時間を楽しむように、闘派セクト・指導者リーダーは窓の外を見つめた。

「でも僕は、まだ腑ふに落ちない事がたくさんあるんだ」

「彼の事件で、ですか」

「そうだよ。そこを探れば、また面白い事実が見つかるかもしれない」

「お聞きしたいです、その、腑に落ちない部分」

《親和少女》が身を乗り出すと、《冥界神》はカップの縁ふちを指で撫なでた。

「宇牙神リョウトは、かしずきのアクスフォードを斬きり殺した。だけどね、領域士イグザルタスとしての術力は、アクスフォードの方がずっと上だったんだよ。何故なぜ、幼い彼は、アクスフォードを殺せたんだろう」

「それは……」

「それに何故、宇牙神リョウトの記き憶おくは改かい竄ざんされていたのに、かしずきの少女の記憶は手つかずだったんだろう。それともあの少女の記憶も改竄されていたんだろうか。九軍帥の手によって……」

《親和少女》は、しばしメロンソーダをストローで搔かき回し、ずっと思案していた事を問いかけてみた。

「私も……自分なりに考えてみました」

「是ぜ非ひ、聞かせて欲しいな」

「あの人たちの絆きずなとか言う関係を見て、思ったんです。本当にかしずきのアクスフォードは堕落したんだろうかって」

「どういう意味かな？」

「《冥界神》さん……あなたには領域士を強制的に堕落させる力がある。もしやあなたのような虚力使いネガ・ウイザードが……あるいはあなたが、アクスフォードを強制的に堕落させたんじゃありませんか？」

　そう問われて、闘派指導者はカップを皿に戻もどした。

「僕は何もしていないよ。そしてアクスフォードほどの領域士を堕落させるほどの虚力使いがいたとも思えない」

「ではやはりアクスフォードは、自ら異相に足を踏ふみ入れたのでしょうか？　だけどどうしても私には……」

《親和少女》の脳裏には、彼女自身が再現した過去がちらついている。あれは決して認めたくないけれど、認めざるをえないかしずきの父おや娘この姿だった。

　すると《冥界神》も呆あつ気けなく言った。

「じゃあ、違ちがうのかもね」

「え……」

「僕もあの優しい姿を見て、半信半疑になったんだ。アクスフォードは堕落しなかったかもしれない……いや、とても堕落したとは思えないってさ」

「それじゃあ……！」

「ああ、多分そうだよ」

《冥界神》は、敗北を悟さとったように笑った。

「悔くやしいけど、彼が言った通りなんだろう。アクスフォードは、宇牙神リョウトを裏切ってはいない」

「《冥界神》さん……」

「でも何かが起きたのは事実だし、アクスフォードが裏切ったように誰だれかが偽ぎ装そうした……と考えるのが自然だと思う。僕らが見つけていない真実がどこかにあるはずなんだ。それをもう一度、探しに行かないか？」

　その誘さそいを受けて、《親和少女》の顔には自然と微び笑しようが浮うかんだ。

「楽しそうですね、それ探すの」

「うん。また始めてみるかい、最初から」

「ええ、私も見たいです。彼と彼女の真実を……」

《親和少女》は嬉うれしそうに言って、メロンソーダを飲んだ。偽いつわりの街で真実を探す少女にもまた、希望が生まれたのだ。







　　　あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしてます、市いち川かわ丈たけ夫おです。

　今回、担当さんから「あとがきは六ページで」と聞かされた刹せつ那な、反射的に「多っ！」と叫んで半歩ほどよろめきました。念のため、今までに書いた本を調べたら、やはり今回のあとがきが最長記録。そんなに沢たく山さん、何を書こうかと迷いましたが、せっかくなので設定裏話など綴つづらせていただきます。




【主人公は、《聖地救主》の如ごとく立ち上がる】

　一巻のあとがきでもちらっと書きましたが、リョウトの士名は、同名のハードロック・バンドJerusalem Slimから頂ちよう戴だいしました。これ英俗語でイエス・キリストを意味するそうで、受難の主人公には似合いなのですが、ネタ元のバンドも酷ひどい目に遭あってます。

　簡単に書くと、Hanoi Rocksのドラマーが自動車事故死[image: ↓]Hanoi Rocks解散[image: ↓]ボーカルのマイケル・モンローは新バンドJerusalem Slimを準備[image: ↓]ところがギタリストが他のバンドに引き抜かれる[image: ↓]引き抜いたのは、ドラマー死亡事故車を運転して生き延びた人（しかも売れっ子）[image: ↓]Jerusalem Slimはデビュー目前にして活動停止、と云いう波は瀾らん万ばん丈じようストーリーなのです。

　この話はもう二○年近く昔の事件ですが、不思議と心に残っていたんですよ。その後もマイケル・モンローは怯ひるまず音楽活動を続けていて、その七なな転ころび八や起おき的なタフさにあやかってリョウトの士名にしました。

　以前もドラゴンマガジンのインタビューで答えましたが、リョウトは「諦あきらめない」奴なんですね。それは、僕がヒーローに求める普遍的な要素で、多分この先も「諦めない」人物を書き続けると思います。




【かしずきは、王者の如くチェスを指す】

　小こ春はるは、「軍師」と云う立ち位置は早々に決まったものの、勝負に対してどのような心構えを持っているかはすぐには決まりませんでした。古こ今こん東とう西ざいの名将・智将からヒントを得ようとしてもピンと来る人物が見あたらず。

　そこでいつものように日本一の書店街、神じん保ぼう町ちように行き、普段は滅多に行かないビジネス書コーナーで見つけたのがロシアのチェス世界王者、ガルリ・カスパロフの著書です。良い本と出会った時って、手にとって数行読めば「あっ、これだ！」と分かるもので、この時もぱらぱらめくっただけでレジに直行したのを覚おぼえてます。

　その本の中にいたのは、冷徹に対戦相手の思考を読み、勝利を目指して研けん鑽さんを重ねる一人の棋き士しで、そのストイックな姿が小春のイメージにぴたりと一いつ致ちしたんですよ。カスパロフも最初から強かったワケではなく、明らかに自分より強い相手（ＩＢＭのスーパーコンピュータ含む）に勝つため何をすべきか、と考える姿も小春に多大な影響を与えてくれました。他にも将しよう棋ぎ・囲い碁ごの棋士の本を続けて読むうち、小春のキャラクターが固まったと思います。

　あと実感したのは、たまには本屋さんで、自分が興きよう味みのない棚たなにも目を向けてみようって事ですね。勿もち論ろん、本だけじゃなく、小説でも映画でも、自分が守備範囲だと思っている一歩向こうに求めていたモノがあったりするので、「自分はここまで」なんて云う固定観念は捨てて、あれこれ巡めぐるのが良いと思います。小説を書くアイデアは、まだまだ沢山世の中にある……かもしれません。




【幼おさななじみは、なめ××の如くたくましい】

　ユリのお祖父じいちゃんは、名前が孝こう蔵ぞう、業なり平ひら橋ばしに住んでて士名が《なめ……》と聞いて、モデルが分かった方、どれぐらいいるんでしょうか？

　答えは、落語家の五代目古こ今こん亭てい志しん生しようですが、「そんな人、知らなーい」と仰おつしやる平成生まれの読者さんには何て説明すればいいんだろ？　俳優・中なか尾お彬あきらさんの奥さんの池いけ波なみ志し乃のさんのお祖父さん、て言えば分かる？　（余計ややこしいか）

　実は僕も、五代目志ん生の落語はリアルタイムでは聞いておりません。でもこの師匠の自伝的エッセイ「なめくじ艦かん隊たい」「びんぼう自じ慢まん」がめちゃくちゃ面おも白しろくて、こういう手て強ごわい人を祖父に持った、煮ても焼いても食えない孫娘が書きたいなーと思って、ユリを作った次第です。たとえば東京の下町で起こった小事件を一人で解決するユリ、なんて短編も書いてみたいですね。

　そして実際、業平橋から東ひがし向むこう島じまあたりの下町をぶらぶら散歩してみると、本当に「昭和か！」とツッコミたくなるような路ろ地じがあるのです。古びたプラモデル屋さんの棚に、今も八○年代のＴＲＰＧがあってびっくりしたー。




【同級生の恋は、コーヒーの如くほろ苦にがい】

　打ち合わせの時、「美み空くは報むくわれませんねえ」と云う会話があって、僕もそれは否定できませんでした。ここら辺、詳くわしくは語りませんが、だからこそどこかで幸せにしてあげたいと思うのです。作者としては、やはり。




【異相の少女は、主演の如く君くん臨りんする】

　実は《親和少女アフイニテイ》の存在無くしては、成立し得ない物語になってます。そういう意味では裏ヒロインなんですよね。登場したのは二巻ですけど（笑）。ちなみに七○年代のジャズロック・バンドAffinityは、渋い女声ボーカルとジャケットアートが絶品すぎるので必聴です。是ぜ非ひ。




　さて、そろそろあとがきも終わりですので、三巻についても触れておきましょう。

　三巻は、リョウトの謎なぞの解明を軸じくに書いてみました。伏線の回収については、一巻執筆前からあらかじめ決めていたものの、実際そう簡単に書けるものでもなく、途中で何度も立ち止まって考える事が多かったです。

　しかしある地点を突破すると、一気に筆が……じゃなくキーボードを叩たたく指が進み、ずいぶん前から思い描いていたシーンを書く事ができました。三巻も、皆さんに楽しく読んでいただければ幸いです。




　そして今回も、ＳＡＴＯさんに御礼を。

　僕のつたない文章から、素敵なイラストを描いてくださってありがとうございます。

　おかげさまで僕自身、リョウトや小春を楽しく書けましたし、この作品も凄すごくポップになったと思います。




　それでは皆さんと、またお会いできる日を願って……





二○一○年　一月　深川不動で厄やく除よけをした日に　　　　




市川丈夫　　
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